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□項目別実施状況
中期目標大項目：第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標（１ 教育に関する目標）
中期目標中項目：（１）教育の成果に関する目標

卒業認定・学位授与方針（ディプロマポリシー）に基づき、次のような人材を育成する。

中期目標
小項目

ア 従来の芸術を理解し、それを新しい芸術として再創造できる人材

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

ア 美術理論や美術史に関する体系的 ア ２ 年 次 に 取 得 可 能 な 「 デ ア 入 学 時 か ら 美 術 理 論 や 美 術 史 に 関 し て 体 系 的
な教育により、従来の芸術や文化に ザ イ ン 史 特 講 」 や 「 素 材 と に 学 ぶ た め 、「 美 術 理 論 ・ 美 術 史 科 目 」 に 「 美
対する理解を深めるとともに、地域 表 現 」 な ど の 専 門 共 通 科 目 術 理 論 ・ 美 術 史 」 お よ び 「 日 本 美 術 史 」 を 必 修 Ⅲ 1
の歴史的文化資源に対する考察や、 を 開 講 し 、 体 系 的 な カ リ キ 科 目 と し て 開 講 し た ほ か 、「 東 洋 美 術 史 」、「 工
表現媒体にとらわれない作品制作を ュ ラ ム 構 成 を 実 施 す る 。 芸 概 論 」、「 デ ザ イ ン 史 」、「 西 洋 美 術 史 」、「 近
通じて、新たな芸術的価値を創造す （ 25年 度 か ら 実 施 中 ） 代 絵 画 史 」 の ５ 科 目 を １ 年 次 の 選 択 科 目 と し て
る教育を行う。 開 講 し た 。 ま た 、 現 代 芸 術 に つ い て 網 羅 的 に 学

ぶ た め 、 １ 年 次 か ら ２ 年 次 に か け て の 必 修 科 目
と し て「 総 合 科 目 」に「 現 代 芸 術 論（ Ａ ～ Ｄ ）」
を 開 講 し た 。

中期目標
小項目

イ 文化の多様性を受け容れ、芸術において異文化と共存できる人材

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

イ 教養科目群の「歴史と文化」にお イ 教 養 科 目 群 の 「 人 間 と 社 イ 基 礎 教 育 と な る 教 養 科 目 群 に 、 文 化 の 多 様 性
ける様々な授業を通じ、文化の多様 会 」 や 「 歴 史 と 文 化 」 に お を 受 け 容 れ 、 柔 軟 な 思 考 を 育 む な ど の 教 育 研 究
性を受け容れ、柔軟な思考を育む教 い て 「 国 際 関 係 論 」、「 環 境 上 の 目 的 を 実 現 す る た め 、「 国 際 関 係 論 」、「 環 Ⅲ 2
育を行う。 と 生 態 」、「 東 北 生 活 文 化 論 」 境 と 生 態 」、「 文 芸 演 習 」、「 食 文 化 論 」 を 開 講

「 異 文 化 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ し た 。
ン 論 」 等 を 開 講 し 、 文 化 の
多 様 性 を 受 け 容 れ 、 柔 軟 な
思 考 を 育 む 教 育 を 行 う 。
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ）
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中期目標
小項目

ウ グローバルな視野に立ち、国際的な舞台に挑戦できる人材

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

ウ グローバルな視野に立ち、国際的 ウ 「 英 語 に よ る 現 代 美 術 評 ウ 国 際 的 な 現 代 美 術 の 動 向 や 批 評 内 容 に つ い
な舞台に挑戦できる人材を育成する 論 １ 」、「 異 文 化 コ ミ ュ ニ ケ て 、 実 際 の 原 文 （ 英 語 ） を テ キ ス ト に 議 論 を 行
教育 ー シ ョ ン 論 」 等 の 授 業 を 開 う 「 英 語 に よ る 現 代 美 術 評 論 １ 」、 文 化 の 多 様 Ⅲ 3

(ｱ）海外の美術動向や内容を積極的 講 し 、 海 外 で の 活 動 を 視 野 性 を 生 か し た 効 果 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と は
に取り入れた教育により、グロー に 入 れ た 教 育 を 実 践 す る と 何 か を 学 ぶ 「 異 文 化 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論 」 等
バルな視野と感性の涵養を図り、 と も に 、現 在 の「 外 国 語（ 英 を 開 講 し 、 国 際 的 な 舞 台 に 挑 戦 す る た め の 教 育
国際的な舞台に挑戦する教育を行 語 ・ 韓 国 語 ・ 中 国 語 ）」 に を 行 っ た 。
う。 加 え 、新 た に「 フ ラ ン ス 語 」

を 開 講 す る 。
(ｲ）地域性、土着性の中から生まれ エ 「 東 北 造 形 史 」、「 東 北 生 エ 海 外 の 美 術 動 向 や 美 術 史 の 中 に 、 地 域 に 根 ざ

た文化を、海外の美術動向や美術 活 文 化 論 」、「 美 術 理 論 ・ 美 し た 芸 術 ・ 文 化 を 的 確 に 位 置 づ け る 教 育 を 行 う
史の中に的確に位置づけ、そのう 術 史 」、「 東 洋 美 術 史 」、「 デ た め 、 以 下 の 科 目 を 開 講 し た 。 Ⅲ 4
えでグローバルな視点による国際 ザ イ ン 史 」、「 工 芸 概 論 」、「 日 ・「 歴 史 と 文 化 」 と し て 「 東 北 造 形 史 」、「 東 北
的な発信力を生み出す教育を行う。 本 美 術 史 」、「 西 洋 美 術 史 」、 生 活 文 化 論 」

「 近 代 絵 画 史 」、「 現 代 芸 術 ・「 美 術 理 論 ・ 美 術 史 科 目 」 と し て 「 美 術 理 論
論 」を 開 講 す る こ と に よ り 、 ･美 術 史 」、「 東 洋 美 術 史 」、「 デ ザ イ ン 史 」、
地 域 に 根 ざ し た 芸 術 ・ 文 化 「 工 芸 概 論 」、「 日 本 美 術 史 」、「 西 洋 美 術 史 」、
を 、 海 外 の 美 術 動 向 や 美 術 「 近 代 絵 画 史 」
史 の 中 に 的 確 に 位 置 づ け る ・「 総 合 科 目 」 と し て 「 現 代 芸 術 論 （ Ａ ～ Ｄ ）」
教 育 を 行 う 。
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ）
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中期目標
小項目

エ 芸術の新しい知見によって、地域社会の発展に貢献できる人材

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

エ 地域と密接に関わりながら、地域 オ 地 域 課 題 に 取 り 組 む 「 地 オ 本 学 に は 、 地 域 か ら 様 々 な 作 品 制 作 依 頼 が 寄
の課題に対し、デザイン的な視点に 域 プ ロ ジ ェ ク ト 演 習 」 等 の せ ら れ て お り 、 学 生 に 対 す る 地 域 か ら の 作 品 制
よる解決を提案するなど、地域社会 授 業 お よ び 地 域 か ら の デ ザ 作 依 頼 に 対 す る 学 内 公 募 を 行 い 、 学 生 が 作 品 を Ⅳ 5
の発展に貢献する教育を行う。 イ ン 公 募 へ の 参 加 に よ り 、 制 作 す る こ と を 通 し て 、 地 域 社 会 へ 貢 献 す る 意

学 生 の 地 域 社 会 に 貢 献 す る 識 を 醸 成 し た 。
意 識 の 醸 成 を 図 る 。 ・ 秋 田 市 役 所 新 庁 舎 お 祝 い フ ォ ト コ ー ナ ー パ ネ
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ） ル デ ザ イ ン 公 募 ＜ 採 用 な し ＞ 応 募 14点 (13名 )

・ オ リ ジ ナ ル マ イ バ ッ グ デ ザ イ ン 公 募 ＜ 採 用 ＞
応 募 5点 (3名 )

・ 秋 田 銀 行 2017年 カ レ ン ダ ー 表 紙 デ ザ イ ン 公 募
＜ 採 用 ＞ 応 募 6点 (6名 )

・ ね ん り ん ピ ッ ク 弁 当 箱 デ ザ イ ン 公 募 ＜ 採 用 ＞
応 募 4点 (3名 )

・ 雄 物 川 改 修 事 業 広 報 公 募 ＜ 採 用 ＞ 応 募 32点
(20名 )

ま た 、 中 期 計 画 に あ る 「 地 域 の 課 題 に 対 し 、
デ ザ イ ン 的 な 視 点 に よ る 解 決 を 提 案 す る な ど 、
地 域 社 会 の 発 展 に 貢 献 す る 教 育 」 を 授 業 と し て
行 う こ と で 、 学 生 に 地 域 社 会 の 課 題 を 理 解 し 、
解 決 す る 意 識 を 醸 成 し た 。

・「 地 域 プ ロ ジ ェ ク ト 演 習 」（ 3年 前 期 ）： 38名
実 際 に 地 域 か ら 要 請 が あ っ た ４ つ の プ ロ ジ ェ

ク ト を 授 業 で 実 施 し た 。
１ 遊 び ・ お も ち ゃ に よ る 木 育 活 動 推 進 プ ロ ジ

ェ ク ト
２ 秋 田 の ぬ り 絵 プ ロ ジ ェ ク ト
３ ま ち づ く り プ レ ー ヤ ー 育 成 プ ロ ジ ェ ク ト
４ 土 崎 イ ル ミ ネ ー シ ョ ン プ ロ ジ ェ ク ト
・「 商 品 計 画 演 習 」（ 2,3年 後 期 ）： 30名
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秋 田 市 内 に 現 存 す る 空 き 倉 庫 を 、 店 舗 等 に リ
ノ ベ ー シ ョ ン す る 想 定 で 、 新 商 品 や 営 業 内 容
を 倉 庫 関 係 者 に 企 画 提 案 し た 。

・「 景 観 デ ザ イ ン 演 習 １ ＆ ２ 」（ ３ 年 前 後 期 ）：
9名
新 屋 駅 を 含 む 周 辺 と 駅 前 通 り を 演 習 対 象 と し
た 地 域 活 性 化 策 （ 新 店 舗 ・ 施 設 や 道 路 デ ザ イ
ン ） の 構 想 づ く り を 行 っ た 。

・「 景 観 デ ザ イ ン 演 習 ３ ＆ 卒 業 研 究 」： 6名
秋 田 市 や そ の 他 県 内 の 各 地 域 の 課 題 を テ ー マ
と し た 街 づ く り デ ザ イ ン に 各 自 取 り 組 ん だ 。

・ CAD演 習 １ ： 10名
新 屋 表 町 通 の 残 り 少 な い 町 家 で あ る 「 旧 川
口 邸 」 の 実 測 と CADに よ る 図 面 化 を 行 っ た 。
こ れ を 契 機 と し て 学 生 に よ る 期 間 限 定 カ フ
ェ 店 舗 の 運 営 等 の 積 極 的 保 存 活 用 の 動 き が
起 き た 。

・「 新 屋 駅 前 通 り デ ザ イ ン 構 想 調 査 研 究 」（ 秋
田 市 受 託 研 究 ）
H2 9年 度 に オ ー プ ン す る 新 屋 ガ ラ ス 工 房 と JR
新 屋 駅 を 結 ぶ 新 屋 駅 前 通 り に つ い て 、 将 来 の
デ ザ イ ン の あ り 方 を 構 想 し 5つ の 提 言 と し て
ま と め た 。
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中期目標大項目：第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標（１ 教育に関する目標）
中期目標中項目：（２）教育の内容等に関する目標教育の成果に関する目標

ア 学生の受入れに関する目標

入学者受入方針（アドミッションポリシー）について積極的な周知を行い、次のような目的意識が高い学生の確保に努める。

中期目標
（ｱ）芸術の未知の領域に強い関心を持つ人

小項目
（ｲ）自ら問題を発見し、積極的に学ぶ意欲のある人
（ｳ）芸術分野で自立する意欲のある人
（ｴ）芸術を通して、地域社会の発展に貢献する意欲のある人

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

入学者受入方針（アドミッションポ （ ア ） 進 学 相 談 会 へ の 参 加 や 、 (ア ) 進 学 相 談 会 等 に つ い て 、次 の と お り 行 っ た 。
リシー）に沿った学生を確保するため 高 等 学 校 ・ 美 術 予 備 校 を 訪 ・ 大 学 案 内 を 9, 0 0 0部 作 成 し 、 進 学 説 明 会 や 高
に、以下の項目を実施する。 問 し 、 受 験 生 の ニ ー ズ に 合 校 訪 問 、 予 備 校 訪 問 等 で 配 布 し た 。 Ⅲ 6
（ｱ）美術に対する意欲や関心の高い っ た 情 報 を 提 供 す る 。ま た 、 ・ 学 生 の 能 力 に 幅 を も た せ る た め 、 学 科 全 体 で

学生を確保するために、以下のよ 本 学 教 員 が 高 等 学 校 で の 出 募 集 す る 総 合 入 試 、 １ ・ ２ 年 次 は 専 門 科 目 全
うな情報発信の機会を連携させ、 張 授 業 、 講 話 等 を 行 い 、 高 体 を 学 ぶ こ と な ど に つ い て 、 Ｐ Ｒ 映 像 を 作 成
認知度とブランドイメージの向上 校 生 に 対 し て 美 術 大 学 に 進 し 、 進 学 相 談 会 の ブ ー ス で 上 映 し た 。
を図る。また、これらの活動の内 学 す る 意 義 を 説 く と と も に 、 ・ 平 成 29年 度 入 学 者 選 抜 要 項 お よ び 学 生 募 集 要
容、発信時期、効果について検証 本 学 の 認 知 度 の 向 上 を 図 る 。 項 を 作 成 し 、 以 下 の と お り 送 付 し た 。
を行い、効果の改善を図る。 （ 25年 度 か ら 実 施 中 ） 東 北 、 北 海 道 、 新 潟 の 全 高 等 学 校 と 全 国 美

【中期】 術 系 高 等 学 校 （ 1,151校 ）
・PR資料の配布 【 年 度 計 画 評 価 指 標 】 全 国 美 術 予 備 校 （ 111校 ）
・高校等への訪問 ・ 高 等 学 校 で の 出 張 授 業 ・ ３ 年 次 編 入 向 け に 全 国 短 期 大 学 、 専 門 学 校
・出張授業 講 話 等 ５ 校 以 上 等 (174校 )
・オープンキャンパス ・ 高 校 等 の 担 当 教 員 へ 本 学 を PRす る た め 、 高 校
・進学ガイダンス 64校 、 予 備 校 18校 を 訪 問 し た 。
・高大連携授業 ・ 本 学 の PRの た め 札 幌 、 仙 台 、 東 京 な ど で 開 催
・ホームページ さ れ た 進 学 相 談 会 に 32回 参 加 し た 。
・冊子 ・ 本 学 の 教 員 が 高 校 16校 で 講 話 ・ 模 擬 授 業 を
・その他対外対応等。 行 っ た 。
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(イ ) オ ー プ ン キ ャ ン パ ス 、 学 (イ ) ７ 月 30日 （ 高 校 生 参 加 者 220人 ） と ９ 月 24,2
校 見 学 、 ウ ェ ブ サ イ ト 等 を 5日（ 同 104人 ）に オ ー プ ン キ ャ ン パ ス を 開 催 し 、
有 効 に 活 用 し て Ｐ Ｒ を 行 う 。 本 学 の Ｐ Ｒ を 図 る た め 、 以 下 の 対 応 を 行 っ た 。 Ⅲ 7
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ） ・ 受 験 生 や 高 等 学 校 教 員 の 学 校 見 学 の 受 け 入

れ
・ 受 験 情 報 誌 と 受 験 生 向 け の ウ ェ ブ サ イ ト へ

の 本 学 情 報 の 掲 載
(ウ ) 入 学 者 へ の 入 試 に 関 す る (ウ ) 入 学 者 へ の 入 試 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査

ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し 、 （ 1 0 4名 か ら の 回 答 ） を 実 施 し 、 入 学 動 機 等 に
入 学 動 機 等 を 分 析 し た 結 果 つ い て 前 年 度 と の 比 較 分 析 を 行 っ た 。 学 生 募 集 Ⅲ 8
を 学 生 募 集 の 取 組 に 活 用 す に 関 す る 広 報 活 動 の 効 果 の 確 認 に 加 え 、 学 生 募
る 。 集 活 動 の 検 討 に 利 用 し た 。
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ）

(エ ) 「 大 学 コ ン ソ ー シ ア ム あ (エ )「 大 学 コ ン ソ ー シ ア ム あ き た 」 主 催 の 高 大 連
き た 」 主 催 の 高 大 連 携 授 業 携 授 業 は コ ン ソ ー シ ア ム 全 体 で 前 期 32科 目 、 後
を 行 い 、 大 学 の 周 知 に 努 め 期 19科 目 を 実 施 し て い る が 、 そ の う ち 前 期 １ 科 Ⅲ 9
る 。 目 （ ４ 授 業 ）・ 後 期 １ 科 目 （ ４ 授 業 ） の 計 ２ 科
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ） 目 ８ 回 の 授 業 を 行 い 、 の べ 66人 の 高 校 生 が 参 加

し た 。

平 成 28年 度 高 大 連 携 授 業
○ 前 期 ：「 美 術 館 へ の 招 待 」（ ６ 月 25日 ～

７ 月 ２ 日 ）
第 １ 講 「 美 術 館 か ら 広 が る 世 界 」 志 邨 匠 子

教 授
第 ２ 講 「 美 術 館 を つ く る 」 志 邨 匠 子 教 授
第 ３ 講 「 美 術 館 へ 行 こ う 」 藤 浩 志 教 授
第 ４ 講 「 作 品 を 鑑 賞 し よ う 」 藤 浩 志 教 授

○ 後 期 ：「 ア ー ト ＆ デ ザ イ ン の 冒 険 と 役 割 」
（ 10月 15日 ～ 10月 22日 ）

第 １ 講 「 ア ー ト に お け る ア ニ メ ー シ ョ ン ・
絵 画 か ら ア ニ メ ー シ ョ ン へ の 展 開 」
小 田 英 之 教 授

第 ２ 講 「 ア ー ト は 何 を ど の よ う に 表 現 し よ
う と し て い る の か 」 岩 井 成 昭 教 授

第 ３ 講 「 デ ザ イ ン は ど ん な 役 割 を も っ て い
る の か （ １ ）」 孔 鎮 烈 准 教 授

第 ４ 講 「 デ ザ イ ン は ど ん な 役 割 を も っ て い
る の か （ ２ ）」 松 本 研 一 教 授
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(オ ) 高 校 生 等 に デ ッ サ ン 力 向 (オ ) 高 校 生 等 に デ ッ サ ン 力 向 上 の た め 、 実 技 の
上 の た め の 実 技 の 講 習 の 場 講 習 の 場 を 提 供 し た 。
を 提 供 す る 。 ・ デ ッ サ ＆ 色 彩 講 習 会 Ⅲ 10
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ） デ ッ サ ン 講 習 会 7月 31日 (参 加 者 45人 )

色 彩 講 習 会 8月 1日 (参 加 者 14人 )
・ デ ッ サ ン ス ク ー ル (参 加 者 70人 )

<初 心 者 講 座 >
… 対 象 ： 高 校 生 以 上 の 初 心 者 /全 3回 開 催

第 1回 7月 17日 、 24日 (参 加 者 7人 )
第 2回 10月 16日 、 23日 (参 加 者 8人 )
第 3回 1月 22日 、 29日 (参 加 者 6人 )
<基 礎 講 座 >
… 対 象 ： 高 校 生 以 上 の デ ッ サ ン 経 験 者 /全 3

回 開 催
第 1回 8月 21日 、 28日 、 9月 4日 (参 加 者 8人 )
第 2回 11月 13日 、 20日 、 12月 11日

(参 加 者 7人 )
第 3回 2月 12日 、 19日 、 3月 5日 (参 加 者 2人 )
<応 用 講 座 Ａ >

… 対 象 ： 一 般 の デ ッ サ ン 経 験 者 /全 3回 開
催

第 1回 7月 17日 、 24日 、 8月 21日 、 28日 、
9月 4日 、 11日 (参 加 者 5人 )

第 2回 10月 16日 、 23日 、 11月 13日 、 20日 、
12月 11日 、 18日 (参 加 者 3人 )

第 3回 1月 22日 、 29日 、 2月 12日 、 19日 、
3月 5日 、 12日 (参 加 者 3人 )

<応 用 講 座 Ｂ >
… 対 象 ： 高 校 生 の デ ッ サ ン 経 験 者 /全 6

回 開 催
第 1回 7月 17日 、24日 、8月 21日 (参 加 者 3人 )
第 2回 8月 28日 、 9月 4日 、 9月 11日

(参 加 者 3人 )
第 3回 10月 16日 、 23日 、 11月 13日

(参 加 者 4人 )
第 4回 11月 20日 、 12月 11日 、 18日

(参 加 者 2人 )
第 5回 1月 22日 、29日 、2月 12日 (参 加 者 6人 )
第 6回 2月 19日 、 3月 5日 、 12日 (参 加 者 3人 )
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※ デ ッ サ ン ス ク ー ル 参 考 作 品 展 を 開 催
会 期 ： 3月 14日 ～ 3月 31日
場 所 ： 美 大 サ テ ラ イ ト セ ン タ ー ギ ャ ラ リ ー

コ ー ナ ー
内 容 ： デ ッ サ ン ス ク ー ル の デ モ ン ス ト レ ー

シ ョ ン 作 品 等 の 展 示
(デ ッ サ ン 作 品 30点 、 着 彩 作 品 4点 、 モ
チ ー フ (一 部 ))

（ｲ）（ｱ）の機会に発信される内容を、 (カ ) 入 学 者 受 入 方 針 （ ア ド ミ (カ ) オ ー プ ン キ ャ ン パ ス の ほ か 進 学 相 談 会 や 高
入学者受入方針（アドミッションポ ッ シ ョ ン ポ リ シ ー ） に つ い 校 訪 問 時 に 、 入 学 者 受 入 方 針 （ ア ド ミ ッ シ ョ ン
リシー）、特色ある教育活動の計画、 て 様 々 な 募 集 機 会 を 活 用 し ポ リ シ ー ） や 、 大 学 の 特 色 で あ る 、 学 科 全 体 募 Ⅲ 11
入試等の大学情報と緊密に連携さ な が ら Ｐ Ｒ す る と と も に 、 集 の 総 合 入 試 、 １ ・ ２ 年 次 に お け る 専 門 科 目 全
せ、効果の向上を目指す。【中期】 大 学 の 特 色 で あ る 、 学 科 全 体 を 横 断 的 に 学 ぶ ５ － ２ － １ の 教 育 シ ス テ ム な

体 で 募 集 す る 総 合 入 試 、 １ ど に つ い て Ｐ Ｒ を 行 っ た 。
・ ２ 年 次 が 専 門 科 目 全 体 を （ ６ の 再 掲 ）
横 断 的 に 学 ぶ こ と な ど を 効 ・ 高 校 等 の 担 当 教 員 へ 本 学 を PRす る た め 、 高
果 的 に Ｐ Ｒ す る 。 校 64校 、 予 備 校 18校 を 訪 問 し た 。
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ） ・ 本 学 の P Rの た め 札 幌 、 仙 台 、 東 京 な ど で 開

催 さ れ た 進 学 相 談 会 に 34回 参 加 し た 。
（ｳ）入学者の傾向を分析し、選抜試 (キ ) 入 試 委 員 会 内 に 設 置 し た (キ ) 入 試 委 員 会 内 の 入 試 検 証 ワ ー キ ン グ グ ル ー

験の内容、方法、選抜区分、試験時 入 試 検 証 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ に お い て 、 平 成 28年 度 を 踏 ま え 、 平 成 29年 度
期の見直しを継続的に行う。【長期】 プ に お い て 2 8年 度 入 試 ま で 入 試 に お い て 、 出 願 書 類 の 見 直 し や 試 験 実 施 体 Ⅲ 12

の 入 試 結 果 の 分 析 と 入 試 制 制 な ど ６ 件 の 改 善 を 行 っ た 。 ま た 、 平 成 25・ 26
度 の 研 究 を 行 い 、 入 試 制 度 ・ 27・ 28年 度 入 学 者 の 入 試 区 分 と 入 学 後 の 成 績
の 検 討 を 行 う 。 状 況 を 分 析 し 、 推 薦 入 試 お よ び 一 般 入 試 な ど の

入 試 区 分 に よ っ て 入 学 後 の 成 績 に 大 き な 差 が 見
ら れ な い こ と を 確 認 し た 。 さ ら に 、 こ れ ら の 分
析 等 か ら 入 試 制 度 の 研 究 を 行 っ た 。

（ｴ）ジャンルにとらわれない一括選 (ク ) 入 試 検 証 WGに お け る 入 試 (ク ) 専 攻 の ジ ャ ン ル に と ら わ れ な い 一 括 選 抜（ 総
抜（総合入試）を実施する。 結 果 の 分 析 と 入 試 制 度 に つ 合 入 試 ） を 引 き 続 き 実 施 し 、 10 1名 の 入 学 生 を

【２５年度】 い て の 研 究 を も と に 、 ア ド 受 け 入 れ た 。（ 志 願 者 数 ： 323名 ） Ⅲ 13
ミ ッ シ ョ ン ポ リ シ ー に 基 づ
い た 選 抜 試 験 を 進 め る 。（ 2
6年 度 か ら 実 施 中 ） ま た 、 選
抜 試 験 の 時 期 等 に つ い て 、
様 々 な 観 点 か ら メ リ ッ ト 、
デ メ リ ッ ト の 検 討 を 行 う 。
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（ｵ）選抜試験および入学の時期につ (ケ ) 入 試 委 員 会 と 広 報 委 員 会 25年 度 か ら 実 施 中
いて、様々な観点からメリット、デ の 連 携 に よ り 効 果 的 な 入 試
メリットの検討を行う。 ・ 広 報 戦 略 を 実 行 し 、 志 願 Ⅲ 14

【中期】 者 を 確 保 す る と と も に 優 秀
な 学 生 の 受 け 入 れ に つ な げ
る 。（ 25年 度 か ら 実 施 中 ）
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中期目標大項目：第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標（１ 教育に関する目標）
中期目標中項目：（２）教育の内容等に関する目標教育の成果に関する目標

イ 教育課程に関する目標

中期目標
小項目

教育上の目的に沿った教育課程となるよう、不断の見直しと研究を行う。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

（ｱ）教員および学芸員の養成のため (ア ) 教 育 実 習 等 に 関 す る 計 画 (ア ) ４ 年 間 の 実 習 体 系 に 沿 っ て 作 成 し た 教 育 実
に「教職課程科目」「学芸員課程科 に 基 づ き 、 教 育 実 習 等 を 実 習 等 （ 教 職 課 程 ・ 博 物 館 学 芸 員 課 程 ） に 関 す る
目」を置く。【２５年度】 施 す る 。 計 画 に 基 づ い て 、 秋 田 県 ・ 秋 田 市 教 育 委 員 会 や Ⅲ 15

(27年 度 か ら 実 施 中 ） 実 習 先 と 連 携 し な が ら 、 以 下 の 実 習 を 行 っ た 。
な お 、 希 望 者 全 員 が 資 格 を 取 得 し た 。
・ 教 職 課 程 ： 教 職 入 門 ・ 学 校 体 験 実 習 １ ･２ 、

介 護 等 体 験 実 習 、 教 育 実 習 、 各 実 習 の 事 前 事
後 指 導

・ 博 物 館 学 芸 員 課 程 ： 博 物 館 実 習 (学 内 実 習 ・
館 園 実 習 )

・ 教 育 職 員 免 許 状 取 得 実 績 ： 中 学 校 教 諭 一 種
（ 美 術 ） 19件 、 高 等 学 校 教 諭 一 種 （ 美 術 ）
20件 、 高 等 学 校 教 諭 一 種 （ 工 芸 ） 6件

・ 学 芸 員 資 格 取 得 実 績 ： 27件
(イ ) 教 育 実 習 の 手 引 き 等 の 作 (イ ) 秋 田 県 お よ び 秋 田 市 教 育 委 員 会 職 員 等 を 委

成 、 大 学 外 の 関 係 機 関 と の 員 と す る 秋 田 公 立 美 術 大 学 実 習 連 絡 協 議 会 を ７
連 絡 調 整 等 を 計 画 的 に 行 う 。 月 14日 （ 教 育 実 習 部 門 ） お よ び 9月 16日 （ 博 物 Ⅲ 16
(26年 度 か ら 実 施 中 ） 館 実 習 部 門 ） に 開 催 す る と と も に 、 大 学 外 の 関

係 機 関 と 連 携 し 、 関 係 機 関 の 意 見 も 踏 ま え て 、
教 育 実 習 の 手 引 き 、 博 物 館 学 芸 員 実 習 の 手 引 き
や 実 習 ノ ー ト 等 を 作 成 し た 。 ま た 、 連 携 協 力 協
定 を 結 ん で い る 上 越 教 育 大 学 を 訪 問 し 、 教 職 課
程 の 運 営 状 況 視 察 お よ び 協 定 に 関 す る 意 見 交 換
を 行 っ た 。

平 成 28年 度 実 習 連 絡 協 議 会 開 催 回 数
各 部 門 １ 回 （ 教 育 実 習 部 門 … 7月 14日 、 博 物
館 実 習 部 門 … 9月 16日 ）
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（ｴ）各科目の連携を図り、科目区分、 (ウ ) 科 目 区 分 、 科 目 内 容 、 履 (ウ ) カ リ キ ュ ラ ム 改 正 Ｗ Ｇ に お い て 平 成 29年 度
科目内容、履修方法等については、 修 方 法 等 に つ い て 、 検 証 を か ら の 教 育 課 程 を 検 討 し 、教 育 課 程 を 改 正 し た 。
不断の見直しを行い、高度な教育が 行 い 、 よ り 高 度 な 教 育 が 可 改 正 内 容 Ⅲ 17
可能となる体制を整える。 能 と な る 教 育 課 程 と 実 施 体 ① 演 習 単 位 数 の 倍 化 等 に よ る 学 生 ・ 教 員 負 担 の
【中期】 制 を 整 え る 。 軽 減

② 現 代 芸 術 論 の 半 期 前 倒 し
③ キ ャ リ ア 教 育 科 目 の 新 規 科 目 開 設 等 に よ る

キ ャ リ ア 教 育 科 目 の 充 実
④ 教 育 実 習 の ３ 年 次 へ の 前 倒 し お よ び 実 習 科 目

の 新 設 等 教 職 課 程 の 充 実



12/85

中期目標大項目：第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標（１ 教育に関する目標）
中期目標中項目：（２）教育の内容等に関する目標教育の成果に関する目標

ウ 教育方法に関する目標

中期目標 (ｱ) 教育課程の編成方針を十分に踏まえながら、学生が計画的かつ体系的に知識・技能・技術を習得できるよう、教員の相互連携、適切な授業
小項目 内容の設定、指導方法の工夫および適切な成績評価を行う。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(ｱ) 学生が計画的かつ体系的に知識 (ア ) 学 生 が 計 画 的 か つ 体 系 的 ・ 学 生 へ の 授 業 ア ン ケ ー ト を 実 施 し 、 そ の 結 果 を
・技能・技術を習得できる教育・教 に 知 識 ・ 技 能 ・ 技 術 を 習 得 教 員 に フ ィ ー ド バ ッ ク す る と と も に 、 授 業 改 善
員間で情報を共有し、相互連携 を 図 で き る 教 育 計 画 の 作 成 を 通 じ て 授 業 の 改 善 を 図 っ た 。ま た 、 Ⅲ 18
るとともに、適切な授業内容の検討 ・ 学 生 へ の 授 業 ア ン ケ ー ト 授 業 ア ン ケ ー ト の 結 果 を 教 員 間 で 閲 覧 す る こ と
や指導方法の工夫を行う。【中期】 を 引 き 続 き 実 施 し 、 そ の に よ り 情 報 共 有 を 図 っ た 。

結 果 を 教 員 へ フ ィ ー ド バ
ッ ク す る こ と が 授 業 の 質
向 上 （ 授 業 改 善 ） に つ な
が っ て い る こ と を 検 証 し 、
そ の 結 果 を 教 員 間 で 共 有
す る 。

・ Ｆ Ｄ に つ い て 、 教 員 相 互 の ・ 各 教 員 が 自 ら の 授 業 を よ り 良 く す る た め の ヒ ン
授 業 参 観 制 度 を 引 き 続 き 実 ト を 得 る こ と に よ り 資 質 向 上 を 図 る た め 、 授 業
施 し 、 授 業 参 観 を し た 教 員 参 観 を 実 施 す る と と も に 、 授 業 参 観 ア ン ケ ー ト Ⅲ 19
の 意 見 等 の 情 報 共 有 を 図 る 。 を 実 施 し た 。 授 業 参 観 公 開 科 目 は 12 3科 目 。 授
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ） 業 参 観 し た 教 員 は 延 べ 13人 。
【 年 度 計 画 評 価 指 数 】
・ 授 業 参 観 公 開 科 目 数 ４ ０

科 目
・ 授 業 欠 席 学 生 連 絡 制 度 で ク ・ 必 修 科 目 で 授 業 回 数 の ５ 分 の １ を 欠 席 し た 学 生

ラ ス 担 任 や 専 攻 教 員 と 教 務 に 対 し 、 ク ラ ス 担 任 又 は 専 攻 教 員 が 「 授 業 欠 席
委 員 会 等 関 係 機 関 が 情 報 を 学 生 連 絡 票 」 を 用 い て 欠 席 理 由 を 確 認 し 、 事 務 Ⅲ 20
共 有 し 、 連 携 し て 学 生 指 導 局 と 連 携 し て 学 生 指 導 に 当 た る 制 度 を 運 用 す る
を 実 施 す る 。 こ と で 長 期 欠 席 者 の 未 然 防 止 に つ な げ た 。ま た 、
（ 26年 度 か ら 実 施 中 ） そ れ ぞ れ の 学 生 が 抱 え て い る 問 題 等 を 整 理 し 、

早 期 に そ の 問 題 を 解 決 す る な ど し た 。（ 26年 度
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か ら 実 施 中 ）

・ 入 学 時 お よ び １ 年 ・ ２ 年 次 ・ 入 学 時 に 専 攻 希 望 調 査 を 実 施 し 、 専 攻 選 択 に お
で 、 学 生 が 希 望 す る 専 攻 の け る 学 生 指 導 に 活 用 し た 。
ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し 、 Ⅲ 21
学 生 指 導 に 活 用 す る 。
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ）

・ 推 薦 選 抜 入 試 の 入 学 者 に 対 ・ 推 薦 選 抜 入 試 入 学 者 に 対 し て 入 学 前 課 題 を 課
す る 入 学 前 の 事 前 学 習 を 引 し 、 中 間 の 相 談 会 お よ び 入 学 後 の 講 評 会 を 実 施
き 続 き 実 施 す る 。 し た 。 Ⅲ 22
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ） ○ 28年 度 の 相 談 会 ２ 月 ３ 日 開 催 （ 合 格 者 10名

参 加 、 教 員 ３ 名 ）
・ 学 年 ご と の ガ イ ダ ン ス を 実 ・ 学 期 始 め 又 は 、 必 要 に 応 じ て 随 時 、 ガ イ ダ ン ス

施 し 、 履 修 に 必 要 な 予 備 知 を 実 施 し 、 授 業 履 修 等 の た め に 必 要 な 情 報 を 提
識 、 授 業 内 容 と 到 達 目 標 、 供 し た 。 Ⅲ 23
成 績 評 価 基 準 な ど 、 授 業 履
修 の た め の 情 報 を 引 き 続 き
提 供 す る 。
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ）

・ 引 き 続 き シ ラ バ ス の 充 実 を ・ シ ラ バ ス に つ い て 、記 載 内 容 等 の 見 直 し を 行 い 、
図 る と と も に 、Ｇ Ｐ Ａ 制 度 、 表 記 方 法 を 統 一 し 、 よ り わ か り や す い 記 載 内 容
Ｃ Ａ Ｐ 制 度 の 積 極 的 な 活 用 と し た ほ か 、 専 攻 選 択 に 関 す る 方 針 や 学 則 の 規 Ⅲ 24
を 検 討 す る 。 程 な ど 必 要 な 情 報 を 記 載 し た 。
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ） ・ Ｇ Ｐ Ａ 制 度 は 、 学 内 奨 学 金 給 付 へ の 活 用 や 専 攻

選 択 に お け る 判 定 基 準 と し て 検 討 し 、活 用 し た 。
・ Ｃ Ａ Ｐ 制 度 を 活 用 し 、 単 位 の 実 質 化 を 図 っ た 。

・ シ ラ バ ス や 進 級 ・ 卒 業 要 件 ・ 学 則 、 履 修 規 程 に 基 づ き 、 単 位 認 定 や 進 級 、 卒
に 基 づ き 、 単 位 認 定 お よ び 業 判 定 を 厳 正 に 行 っ た 。
進 級 ・ 卒 業 認 定 を 引 き 続 き Ⅲ 25
厳 正 に 行 う 。
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ）
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中期目標
小項目

(ｲ) 学生が意欲的かつ主体的に学び、授業内容を確実に理解できるよう、多様で効果的な授業形態を研究する。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(ｲ) 学生が意欲的かつ主体的に学び、授 (イ ) ５ 専 攻 の 専 門 授 業 科 目 を （ イ ） 学 生 が 意 欲 的 か つ 主 体 的 に 学 び 、 授 業 内
業内容を理解できるような教育 素 材 に 「 授 業 研 究 会 」 を 開 容 を 理 解 で き る よ う な 教 育

催 し 、 学 生 の 主 体 性 や 理 解 ・ 各 教 員 が 、 教 育 研 究 活 動 に 係 る 能 力 向 上 Ⅲ 26
・他専攻の教員を交えた講評会や研究発 度 を あ げ る 授 業 内 容 と 授 業 の た め に 情 報 交 換 し な が ら 議 論 し 、 研 究 ･

表会、ディスカッション授業、学外 運 営 方 法 （ 授 業 形 態 ） に つ 教 育 の 内 容 と 方 法 の 効 果 的 な 向 上 を 図 る
での成果発表（展覧会での発表を含 い て 意 見 交 換 を す る こ と を 目 的 に 、 ２ 月 1 4日 に 第 一 回 授 業 研
む）やプレゼンテーション等、多様 究 会 （ 退 任 記 念 展 【 赤 れ ん が 郷 土 館 】）
な教育方法によって、教育効果を高 を 開 催 し た 。
めていく。

【中期】
・ Ｗ ｅ ｂ 履 修 登 録 制 度 を 引 き ・ 学 生 が Ｗ ｅ ｂ 上 で 履 修 登 録 や 個 人 の 時 間 割 な

続 き 実 施 す る 。 ど を 確 認 す る こ と を 可 能 と す る 「 Ｗ ｅ ｂ 履 修 Ⅲ 27
（ 2 6年 度 履 修 登 録 か ら 実 施 登 録 シ ス テ ム 」 を 運 用 し た 。
中 ）

・他専攻の学生と交流できる共有スペー ・ 他 専 攻 の 学 生 と 交 流 で き る ・ 学 生 に 共 有 ス ペ ー ス を 提 供 す る た め 、 厚 生 棟
スを整備する等、柔軟性のある施設利 共 有 ス ペ ー ス と し て 厚 生 棟 を 時 間 外 に 開 放 し た 。
用につとめる。 を 時 間 外 に 開 放 す る な ど 、 Ⅲ 28

【中期】 柔 軟 性 の あ る 施 設 利 用 に つ
と め る 。
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ）
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中期目標
小項目

(ｳ) 学生が価値の多様性を認め共有できる柔軟な思考を育むよう、多様なルーツと出会う機会を積極的に取り入れる。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(ｳ) 学生が価値の多様性を認め共有 (ウ ) 学 生 が 価 値 の 多 様 性 を 認 (ウ ) 学 生 が 価 値 の 多 様 性 を 認 め 共 有 で き る 柔 軟
できる柔軟な思考を育む教育 め 共 有 で き る 柔 軟 な 思 考 を な 思 考 を 育 む 教 育
【中期】 育 む 教 育 ・ 学 生 が 多 様 な 価 値 観 に 触 れ る た め の 取 組 み と Ⅲ 29

・ 学 生 が 価 値 の 多 様 性 を 認 し て 、 県 内 の 芸 術 イ ベ ン ト 参 加 等 の フ ィ ー ル
・授業でのフィールドワークや美術 め 共 有 で き る 柔 軟 な 思 考 ド ワ ー ク に よ る ｢美 術 の 社 会 実 践 論 ｣を は じ
展・工房などを訪れる機会を設ける を 育 む た め 、 フ ィ ー ル ド め 、 ｢古 美 術 研 究 ｣や ｢地 域 産 業 研 究 ｣等 の 授 業
など、学生が多様な価値観に触れる ワ ー ク や 文 化 財 ・ 美 術 館 の 中 で 文 化 財 ・ 美 術 館 ・ 博 物 館 ・ 工 房 等 の 見
ための取組を行う。 ・ 博 物 館 ・ 工 房 等 の 見 学 、 学 、 対 象 地 域 の 現 地 調 査 な ど を 行 っ た 。

対 象 地 域 の 現 地 調 査 な ど
を 引 き 続 き 積 極 的 に 取 り
入 れ な が ら 授 業 を 行 う な
ど 、 学 生 が 多 様 な 価 値 観
に 触 れ る た め の 取 組 を 行
う 。
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ）

・ 学 生 の 学 習 意 欲 向 上 と 志 願 ・ 学 生 の 学 習 意 欲 向 上 と 志 願 者 の 確 保 を 図 る た
者 の 確 保 を 図 る た め 、 秋 田 め 、 千 秋 美 術 館 お よ び 県 立 美 術 館 の 年 間 観 覧 券
市 立 千 秋 美 術 館 お よ び 秋 田 を 購 入 し 配 布 し た 。両 美 術 館 の 延 べ 利 用 者 数 は 、 Ⅲ 30
県 立 美 術 館 の 年 間 観 覧 券 を 千 秋 美 術 館 272名 、 県 立 美 術 館 308名 で あ っ た 。
購 入 し 配 付 す る 。
（ 27年 度 か ら 実 施 中 ）

・外部講師によるワークショップな ・ 外 部 講 師 に よ る ワ ー ク ・ 学 生 が 価 値 の 多 様 性 を 認 め 共 有 で き る 柔 軟 な 思
ど、多様で効果的な教育方法を積 シ ョ ッ プ や レ ク チ ャ ー を 行 考 を 育 む た め 、 客 員 教 授 と し て 外 部 講 師 を 招 聘
極的に取り入れる。 う こ と で 、 多 様 で 効 果 的 な し 、 以 下 の こ と を 行 っ た 。 Ⅲ 31

教 育 を 行 う 。
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ） ○ 客 員 教 授 に よ る 特 別 講 義

・ 高 階 秀 爾
特 別 講 義 ： ｢鏡 の 魔 術 」 学 生 109名 、 教 職 員 ７
名 を 対 象 に 講 義 を 行 っ た 。 (11月 １ 日 )

・ 箭 内 道 彦
特 別 講 義 ：「 ラ ジ オ 番 組 を 作 る 」 学 生 13名 を
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対 象 に 、 ラ ジ オ 番 組 を 企 画 ・ 制 作 し 、 実 際 に
番 組 へ 出 演 ・ 放 送 す る ま で の 一 連 の 課 題 学 習
を 行 っ た 。（ 12月 ２ 日 放 送 ）

・ 秋 元 雄 史
特 別 講 義 ：「 金 沢 ２ １ 世 紀 美 術 館 と ま ち づ く
り の 取 り 組 み に つ い て 」 学 生 96名 、 教 職 員 10
名 を 対 象 に 講 義 を 行 っ た 。（ １ 月 27日 ）

○ 受 講 し た 学 生 へ の ア ン ケ ー ト で は 、「 鏡 に よ
る 空 間 の 関 係 性 で 絵 に ス ト ー リ ー 性 を 持 た せ
る こ と が 面 白 か っ た 」（ 高 階 客 員 教 授 講 演 ）
「“ 自 分 の ア ー ト は 誰 に 向 け た 何 の 意 味 が あ
る も の な の か ” と い う 指 摘 が 印 象 に 残 っ た 」
（ 秋 元 客 員 教 授 講 演 ） な ど の 回 答 が あ り 、 表
現 す る こ と へ の 気 づ き や 新 た な 視 点 を 持 つ 契
機 と な っ た 。
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中期目標大項目：第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標（１ 教育に関する目標）
中期目標中項目：（３）教育の実施体制に関する目標

ア 教員の配置に関する目標

中期目標
小項目

教育内容、教育方法等の充実を図るため、教員の相互交流や学外専門家の登用を積極的に行うなど、教員を適切に配置する。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

ア 教員の配置に関する目標を達成す ア 教 員 の 配 置 に 関 す る 目 標 ア 教 員 の 配 置 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た め の 措
るための措置【中期】 を 達 成 す る た め の 措 置 置
(ｱ) 専攻間における教員の知識・技 (ア ) 展 覧 会 等 の 開 催 に お い て (ア ) 専 攻 長 等 会 議 に お い て 、 専 攻 間 に お け る 情 Ⅲ 32

術の共有を推進し、カリキュラム は 専 攻 の 枠 を 越 え た 教 員 の 報 共 有 を 図 っ た 。 ま た 、 複 数 専 攻 の 教 員 か ら な
との連動を図る。 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム の 結 成 る カ リ キ ュ ラ ム 改 正 Ｗ Ｇ を 組 織 し 、 同 Ｗ Ｇ に お

や 、 専 攻 長 等 会 議 等 に お け い て 平 成 2 9年 度 か ら の 教 育 課 程 を 検 討 す る な
る 情 報 共 有 な ど を 行 う 。 こ ど 、 教 員 の 知 識 ・ 技 術 の 共 有 に よ る カ リ キ ュ ラ
れ に よ り 、 教 員 の 知 識 ・ 技 ム 改 善 を 進 め た 。
術 の 共 有 を 推 進 し 、 カ リ キ
ュ ラ ム と の 連 動 を 図 る 。

(ｲ) 各専門分野に実績を持つ客員・ (イ ) 学 外 の 教 育 ・ 研 究 者 等 を （ イ ） 平 成 29年 度 の 客 員 教 授 と し て 、 世 界 的 に 活
特任教員の積極的な登用を図る。 招 聘 す る た め の 調 査 を 行 い 、 躍 す る 芸 術 系 の 研 究 者 や ア ー テ ィ ス ト の 選 定

必 要 に 応 じ て 計 画 的 ・ 効 果 と 招 聘 の 可 能 性 に つ い て 調 査 を 行 い 、 招 聘 を Ⅲ 33
的 に 登 用 す る 。 進 め る こ と と し た 。
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ） （ 客 員 教 授 候 補 者 ）

高 階 秀 爾 （ 大 原 美 術 館 館 長 ）、 箭 内 道 彦 （ 風
と ロ ッ ク ）、 中 村 政 人 （ 東 京 芸 術 大 学 美 術 学
部 教 授 ）、 吉 岡 洋 （ 京 都 大 学 こ こ ろ の 未 来 研
究 セ ン タ ー 特 定 教 授 ）、 喜 多 俊 之 （ 喜 多 俊 之
デ ザ イ ン 研 究 所 ）、 田 中 直 人 （ 放 送 作 家 ）

(ｳ) カリキュラム内容の見直しに応 (ウ ) 効 果 的 な 授 業 を 実 施 す る (ウ ) 専 任 教 員 や 非 常 勤 講 師 が 効 果 的 な 講 義 が で
じて、専任教員や非常勤講師を適 た め 、 専 任 教 員 や 非 常 勤 講 き る よ う 、 教 務 委 員 会 と 事 務 局 が 連 携 し 、 時 間
切に配置する。 師 を 適 切 に 配 置 す る 。 割 や 教 室 の 割 り 振 り に つ い て 調 整 や サ ポ ー ト を Ⅲ 34

（ 25年 度 か ら 実 施 中 ） 行 っ た 。
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中期目標大項目：第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標（１ 教育に関する目標）
中期目標大項目：（３）教育の実施体制に関する目標

イ 教育環境の整備に関する目標

中期目標
小項目

教育活動を効果的に行うため、施設・設備、図書、資料等の教育環境について、計画的に整備する。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(ｱ) 施設、設備、備品、図書、資料等 イ 教 育 環 境 の 整 備 に 関 す る (ア ) 長 期 修 繕 計 画 に 基 づ き 、 自 動 火 災 報 知 器 設 備

の教育環境の充実を図るために、中 目 標 を 達 成 す る た め の 措 置 更 新 、 放 送 設 備 更 新 、 中 央 監 視 シ ス テ ム 更 新 、

長期的な計画を策定し、実施する。 (ア ）長 期 修 繕 計 画 に 基 づ き 、 講 義 棟 他 灯 具 LED化 、 厚 生 棟 厨 房 機 器 類 の 更 新 等 Ⅲ 35

【短期】 修 繕 ・ 改 修 を 実 施 す る 。 を 実 施 し た 。 長 期 修 繕 計 画 に 基 づ き 29年 度 予 算

の 要 求 を 行 い 、 11,530千 円 を 確 保 し た 。

(イ ） 教 育 環 境 の 充 実 を 図 る (イ ) 教 育 環 境 の 充 実 を 図 る た め 、 次 の こ と を 行 っ

た め 、 全 学 共 通 で 使 用 す る た 。

講 義 室 等 の 設 備 を 整 備 す ・ 中 央 監 視 シ ス テ ム を 更 新 し た 。（ ３ ５ 再 掲 ） Ⅲ 36

る 。 ・ 不 足 し て い る 教 育 ス ペ ー ス 確 保 の た め プ レ ハ

（ 26年 度 か ら 実 施 中 ） ブ 棟 を 新 築 し た 。

(ｲ) 教員が積極的に参加しやすいよう (ウ ) 図 書 館 施 設 お よ び 設 備 (ウ ) 附 属 図 書 館 用 の 図 書 に 加 え て 、 大 学 院 用 図 書
学内情報システムをリニューアルす の 整 備 に 向 け 、 整 備 計 画 を の た め の 施 設 お よ び 備 品 を 整 備 し た 。
ることにより、授業関連情報などの 立 案 す る 。 Ⅲ 37
共有と充実を進め、学生が利用しや 【 年 度 計 画 評 価 指 数 】
すい情報環境を整備する。 ・ 図 書 館 蔵 書 冊 数 49, 5 00冊
【２５年度】 以 上

(エ ) 学 内 の 教 育 研 究 に 関 わ (エ ） 学 内 の 教 育 研 究 に 関 わ る 画 像 や 映 像 の う ち 、
る 画 像 や 映 像 等 の 管 理 を 行 閲 覧 用 に 加 工 さ れ た デ ー タ や 紙 媒 体 資 料 を 附 属 Ⅲ 38
う 。 図 書 館 で 管 理 し た 。
（ 26年 度 か ら 実 施 中 ）

H28.4.1 H29.3.31
蔵書数 購入図書 寄贈図書 計 蔵書数
49,762 1,580 247 1,827 51,589

平成28年度受入実績
（指標）
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中期目標大項目：第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標（１ 教育に関する目標）
中期目標中項目：（３）教育の実施体制に関する目標

ウ 教育環境の評価および改善に関する目標

中期目標 (ｱ) 教育活動について自己点検・評価を行うとともに、外部評価や学生授業評価等の客観的な評価を実施し、その結果を教育活動の改善に活か
小項目 せる体制を整備する。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(ｱ) 教育活動の評価および評価結果の ・ 秋 田 公 立 美 術 大 学 教 員 評 価 ・ 秋 田 公 立 美 術 大 学 教 員 評 価 要 綱 に 従 い 、 教 員 評
活用 要 綱 に 従 い 、 教 員 評 価 の 試 価 （ 自 己 評 価 ） を 試 行 し た 。
・評価システムを構築する。 行 を 開 始 す る 。 Ⅲ 39

【短期】・学生アンケートの結果
を、教員の授業評価の参考指標と
して取り入れ、教育活動の改善に ・ 前 期 ・ 後 期 に 学 生 ア ン ケ ー ・ 学 生 ア ン ケ ー ト に よ る 授 業 評 価 を 前 期 、 後 期 の
活かす。 ト に よ る 授 業 評 価 を 行 い 、 ２ 回 、 ５ 項 目 の 内 容 で 行 っ た 。 そ の 結 果 、 満 足
【２５年度】 満 足 度 評 価 ４ ． ０ 以 上 を 目 度 評 価 は 、 全 科 目 の 全 項 目 に お い て 、 平 均 4.0(5 Ⅲ 40

指 す 。（ ５ 点 満 点 ） 点 満 点 )を 上 回 り 、 前 期 ・ 後 期 の 平 均 で 4. 6で あ
【中期計画評価指標】 （ 25年 度 よ り 実 施 中 ） っ た 。（ 前 期 ： 4.6、 後 期 ： 4.6）
・アンケートの満足度評価４．０以 【 年 度 計 画 評 価 指 数 】
上（５点満点） ・ ア ン ケ ー ト の 満 足 度 評 価

４ ． ０ 以 上 （ ５ 点 満 点 ）
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中期目標
小項目

(ｲ) 教育内容、教育方法等を改善し、教員の教育力を向上させるための組織的な取組（ファカルティ・ディベロップメント）を充実させる。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(ｲ）教員の教育力向上のための組織的 (ｲ） 教 員 の 教 育 力 向 上 の た め （ イ ） 教 員 の 教 育 力 向 上 の た め の 組 織 的 な 取 組
な取組 の 組 織 的 な 取 組 ・ 前 後 期 で 学 生 ア ン ケ ー ト に よ る 授 業 評 価 と
・組織的に教育力を向上させるため、 ・ 学 生 ア ン ケ ー ト や 教 員 相 （ 40再 掲 ）、教 員 相 互 の 授 業 参 観 を 実 施 し た 。 Ⅲ 41
ファカルティディベロップメント（F 互 の 授 業 参 観 な ど を 実 施 （ 19再 掲 ）
D）委員会を設置し、教員に対する し 、 教 育 ・ 教 授 方 法 の 効
各種研修や授業改善への取組を行 果 的 な 向 上 を 図 る 。（ 2 5
う。【中期】 年 度 よ り 実 施 中 ）

【 年 度 計 画 評 価 指 数 】
【中期計画評価指標】 ・ Ｆ Ｄ 取 組 事 例 数 ２ 件 以

・ＦＤ取組事例数１５件以上 上
・ 教 員 が 各 種 機 器 を 活 用 し 、 ・ 授 業 で 各 種 機 器 を 活 用 し 教 育 で き る よ う に す る

教 育 で き る よ う 、 新 任 教 員 た め 、 新 任 教 員 等 に 対 し て 個 別 に 研 修 等 を 行 っ Ⅲ 41
等 に 新 任 研 修 を 行 う 。 た 。 -2

・ 学 外 の 研 修 会 に 参 加 し 、 先 ・ 平 成 28年 度 東 北 地 域 大 学 教 育 推 進 連 絡 協 議 会 へ
進 事 例 の 情 報 収 集 を 行 う 。 参 加 し た （ 9 / 1 7）。 地 域 創 生 推 進 事 業 の 採 択 を

受 け た 大 学 か ら の 事 例 紹 介 に よ り 、 地 域 連 携 の Ⅲ 41
た め の 大 学 カ リ キ ュ ラ ム を 開 発 す る 中 で 、 授 業 -3
改 善 に つ な が る 手 法 に つ い て 情 報 共 有 を 行 っ た 。

・より新しい状況に適合しうる適切 ・ 適 切 な 教 育 の 評 価 基 準 を 設 ・ 秋 田 公 立 美 術 大 学 教 員 評 価 要 綱 に 従 い 、 教 員 評
な教育の評価基準を設定する。 け 、 試 行 す る 。 価 （ 自 己 評 価 ） を 試 行 し た 。（ 39再 掲 ）
【中期】 Ⅲ 42
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中期目標大項目：第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標（２ 学生への支援に関する目標）
中期目標中項目：（１）学習支援に関する目標

中期目標
小項目

学生の学習意欲や満足度の向上を図るため、十分に自主的学習ができるような学習環境や支援体制を整備する。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

ア 学生が自主的な制作活動や課題に （ １ ） 学 習 支 援 に 関 す る 目 標 （ １ ） 学 習 支 援 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た め の 措
取り組めるよう、施設・設備の整備 を 達 成 す る た め の 措 置 置
や利用時間延長など学習環境の充実 ア 学 生 が 課 題 や 、 自 主 的 な 学 生 が 課 題 や 、 自 主 的 な 制 作 活 動 に 取 り 組 め Ⅲ 43
を強化する。【中期】 制 作 活 動 に 取 り 組 め る よ る よ う 、 新 た に プ レ ハ ブ 棟 を 整 備 し 、 学 生 の 制

う 、 施 設 ・ 設 備 の 整 備 や 学 作 ス ペ ー ス を 確 保 し た 。
習 環 境 の 充 実 を 強 化 す る 。

イ 成績優秀者の表彰制度やサテライ イ 成 績 優 秀 者 を 表 彰 し 、 奨 イ 学 習 意 欲 を 高 め る た め 、 前 年 度 成 績 優 秀 者 よ
トセンター等の有効活用による作品 学 金 を 給 付 す る 。 り 、 ２ 年 生 、 ３ 年 生 お よ び ４ 年 生 よ り 各 ２ 名 を Ⅲ 44
展示機会の拡充など、学生の学習意 （ 25年 度 か ら 実 施 中 ） 特 待 生 と し て 表 彰 す る と と も に 、 奨 学 金 各 20万
欲を高める取組を行う。【中期】 円 を 給 付 し た 。

ウ 学 生 の 作 品 展 示 場 所 と し ウ 以 下 の 学 生 の 展 覧 会 等 に お い て 作 品 展 示 場 所

て 、 ア ト リ エ も も さ だ や サ と し て 、 サ テ ラ イ ト セ ン タ ー お よ び ア ト リ エ も

テ ラ イ ト セ ン タ ー を 活 用 す も さ だ を 活 用 し た 。 ま た 、 後 援 会 と 連 携 し 周 知 Ⅲ 45

る と と も に 、 後 援 会 に よ る 用 ポ ス タ ー や ハ ガ キ の 作 成 等 に 利 用 で き る よ う

補 助 な ど を 含 め 、 展 示 ・ 展 助 成 を 行 っ た 。（ 一 人 あ た り 4, 0 0 0円 ま で 助 成 、

覧 会 実 施 の た め の 支 援 を 行 限 度 額 40,000円 ）
う 。
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ） ・ サ テ ラ イ ト セ ン タ ー を 使 用 し た 本 学 学 生 の 企

画 展 示 等
「『 摩 擦 』 2年 A組 有 志 展 」（ ７ 月 17日 ～ 24日 ）
(17人 に 対 し 40,000円 助 成 ）
「 展 覧 会 変 容 す る 秋 田 で 、 景 観 を デ ザ イ ン す
る 。」（ ８ 月 ２ 日 ～ 30日 ）（ 助 成 申 請 な し ）
「『 絵 馬 な ら べ 』 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン デ ザ イ
ン 演 習 2A展 ＆ 彌 高 神 社 絵 馬 コ レ ク シ ョ ン 展 」
（ 1 1月 １ 日 ～ 1 5日 ）（ ８ 人 に 対 し 3 2 , 0 0 0円 助
成 ）
「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン デ ザ イ ン 専 攻 生 と 京 都
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の デ ザ イ ナ ー 達 の 仕 事 ・ 展 20 1 6」（ 11月 1 6日
～ 30日 ）（ 助 成 申 請 な し ）
「 も の づ く り デ ザ イ ン 専 攻 四 年 和 え て つ く る
専 攻 課 題 『 秋 田 の 風 土 か ら 考 え る 』」（ 11月 2 3
日 ～ 29日 ）（ 助 成 申 請 な し ）
・ ア ト リ エ も も さ だ 学 生 関 係 作 品 展 示 （ 助
成 申 請 な し ）
「 こ っ し ゃ こ サ ー ク ル グ ル ー プ 展 『 人 』」（ ４
月 ８ 日 ～ 15日 ）
「 雨 ニ モ 負 ケ ズ 展 」（ ９ 月 24日 ～ 25日 ）
「 現 代 芸 術 演 習 展 」（ 11月 29日 ～ 12月 11日 ）
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中期目標大項目：第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標（２ 学生への支援に関する目標）
中期目標中項目：（２）生活支援に関する目標

ア 生活相談および健康管理に関する目標

中期目標
小項目

学生が心身ともに健康で充実した大学生活を送ることができるよう、生活相談や健康管理などの生活支援体制を整備する。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(ｱ) 学生の心身両面での健康と生活上 （ ２ ） 生 活 支 援 に 関 す る 目 標 （ ２ ） 生 活 支 援 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た め の 措
の諸問題に対応できるよう、定期的 を 達 成 す る た め の 措 置 置
な健康診断と、臨床心理士や看護師 Ⅲ 46
による相談体制を整える。 ア 生 活 相 談 お よ び 健 康 管 理 ア 生 活 相 談 お よ び 健 康 管 理 に 関 す る 目 標 を 達 成 す
【２５年度】 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た る た め の 措 置

め の 措 置 （ ア ） 定 期 健 康 診 断 を 行 い 、 疾 病 の 早 期 発 見 お よ
（ ア ） 定 期 的 な 学 生 の 健 康 診 び 予 防 の 啓 発 を 行 っ た 。 ま た 、 臨 床 心 理 士 を 非

断 を 行 う と と も に 、 臨 床 心 常 勤 嘱 託 職 員 と し て 雇 用 し て 、 学 生 が 心 身 両 面
理 士 と 看 護 師 が 一 体 と な の 相 談 を 月 に ４ 回 受 け ら れ る 体 制 と し 、 学 生 相
り 、 学 生 の 心 身 両 面 の 相 談 談 記 録 等 を 活 用 し な が ら 、 看 護 師 と 臨 床 心 理 士
を 受 け る 。 と の 情 報 共 有 を 図 っ た 。
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ）

（ イ ） 外 部 の 団 体 等 が 開 催 す （ イ ） 外 部 の 団 体 等 が 開 催 す る 障 害 の あ る 学 生 支
る 障 害 の あ る 学 生 支 援 な ど 援 な ど の 研 修 会 へ 参 加 し 、 情 報 入 手 に 努 め る と
の 研 修 会 へ 積 極 的 に 参 加 と も に 学 生 対 応 へ の ス キ ル ア ッ プ を 図 っ た 。 Ⅲ 47
し 、 情 報 入 手 に 努 め る と と ・ 障 害 学 生 支 援 実 務 者 育 成 研 修 会 に 参 加 （ 学 生
も に 、 教 職 員 の 学 生 対 応 へ 課 長 補 佐 ／ 8月 25日 ・ 26日 ）。
の ス キ ル ア ッ プ を 図 る 。 ・ 障 害 学 生 支 援 セ ミ ナ ー に 参 加 （ 学 生 課 長 補 佐

お よ び 学 生 課 主 事 ／ 11月 11日 ）。

参 加 者 か ら は 、 先 行 し て 取 り 組 ん で い る 大 学
の 事 例 を 聞 い て 、「 学 生 の 対 応 に 当 た っ て は 入
学 、 修 学 、 進 路 支 援 、 学 生 生 活 支 援 と 幅 広 く 検
討 し な け れ ば な ら な い た め 、 教 職 員 一 人 一 人 が
高 い 意 識 を 持 ち 、 連 携 し て 取 り 組 ま な け れ ば な
ら な い と 思 わ れ た 。」 と の 報 告 が あ り 、 さ ら に
支 援 を 充 実 し て い く こ と の 必 要 性 を 共 有 で き た 。
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(ｲ) 健康、生活に関する情報の積極的 （ ウ ） キ ャ ン パ ス ガ イ ド や ポ （ ウ ） 健 康 や 学 生 生 活 に 関 す る 情 報 を 学 生 に 提 供
な提供により意識啓発を行う。 ー タ ル サ イ ト な ど を 活 用 し す る た め 、 以 下 の こ と を 行 っ た 。

【２５年度】 て 、 健 康 や 生 活 に 関 す る 情 ・ 学 生 生 活 ガ イ ド を 制 作 し 、 新 入 生 ガ イ ダ ン ス Ⅲ 48
報 を 学 生 に 引 き 続 き 提 供 す 時 に 全 員 に 配 布 し た 。
る 。 ・ 毎 月 、 健 康 促 進 に 関 す る 保 健 便 り を 作 成 し 、
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ） 保 健 室 と 学 生 連 絡 掲 示 板 に 掲 示 し た 。

・ 厚 生 労 働 省 か ら の イ ン フ ル エ ン ザ 等 の 注 意 喚
起 に 迅 速 に 対 応 し 、 ポ ー タ ル サ イ ト を 活 用 し
た 周 知 や 、 保 健 室 や 学 生 連 絡 掲 示 板 へ の ポ ス
タ ー 掲 示 な ど 情 報 提 供 を 行 っ た 。

（ エ ） 学 生 の 生 活 に 役 立 つ 、 （ エ ） 学 生 生 活 上 の ト ラ ブ ル に 関 す る 注 意 点 等 を
ネ ッ ト 犯 罪 防 止 や 消 費 者 ト ま と め た 冊 子 「 学 生 生 活 ガ イ ド 」 を 新 入 生 に 配
ラ ブ ル 防 止 な ど の 研 修 を 実 布 し て 注 意 喚 起 し た 。 ま た 、 本 学 周 辺 地 域 に お Ⅲ 49
施 す る 。 け る 盗 難 被 害 や 不 審 者 情 報 を ポ ー タ ル サ イ ト で

情 報 提 供 し 、 注 意 を 喚 起 し た 。
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中期目標大項目：第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標（２ 学生への支援に関する目標）
中期目標中項目：（２）生活支援に関する目標

イ 自主的活動の支援に関する目標

中期目標
小項目

学生が学内外で自主的に行う課外活動を奨励するとともに支援する。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(ｱ) 学生のサークル活動などの課外活 イ 自 主 的 活 動 の 支 援 に 関 す イ 自 主 的 活 動 の 支 援 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た
動に対し、学生会、後援会と連携し、 る 目 標 を 達 成 す る た め の 措 め の 措 置
支援する。 置 Ⅲ 50

【２５年度】 (ア ) 学 生 の サ ー ク ル 活 動 な ど の 課 外 活 動 に 対 し
（ ア ） 学 生 会 の 要 望 を く み て 、 以 下 の 支 援 を 行 っ た 。

取 り 、 後 援 会 と 連 携 し な が ・ 学 生 会 と 事 務 局 で 意 見 交 換 を し 、 要 望 等 を 確
ら 、 学 生 の サ ー ク ル 活 動 な 認 し 、 改 善 お よ び 検 討 し た 。
ど の 課 外 活 動 に 対 し て 支 援 ・ 学 生 の サ ー ク ル に 対 し 助 成 し た 。
す る 。 ・ 竿 燈 サ ー ク ル 「 秋 美 竿 燈 会 」 に 対 し 、 活 動 経
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ） 費 や 半 纏 の 購 入 費 を 助 成 し た 。

(ｲ) 作品展示の機会やイベントの企画 （ イ ） 作 品 展 示 の 機 会 や イ (イ ) 学 生 の 自 主 的 活 動 に 対 し て 、後 援 会 と 連 携 し 、
など、学生の自主的活動を奨励、支 ベ ン ト の 企 画 な ど 、 学 生 の 以 下 の 支 援 を 行 っ た 。
援する。 自 主 的 活 動 を 後 援 会 と 連 携 ・ ２ Ａ 有 志 展 覧 会 「 摩 擦 」 展 、 も の づ く り デ ザ Ⅲ 51

【中期】 し な が ら 支 援 す る 。 イ ン 専 攻 ４ 年 生 前 期 課 題 成 果 展 、 ２ 年 Cク ラ ス
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ） 「 ℃ 」 展 な ど 学 外 作 品 展 の 延 べ 116名 に 対 し 、

292,000円 助 成 し た 。（ 通 年 ）
・ 20 1 6大 学 祭 実 施 に 1, 0 3 5 , 0 0 0円 助 成 し た 。（ 9

月 24日 ・ 25日 ）

○ 学 生 の 学 外 作 品 展 （ 助 成 し た も の ）
４ 月 29日 ～ ５ 月 １ 日 Ｏ Ｇ ５ 展 （ 秋 田 市 に ぎ
わ い 交 流 館 Ａ Ｕ ）
４ 月 15日 ～ 17日 し ろ 展（ コ コ ラ ボ ラ ト リ ー ）
５ 月 14日 ～ 15日 Cre Cre（ 東 京 都 ）
７ 月 17日 ～ 23日 ２ Ａ 有 志 展 覧 会 「 摩 擦 」（ サ
テ ラ イ ト セ ン タ ー ）
８ 月 ７ 日 「 ｳｨｸﾛｽｻﾏ ｰｽ ﾄｱ」配 布 展 示（ 東 京 都 ）
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８ 月 12日 ～ 16日 新 緑 展 （ ア ト リ オ ン ）
11月 2 1日 ～ 1 1月 3 0日 も の づ く り デ ザ イ ン 専
攻 ４ 年 生 前 期 課 題 成 果 展 （ サ テ ラ イ ト セ ン タ
ー ）
11月 １ 日 ～ 1 5日 絵 馬 な ら べ コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン デ ザ イ ン 演 習 ２ Ａ 授 業 成 果 展 （ サ テ ラ
イ ト セ ン タ ー ）
１ 月 2 1日 ～ 2 2日 お ん な の こ ☆ し ん ど ろ ー む
（ コ コ ラ ボ ラ ト リ ー ）
１ 月 2 5日 ～ 2 9日 菊 地 暁 子 個 展 「 石 に カ ン カ
ン 」（ コ コ ラ ボ ラ ト リ ー ）
３ 月 13日 ～ 21日 ２ 年 Cク ラ ス 「 ℃ 」 展 （ 秋 田
県 立 美 術 館 ）
３ 月 22日 ～ 26日 銀 河 の ゆ め 展 （ 花 巻 市 ）
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中期目標大項目：第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標（２ 学生への支援に関する目標）
中期目標中項目：（３）進路支援に関する目標

中期目標
小項目

学生が適切に進路選択ができるよう、就職・進学活動に関する相談・支援体制を整備する。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

ア 就職、進学に関する強力な支援体 ア 就 職 支 援 ス タ ッ フ を 含 む ア 個 別 の 企 業 訪 問 や 地 方 公 共 団 体 ・ 各 就 活 支 援
制を整備する。 進 路 ・ 就 職 委 員 が 、 本 学 の サ イ ト が 主 催 す る 合 同 説 明 会 に 加 え て 、 も の づ

(ｱ）就職に関する専門スタッフを配 学 生 が 能 力 を 発 揮 で き る 分 く り の 業 界 が 主 催 す る 見 本 市 等 の 新 た な 機 会 を Ⅲ 52
置し、新たな就職先の開拓を行う。 野 の 企 業 訪 問 を 推 進 し 、 教 と ら え 346社 の 担 当 者 と 面 談 し 、 学 生 の 新 た な 就
【２５年度】 職 員 に よ る 新 た な 就 職 先 の 職 先 の 開 拓 を 行 っ た 。

開 拓 を 行 う 。
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ）

(ｲ）キャリア教育科目群における授 イ 進 路 支 援 の た め 、「 キ ャ イ 幅 広 い キ ャ リ ア 支 援 を 行 う た め 、「 キ ャ リ ア
業、企業関係者を招いたキャリア リ ア デ ザ イ ン １ 」 な ど キ ャ デ ザ イ ン １ 」 や 「 情 報 リ テ ラ シ ー １ 」 な ど を キ
ガイダンス、専門スタッフによる リ ア 教 育 科 目 の 授 業 を 開 講 ャ リ ア 教 育 科 目 と し て 10科 目 実 施 し た 。 Ⅲ 53

キャリアカウンセリングを行う。 す る 。
【２５年度】 （ 25年 度 か ら 実 施 中 ）

ウ 就 職 支 援 ス タ ッ フ や 、 専 ウ 学 外 講 師 に よ る キ ャ リ ア カ ウ ン セ リ ン グ に 加
【中期計画評価指標】 門 分 野 に 通 じ た 学 外 講 師 に え て ポ ー ト フ ォ リ オ 指 導 を ３ 年 生 全 員 に 行 っ た 。
進路決定率１００％ よ る キ ャ リ ア カ ウ ン セ リ ン 併 せ て 、 就 職 支 援 ス タ ッ フ に よ る 就 職 相 談 を 述 Ⅲ 54
（就職先内定者数＋大学院等進学者 グ を 行 う 。 べ 559件 実 施 し た 。
数＋作家活動）／卒業生数 （ 25年 度 か ら 実 施 中 ）

【 年 度 計 画 評 価 指 数 】 （ 実 績 ）
・ 就 職 決 定 率 １ ０ ０ ％ （ 就 ・ 28年 度 進 路 決 定 率 : 86.02％

職 先 内 定 者 数 ＋ 大 学 院 等 [（ 就 職 内 定 者 数 (66名 ) ＋ 進 学 者 数 (11名 )
進 学 者 数 ＋ 作 家 活 動 ） ／ ＋ 作 家 等 数 (3名 )／ 卒 業 者 数 (93名 )]
卒 業 生 数

エ 学 生 が 就 職 情 報 を 集 め る エ 学 生 が 就 職 情 報 を 集 め る た め 首 都 圏 等 へ 1泊 2
た め 首 都 圏 等 へ バ ス を 運 行 日 で バ ス を 運 行 し 合 同 企 業 説 明 会 に 参 加 し た 。
す る な ど の サ ポ ー ト を 行 参 加 人 数 30人 Ⅲ 55
う 。
（ 26年 度 か ら 実 施 中 ）
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オ 学 生 の 進 路 検 討 に 有 効 な オ 変 化 す る 社 会 状 況 に 対 応 す る た め 、 専 門 知 識
企 業 関 係 者 等 の 講 師 を 招 い を 有 す る 外 部 人 材 に よ り 、 就 職 活 動 を 目 前 に し
た キ ャ リ ア ガ イ ダ ン ス 等 を た 学 生 だ け で な く 、 低 学 年 も 対 象 に キ ャ リ ア ガ Ⅲ 56
行 う 。 イ ダ ン ス お よ び キ ャ リ ア カ ウ ン セ リ ン グ を 精 力

的 に 実 施 し 、 き め 細 か く 指 導 を 行 っ た 。 こ の こ
と に よ り 、 平 成 28年 度 卒 業 生 の 進 路 決 定 率 は 、 8
6.02％ と な っ た 。
・ 計 29件 参 加 人 数 529人

4月 15日 学 内 企 業 説 明 会 参 加 ： 19名
4月 25日 進 路 就 職 ガ イ ダ ン ス 参 加 ： 50名
5月 19日 あ き び ネ ッ ト 学 内 合 同 企 業 説 明 会
参 加 ： 88名
5月 20日 学 内 企 業 説 明 会 参 加 ： 8名
6月 14日 学 内 企 業 説 明 会 参 加 ： 3名
6月 17日 学 内 企 業 説 明 会 参 加 ： 4名
6月 23日 イ ン タ ー ン シ ッ プ ガ イ ダ ン ス
参 加 ： 34名
6月 27日 エ ン ト リ ー シ ー ト 対 策 、 ポ ー ト フ ォ リ
オ セ ミ ナ ー 参 加 ： 32名
6月 30日 美 術 系 就 職 支 援 サ イ ト 活 用 ガ イ ダ ン ス
参 加 ： 27名
6月 30日 学 内 企 業 説 明 会 参 加 ： 4名
11月 7日 内 定 報 告 会 参 加 ： 35名
11月 10日 ほ か 進 路 就 職 セ ミ ナ ー 参 加 ： 45名
11月 28日 岩 手 県 教 育 委 員 会 教 員 採 用 試 験 説 明
会 参 加 ： 4名
11月 29日 学 内 企 業 説 明 会 参 加 ： 5名
12月 16日 ほ か 進 路 就 職 対 策 セ ミ ナ ー
参 加 ： 35名
12月 19日 企 業 セ ミ ナ ー 参 加 ： 3名
12月 23日 学 内 合 同 企 業 ・ 業 界 研 究 セ ミ ナ ー
参 加 ： 35名
1月 12～ 13日 ポ ー ト フ ォ リ オ 個 別 指 導
参 加 ： 17名
1月 19日 学 内 企 業 説 明 会 参 加 ： 9名
2月 8日 学 内 企 業 説 明 会 参 加 ： 10名
3月 3日 学 内 合 同 企 業 説 明 会 参 加 ： 29名
3月 6～ 7日 ［ ク リ 博 ］ 合 同 企 業 説 明 会
バ ス 参 加 ： 30名
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ほ か キ ャ リ ア カ ウ ン セ リ ン グ も 実 施
イ 学生への積極的な情報提供により、カ 進 路 ガ イ ダ ン ス 、 会 社 説 カ 新 規 求 人 情 報 や 合 同 企 業 説 明 会 情 報 を 、 学 内

進路選択を支援する。 明 会 お よ び 求 人 情 報 に つ い 情 報 シ ス テ ム に よ り 学 生 個 人 ご と に 通 知 し た ほ
【２５年度】 て 、 学 内 情 報 シ ス テ ム を 活 か 、 ガ イ ダ ン ス 等 の 実 施 に あ た っ て は 個 別 連 絡 Ⅲ 57

用 し 、 学 生 に 提 供 す る 。 お よ び 電 子 掲 示 板 （ デ ジ タ ル サ イ ネ ー ジ ） に よ
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ） る 周 知 を 行 っ た 。
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中期目標大項目：第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標（３ 研究に関する目標）
中期目標中項目：（１）研究水準および研究の成果等に関する目標

中期目標 ア 新しい美術領域の創造に資するための高度な研究や地域の歴史と文化に根ざした特色あるテーマに取り組む。また、研究の成果を体系的に
小項目 蓄積し、有効活用を図る。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

（ｱ）「新しい美術領域を創造するため ３ 研 究 に 関 す る 目 標 を 達 成 ３ 研 究 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た め の 措 置
の高度な研究」や「地域の歴史文化 す る た め の 措 置
に根ざした特色あるテーマを扱う研 （ １ ） 研 究 水 準 お よ び 研 究 の （ １ ） 研 究 水 準 お よ び 研 究 の 成 果 等 に 関 す る 目 標
究」などを、大学の重点的研究分野 成 果 等 に 関 す る 目 標 を 達 成 を 達 成 す る た め の 措 置 Ⅳ 58
として定め、推進する。 す る た め の 措 置 ア 大 学 の 重 点 的 研 究 分 野 へ の 設 定 と 取 組

また、文部科学省のCOC(Center ア 大 学 の 重 点 的 研 究 分 野 へ （ ア ) 大 学 の ４ つ の 理 念 に 基 づ く 重 点 的 研 究 分 野
of Community)構想などのような地 の 設 定 と 取 組 を 定 め 、研 究 費 等 で 研 究 の 推 奨 を 行 っ た 。ま た 、
域再生の核となる大学づくりを目指 （ ア ) 大 学 の ４ つ の 理 念 に 基 地 域 課 題 に つ い て 情 報 収 集 を 行 う と と も に 研 究
す。【長期】 づ く 重 点 的 研 究 分 野 を 定 や 演 習 授 業 で 課 題 解 決 に 取 り 組 ん だ 。

め 、 研 究 費 等 で 研 究 の 推 奨 (連 番 ５ の 一 部 再 掲 )
を 行 う 。 ま た 、 地 域 再 生 の
核 と な る 美 術 大 学 を め ざ ・「 地 域 プ ロ ジ ェ ク ト 演 習 」（ 3年 前 期 ）： 38名
し 、 地 域 課 題 に つ い て 情 報 実 際 に 地 域 か ら 要 請 が あ っ た ４ つ の プ ロ ジ ェ
収 集 を 行 う と と も に 研 究 や ク ト を 授 業 で 実 施 し た 。
演 習 授 業 で 課 題 解 決 に 取 り １ 遊 び ・ お も ち ゃ に よ る 木 育 活 動 推 進 プ ロ
組 む 。 ジ ェ ク ト

２ 秋 田 の ぬ り 絵 プ ロ ジ ェ ク ト
３ ま ち づ く り プ レ ー ヤ ー 育 成 プ ロ ジ ェ ク ト
４ 土 崎 イ ル ミ ネ ー シ ョ ン プ ロ ジ ェ ク ト

・「 商 品 計 画 演 習 」（ ２ ． ３ 年 後 期 ）： 30名
秋 田 市 内 に 現 存 す る 空 き 倉 庫 を 、 店 舗 等 に リ
ノ ベ ー シ ョ ン す る 想 定 で 、 新 商 品 や 営 業 内 容
を 倉 庫 関 係 者 に 企 画 提 案 し た 。

・「 景 観 デ ザ イ ン 演 習 １ ＆ ２ 」（ ３ 年 前 後 期 ）
： 9名
新 屋 駅 を 含 む 周 辺 と 駅 前 通 り を 演 習 対 象 と し
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た 地 域 活 性 化 策 （ 新 店 舗 ・ 施 設 や 道 路 デ ザ イ
ン ） の 構 想 づ く り を 行 っ た 。

・「 景 観 デ ザ イ ン 演 習 ３ ＆ 卒 業 研 究 」： 6名
秋 田 市 や そ の 他 県 内 の 各 地 域 の 課 題 を テ ー マ
と し た 街 づ く り デ ザ イ ン に 各 自 取 り 組 ん だ 。

・ CAD演 習 １ ： 10名
新 屋 表 町 通 の 残 り 少 な い 町 家 で あ る 「 旧 川 口
邸 」 の 実 測 と CADに よ る 図 面 化 を 行 っ た 。 こ れ
を 契 機 と し て 学 生 に よ る 期 間 限 定 カ フ ェ 店 舗
の 運 営 等 の 積 極 的 保 存 活 用 の 動 き が 起 き た 。

・「 新 屋 駅 前 通 り デ ザ イ ン 構 想 調 査 研 究 」（ 秋 田
市 受 託 研 究 ）
H29年 度 に オ ー プ ン す る 新 屋 ガ ラ ス 工 房 と JR新
屋 駅 を 結 ぶ 新 屋 駅 前 通 り に つ い て 、 将 来 の デ
ザ イ ン の あ り 方 を 構 想 し 5つ の 提 言 と し て ま と
め た 。

（ｲ）研究の水準を高めるため、査読 (イ ) 教 員 等 が 科 学 研 究 費 等 (イ ） 教 員 を 対 象 と し て 科 研 費 に 関 す る 勉 強 会 を 行
付論文の掲載、科研費等の外部資金 の 外 部 研 究 資 金 の 獲 得 を 積 い 、 周 知 に 努 め た 。 ま た 、 科 学 研 究 費 の 申 請 を
の獲得、公的助成金の獲得、企業と 極 的 に 行 え る 環 境 を 整 備 す ６ 件 行 い 、 そ の う ち １ 件 が 採 択 さ れ た 。 Ⅲ 59
の共同開発、公的な美術館の企画に る た め 、次 の 取 組 み を 行 う 。
よる作品発表、美術やデザイン等の （ 25年 度 か ら 実 施 中 ） ○ 科 学 研 究 費 等 の 外 部 研 究 資 金 の 申 請 を 6件 行 っ
分野における公募への入賞等を奨励 ・ 教 職 員 等 を 対 象 と し た 科 た 。（ 内 採 択 1件 ）
する。【長期】 研 費 申 請 の た め の 勉 強 会 ・ H2 8年 度 科 研 費 基 盤 研 究 C： (独 )日 本 学 術 振 興
【中期計画評価指標】 を 開 催 す る 。 会
・科研費申請数５０件以上 ・ 学 外 で 開 催 さ れ る 科 研 費 安 藤 郁 子 助 教
・科研費採択数５件以上 セ ミ ナ ー 等 へ の 参 加 を 推 「 表 現 者 と 共 に い る と い う こ と ー 障 害 の あ る
・査読付論文の掲載数１０件以上 進 す る 。 人 の 芸 術 表 現 に 関 す る 実 践 的 研 究 」

・ 科 研 費 申 請 を 積 極 的 に 行
・公募の入賞数１０件以上 う た め の 学 内 制 度 の 具 体 ○ 科 研 費 以 外 の 外 部 資 金 に つ い て 申 請 を 行 っ た 。

的 な 方 策 に つ い て 検 討 す （ 採 択 1件 ）
る 。 ・ H28年 度 大 学 を 活 用 し た 文 化 芸 術 推 進 事 業 ： 文

・ 科 研 費 以 外 の 外 部 研 究 資 化 庁
金 を 調 査 し 、 教 員 等 へ 周 岩 井 成 昭 教 授
知 す る 。 「 ロ ー カ ル メ デ ィ ア と 協 働 す る ア ー ト マ ネ ジ

【 年 度 計 画 評 価 指 数 】 メ ン ト 人 材 育 成 事 業 」
・ 科 研 費 申 請 数 ８ 件 以 上

○ 科 研 費 以 外 の 外 部 資 金 に つ い て 共 同 研 究 申 請



32/85

を 行 っ た （ １ 件 、 う ち 採 択 １ 件 ）
・「 持 続 可 能 な 多 世 代 共 創 社 会 の デ ザ イ ン 」： 国

立 研 究 開 発 法 人 科 学 技 術 振 興 機 構
菅 原 香 織 助 教
「 農 山 漁 村 共 同 ア ト リ エ 群 に よ る 産 業 の 再 構
築 と 多 彩 な 生 活 景 の 醸 成 」

○ 研 究 支 援 セ ミ ナ ー
・「 高 大 接 続 改 革 に つ い て 」 ～ 高 等 学 校 教 育 ・

大 学 教 育 ・ 大 学 入 学 者 選 抜 の 一 体 的 改 革 の 必
要 性 ・ 方 向 性 に つ い て ～ 参 加 者 25人 7月 12日
(主 催 ： 科 研 費 Ｗ Ｇ 、 外 部 講 師 ： 筑 波 大 学 五
十 殿 利 治 教 授 )

○ 学 外 の 競 争 的 研 究 資 金 に 関 す る 調 査 を 行 い 、
ポ ー タ ル 掲 示 板 、 学 内 ノ ー ツ 掲 示 板 、 イ ン フ
ォ メ ー シ ョ ン (教 員 連 絡 用 事 務 室 ） 等 で 周 知 を
行 っ た 。
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(ウ ) 美 術 館 や ギ ャ ラ リ ー 等 (ウ ) 美 術 館 等 に お け る 教 員 の 作 品 発 表 は 以 下 の と
に お け る 教 員 の 作 品 発 表 の お り と な っ た 。
推 奨 を 行 う 。 Ⅳ 60
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ）
【 年 度 計 画 評 価 指 数 】
・ 公 募 展 の 入 賞 数 及 び 公 立

美 術 館 等 の 企 画 展 で の 採
用 件 数 ２ 件 以 上

（ｳ）ホームページ上に教員の作品や (エ ) 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ の 教 (エ ) 教 員 の 研 究 の 成 果 で あ る 展 示 会 な ど の 情 報 を
論文を公開するなど、研究成果を社 員 ペ ー ジ 上 に 掲 載 さ れ て い 随 時 大 学 の ホ ー ム ペ ー ジ に 公 開 し た 。 ま た 、 教
会へ還元するための仕組みづくりに る 研 究 や 作 品 の 成 果 を 、 最 員 の 研 究 ・ 作 品 の 成 果 を 掲 載 し た 「 秋 田 公 立 美 Ⅲ 61
取り組む。【長期】 新 の も の に 随 時 更 新 し て い 術 大 学 研 究 紀 要 ２ ０ １ ６ 第 ４ 号 」 を 作 成 し 、 ホ

く 。（ 25年 度 か ら 実 施 中 ） ー ム ペ ー ジ で も 公 開 し た 。

○Ｈ２８美術館やギャラリーでの主な作品発表の状況

N o. 教員名 展示会名 会場

1 藤　浩志 M asa m asa 2016 ほか シンガポール国立博物館

2 皆川　嘉博 第58回秋田県美術展覧会　ほか アトリオン

3 山本　太郎
ウルトラマン展円谷プロダクションクリエイ

ティブジャム　ほか
新宿高島屋

4 小田　英之 「今ある世界×未だ来ない世界」 秋田県立美術館

5 高嶺　格 個展「Brothers」ほか
台北市ギャラリー

「TKG＋」

6 大谷　有花
企画展「東京オペラシティー・アートギャラ

リー収蔵品展　はなのなかへ」ほか

東京オペラシティー・

アートギャラリー

7 安藤　康裕 グループ展「IN SEC TS・蟲展Ⅱ」ほか 荒井ギャラリー

8 山岡　惇 第４回「湧水地点」ほか 美大サテライトセンター

9 熊谷　晃 第４回「湧水地点」 美大サテライトセンター

10 安藤　郁子 あきたの美術2016　ほか 秋田県立美術館

11 森　香織 第４回「湧水地点」 美大サテライトセンター

12 金　孝卿
韓国基礎造形学会ソウル国際企画招待作品展

ほか
H angaram 美術館

13 孔　鎭烈 「デザインと美術工芸の協奏展」 アトリオン

14 裵　鎭奭 Asia N etw ork B eyond D esign 2016　ほか 日本、韓国、台湾、中国

15 鈴木　司 「第33回秋田二紀展2016」 さきがけホール

№ 教員名 展示会名等 受賞名 主催

1 安藤康裕 第29回公募2016日本ジュエリー展 入選
公益社団法人日本ジュエ
リーデザイナー協会

2 熊谷晃 第56回東日本伝統工芸展 入選 公益社団法人日本工芸会
3 熊谷晃 第34回日本伝統漆芸展 入選 公益社団法人日本工芸会

○公募展への入賞等の状況
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中期目標
小項目

イ 先鋭的な芸術表現の研究により、新しい芸術的価値を生み出し、世界に向けて積極的に発信する。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(ｱ) 先鋭的な芸術表現に関する研究成 イ 先 鋭 的 、 複 合 的 な 研 究 へ イ 先 鋭 的 、 複 合 的 な 研 究 へ の 取 組
果を、展覧会、シンポジウム等を通 の 取 組 (ア ) 本 学 主 催 の 美 術 展 覧 会 ・ シ ン ポ ジ ウ ム を 次 の
して広く国内外に発信する。 (ア ) 本 学 主 催 の 美 術 展 覧 会 と お り 企 画 ・ 開 催 し た 。 Ⅳ 62
【長期】 ・ シ ン ポ ジ ウ ム 等 を 企 画

し 、 開 催 す る 。 ○ 本 学 主 催 の 美 術 展 覧 会
【中期計画評価指標】 （ 25年 度 か ら 実 施 中 ） ・ 皆 川 嘉 博 展 源 流 － 縄 文 ・ 美 の 継 承 －

シンポジウム５回以上 【 年 度 計 画 評 価 指 数 】 雄 物 川 郷 土 資 料 館 4月 29日 〜 7月 10日
・ シ ン ポ ジ ウ ム １ 回 以 上 ・ 秋 田 公 立 美 術 大 学 退 任 記 念 展 「 椅 子 と 記 憶 と

感 動 事 典 」
れ ん が 郷 土 館 企 画 展 示 室 1月 21日 ～ 4月 16日

・ 秋 田 市 立 美 術 工 芸 専 門 学 校 の 歴 史 資 料 展 「 美
専 ☆ リ タ ー ン ズ 」
秋 田 公 立 美 術 大 学 プ レ ハ ブ 棟 ３ 月 15日 〜 4月
10日

○ 本 学 主 催 の シ ン ポ ジ ウ ム
・ 大 学 院 開 学 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム

12月 12日 「 芸 術 領 域 の 未 来 に つ い て 」
・ Ａ Ｋ Ｉ Ｂ Ｉ ｐ ｌ ｕ ｓ 事 業

芸 術 価 値 創 造 拠 点
【 秋 田 市 】（ 展 覧 会 ）
「 習 慣 の と り こ 」 8月 26日 ～ 9月 25日

【 男 鹿 市 】（ シ ン ポ ジ ウ ム 等 ）
空 き 家 活 用 方 法 「 空 家 と 神 様 ・ 仏 様 」 9月 11日
エ ピ ロ ー グ 「 神 々 と 生 き る 島 男 鹿 半 島 」
11月 3日

【 五 城 目 】（ 展 示 ）
「 Ａ Ｒ Ｔ と Ｓ Ｏ Ｃ Ｉ Ａ Ｌ の 交 差 点 」 11月

【 角 館 】（ シ ン ポ ジ ウ ム 等 ）
角 館 、 東 北 、 日 本 ～ 新 し い 価 値 か ら 生 ま れ る
未 来 ～ 6月 23日
Ａ Ｋ Ｉ Ｂ Ｉ plus 201 6 芸 術 価 値 創 造 拠 点 交
流 会 11月 23日
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２ 月 11日 A K I B I p l u s 2 0 1 6 最 終 報 告 会 「 芸
術 価 値 創 造 拠 点 の ネ ッ ト ワ ー ク 活 用 法 と は ？ 」

○ 学 内 に お け る 先 鋭 的 、 複 合 的 な 研 究 の 総 合 的
な 成 果 と し て 以 下 の 書 籍 を 刊 行 し た 。

・ AK I B I p l l u s事 業 「 辺 境 芸 術 最 前 線 生 き 残
る た め の ア ー ト マ ネ ジ メ ン ト 」

・ 退 官 記 念 事 業 「 美 大 の き き め 感 性 で 地 域
は 変 わ る 」

(ｲ）他分野の研究者や他機関と連携し、 (イ ) 本 学 と 連 携 協 力 協 定 を (イ )本 学 と 連 携 協 力 協 定 を 締 結 し て い る 秋 田 ケ ー
複合的、学際的領域の研究を推進す 締 結 し て い る 秋 田 ケ ー ブ ル ブ ル テ レ ビ の 本 社 屋 内 美 大 ス ペ ー ス 「 BIYONG P O
る。【長期】 テ レ ビ の 本 社 屋 内 美 大 ス ペ INT」 に お い て 、 教 員 の 研 究 成 果 を 発 表 す る 展 覧 Ⅲ 63

ー ス 「 BIY O N G P O I N T」 に お 会 を 実 施 し た 。
い て 、 先 端 的 な 芸 術 表 現 を
持 つ 美 術 展 覧 会 を 開 催 す 28年 度 BIYONG P OI NT展 覧 会
る 。 ・ 飯 山 由 貴 ワ ー ク シ ョ ッ プ ＋ リ サ ー チ プ ロ ジ ェ

ク ト 「 あ り の ま ま ご と 」 展
５ 月 28日 ～ ７ 月 ３ 日

・ 岩 井 優 成 果 展 覧 会「 習 慣 の と り こ － 見 つ め 、
再 生 、 指 し ゃ ぶ り 」
８ 月 26日 〜 ９ 月 25日

・「 色 え ん ぴ つ の は じ め さ ん 」 展
１ 月 ７ 日 〜 ２ 月 ５ 日

・「 PA S T＋ N O W「 皆 川 嘉 博 展 源 流 -縄 文 ・ 美 の 継
承 -」 成 果 展
２ 月 14日 〜 ３ 月 12日

・「 凡 人 ユ ニ ッ ト の ぼ ん お ど り ～ 結 婚 っ て な に ？
～ in秋 田 」
３ 月 18日 〜 ５ 月 ７ 日

(ウ ) 他 機 関 の 研 究 者 等 と 連 (ウ ) 他 分 野 の 研 究 者 や 他 機 関 と の 情 報 交 換 を 以 下
携 し 、 複 合 的 、 学 際 的 な 共 の と お り 行 っ た 。
同 研 究 を 推 進 す る 。 ・ 大 学 コ ン ソ ー シ ア ム あ き た 理 事 会 、 運 営 委 員 Ⅲ 64

会 、 企 画 開 発 部 会 、 女 性 研 究 者 支 援 コ ン ソ ー
シ ア ム あ き た 連 携 連 絡 会 議 に 参 加 し た 。

・ 秋 田 産 学 官 ネ ッ ト ワ ー ク へ 参 画 し 、 産 学 官 連
携 コ ー デ ィ ネ ー タ 会 議（ ４ 月 21日 、８ 月 31日 ）
に 参 加 し 、 企 業 や 官 公 庁 の 産 学 官 連 携 活 動 に
つ い て 情 報 交 換 を 行 っ た 。
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中期目標大項目：第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標（３ 研究に関する目標）
中期目標中項目：（２）研究実施体制の整備に関する目標

ア 研究の実施体制に関する目標

中期目標
小項目

民間との研究交流の推進や、外部の優秀な人材の受入れ等ができる柔軟な研究体制を整備する。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(ｱ) 内部競争的研究資金を設ける。 (ア ) 学 外 の 競 争 的 研 究 資 金 (ア ) 学 外 の 競 争 的 研 究 資 金 に 関 す る 調 査 を 行 い 、
【２５年度】 に 関 す る 情 報 を 教 員 へ 周 知 ポ ー タ ル 掲 示 板 、 学 内 ノ ー ツ 掲 示 板 、 イ ン フ ォ Ⅲ 65

し 、 獲 得 を 推 進 す る 。 メ ー シ ョ ン (教 員 連 絡 用 事 務 室 ） 等 で 関 連 情 報 に
(ｲ) 外部競争的研究資金の積極的な獲 （ 25年 度 か ら 実 施 中 ） つ い て 周 知 し た 。

得を推進する。【長期】 (イ ) 外 部 の 研 究 者 や ア ー テ (イ )
ィ ス ト を 招 聘 し 、 長 期 的 に ○ 外 部 の ア ー テ ィ ス ト を 招 聘 し 、長 期 的 に 滞 在 し 、

(ｳ) 外部の研究者を積極的に受け入れ、 滞 在 さ せ 、 研 究 や 制 作 活 動 制 作 活 動 を 行 う 「 ア ー テ ィ ス ト イ ン レ ジ デ ン ス Ⅳ 66
交流するための体制を整備する。【長 を 行 い 、 発 表 す る よ う な 本 （ Ａ Ｉ Ｒ ） 事 業 と し て 、 作 家 を 招 聘 し て 実 施 し
期】 学 の 体 制 整 備 に つ い て 検 討 た 。

す る 。 a ロ ー カ ル メ デ ィ ア と 協 働 す る ア ー ト マ ネ ジ
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ） メ ン ト 人 材 育 成 事 業 （ 文 化 庁 平 成 27年 度 文 化

庁 大 学 を 活 用 し た 文 化 芸 術 推 進 事 業 ）
「『 新 屋 地 域 の 空 き 家 を 利 用 し た 地 域 課 題 応
答 型 AIR運 営 』 に お け る 滞 在 型 作 品 制 作 お よ び
成 果 展 覧 会 」

○ ガ ラ ス プ ロ ジ ェ ク ト 事 業
市 民 が ガ ラ ス 工 芸 に 触 れ る 機 会 を 創 出 し 、 継 続
的 な 普 及 啓 発 手 法 を 確 立 す る こ と を 目 的 と し て 、
シ ョ ー ン ・ サ ル ス ト ロ ム 氏 を ガ ラ ス 専 任 ス タ ッ
フ と し て 雇 用 し 、 ガ ラ ス の 制 作 活 動 や ガ ラ ス プ
ロ ジ ェ ク ト の 体 制 整 備 を し な が ら 実 施 し た 。
ガ ラ ス プ ロ ジ ェ ク ト で は 、 下 記 の ガ ラ ス 作 家 を
招 聘 し 講 演 と 公 開 制 作 を 行 っ た 。

・ ７ 月 9日 、 10日 マ イ ケ ル -・ シ ャ イ ナ ー 氏
講 演 会 ・ 公 開 制 作
（ 彫 刻 家 ・ ガ ラ ス 作 家 ア メ リ カ 在 住 ）
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・ 10月 29日 、 30日 辻 野 剛 氏 講 演 会 ･公 開 制 作
（ ガ ラ ス 工 房 「 fresco」 代 表 ）

○ 学 会
・ 日 本 基 礎 造 形 学 会 20 1 6秋 田 大 会 ９ 月 ２ 日 、

３ 日
大 会 実 行 委 員 長 裵 鎭 奭 准 教 授

・ 日 本 道 徳 教 育 学 会 第 88回 (平 成 2 8年 度 秋 季 )大
会 10月 22日 、 23日
大 会 運 営 委 員 長 毛 内 嘉 威 教 授

(ｴ）非常勤教員（特任・客員教員等） (ウ ) プ ロ ジ ェ ク ト 等 を 実 施 （ ウ ） 教 職 課 程 に お け る 授 業 等 の 充 実 を 図 る た め
の柔軟な登用により、大学として重 す る た め 特 任 教 員 等 を 登 用 特 任 教 授 ２ 名 を 任 用 し た 。
点を置く分野の研究を推進する。【長 す る 。 Ⅲ 67
期】 （ 27年 度 か ら 実 施 中 ）

(ｵ）社会貢献センターの機能を強化す
るとともに、重点的研究分野等への (エ ) 社 会 貢 献 セ ン タ ー に お （ エ ） 社 会 貢 献 セ ン タ ー を 、 官 公 庁 や 民 間 団 体 か
取組みを推進する。【長期】 い て 官 公 庁 や 民 間 団 体 か ら ら 大 学 へ の 要 望 ・ 相 談 の 窓 口 と し 、 内 容 に よ っ

の 大 学 へ の 要 望 の 窓 口 と な て 大 学 が ど の よ う に 関 わ れ る か の コ ー デ ィ ネ ー Ⅲ 68
る と と も に 、 コ ー デ ィ ネ ー ト を 行 う 体 制 を 整 備 し た 。 こ れ に よ り 、 本 学 の
ト を 行 う 体 制 を 整 備 し 、 課 学 生 に 公 募 し 実 施 す る 事 業 、 本 学 の 学 生 が ア ル
題 解 決 に 効 果 的 に 取 り 組 ん バ イ ト と し て 行 う べ き 事 業 、 本 学 が プ ロ ジ ェ ク
で い く 。 ト と し て 受 託 す る 事 業 な ど を 切 り 分 け 、 取 り 組
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ） ん で い る

・ 社 会 貢 献 セ ン タ ー へ の 相 談 件 数 30件
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中期目標大項目：第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標（３ 研究に関する目標）
中期目標中項目：（２）研究実施体制の整備に関する目標

イ 研究環境の整備に関する目標

中期目標
小項目

研究活動を効果的に行うため、施設・設備、図書、資料等の研究環境について、計画的に整備する。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

イ 研究環境の整備に関する目標を達 イ 研 究 環 境 の 整 備 に 関 す る イ 研 究 環 境 の 整 備 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た め
成するための措置【長期】 目 標 を 達 成 す る た め の 措 置 の 措 置

(ア ) 施 設 、 設 備 、 備 品 等 の (ア ) 中 ・ 長 期 的 な キ ャ ン パ ス 整 備 計 画 を 立 案 す る Ⅲ 69
(ｱ) 施設、設備、備品、図書、資料 教 育 環 境 の 充 実 を 図 る た め た め 立 ち 上 げ た ワ ー キ ン グ グ ル ー プ に お い て 、

等の教育環境の充実を図るために、 の 中 長 期 的 な 計 画 の 策 定 を 検 討 を 続 け る と と も に 、 ２ ９ 年 度 に 計 画 を 策 定
中長期的な計画を策定する。 行 う 。 す る た め 、 業 務 委 託 費 を 予 算 要 求 し 、 300万 円 を

確 保 し た 。
(イ ) 長 期 修 繕 計 画 に 基 づ き 、 (イ ) 長 期 修 繕 計 画 に 基 づ き 、 自 動 火 災 報 知 器 設 備

修 繕 を 実 施 す る 。 更 新 、 放 送 設 備 更 新 、 中 央 監 視 シ ス テ ム 更 新 、
（ 25年 度 に 長 期 修 繕 計 画 策 講 義 棟 他 灯 具 LED化 、 構 成 等 厨 房 機 器 類 の 更 新 等 Ⅲ 70
定 済 ） を 実 施 し た 。

（ 35再 掲 ）
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中期目標大項目：第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標（３ 研究に関する目標）
中期目標中項目：（２）研究実施体制の整備に関する目標

ウ 知的財産の創出・活用等に関する目標

中期目標
小項目

研究成果の知的財産化とその活用を戦略的に実施する体制を整備する。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(ｱ) 意匠登録等、研究成果の知的財産 ウ 知 的 財 産 の 創 出 ・ 活 用 等 ウ 知 的 財 産 の 創 出 ・ 活 用 等 に 関 す る 目 標 を 達 成
化に関する検討会を設置し、知的財 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た す る た め の 措 置
産化に関する制度を構築する。 め の 措 置 (ア ） 知 的 財 産 に 関 す る セ ミ ナ ー に つ い て 、 年 ２ 件 Ⅲ 71
【長期】 (ア ) 教 員 と 学 生 を 対 象 と し 開 催 し 、 意 識 啓 発 を 行 っ た 。

た 、 意 匠 登 録 等 、 研 究 成 果 （ 教 職 員 対 象 １ 件 、 市 民 対 象 1件 ）
の 知 的 財 産 化 に 関 す る 意 匠 ・ [市 民 対 象 ] 知 的 財 産 セ ミ ナ ー 「 商 標 権 っ て な
権 セ ミ ナ ー を 開 催 し 、 さ ら ん だ ろ う ？ 」 (2月 17日 )（ 13名 参 加 ）
に 知 的 財 産 化 に 関 す る 授 業 ・ [教 職 員 対 象 ]知 的 財 産 セ ミ ナ ー 「 教 育 に お け
を 開 講 す る 。 る 著 作 権 」（ 3月 16日 ）（ 22名 参 加 ）
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ）
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中期目標大項目：第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標（４ 社会貢献に関する目標）
中期目標中項目：大学の地域・社会に対する貢献を実効性あるものとするため、大学の研究成果を社会に還元することを目的として、次のような社会貢献

事業を積極的に推進する。

中期目標
小項目

（１）産学官連携の推進

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(１) 「産学官連携事業」として、大 ４ 社 会 貢 献 に 関 す る 目 標 ４ 社 会 貢 献 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た め の 措 置
学に集積された美術の「知」を活か を 達 成 す る た め の 措 置 (１ )本 学 主 催 の 美 術 展 覧 会 を 開 催 し た 。（ 62の 再 掲 ）
し、企業・行政・民間団体と共同で、 （ １ ） 本 学 主 催 の 美 術 展 を ・ 皆 川 嘉 博 展 源 流 － 縄 文 ・ 美 の 継 承 － Ⅳ 72
美術に関する研究、アートプロジェ 企 画 開 催 し 、 積 極 的 に 広 雄 物 川 郷 土 資 料 館 4月 29日 〜 7月 10日
クト、展覧会、商品開発等を実施す 報 す る 。 ・ 秋 田 公 立 美 術 大 学 退 任 記 念 展 「 椅 子 と 記 憶 と 感
る。【長期】 （ 26年 度 か ら 実 施 中 ） 動 事 典 」

秋 田 市 立 赤 れ ん が 郷 土 館 企 画 展 示 室 1月 21日
～ 4月 16日

・ 秋 田 市 立 美 術 工 芸 専 門 学 校 の 歴 史 資 料 展 「 美 専
☆ リ タ ー ン ズ 」
秋 田 公 立 美 術 大 学 プ レ ハ ブ 棟 ３ 月 15日 〜 4月
10日

○ 28年 度 BIYONG PO IN T展 覧 会 （ 63の 再 掲 ）
・ 飯 山 由 貴 ワ ー ク シ ョ ッ プ ＋ リ サ ー チ プ ロ ジ ェ

ク ト 「 あ り の ま ま ご と 」 展
５ 月 28日 ～ ７ 月 ３ 日

・ 岩 井 優 成 果 展 覧 会 「 習 慣 の と り こ － 見 つ め 、
再 生 、 指 し ゃ ぶ り 」
８ 月 26日 〜 ９ 月 25日

・ 安 藤 郁 子 「 色 え ん ぴ つ の は じ め さ ん 」 展
１ 月 ７ 日 〜 ２ 月 ５ 日

・ 皆 川 嘉 博 「 PA S T＋ N O W「 皆 川 嘉 博 展 源 流 -縄 文
・ 美 の 継 承 -」 成 果 展
２ 月 14日 〜 ３ 月 12日

・ RAM EXTRA凡 人 ユ ニ ッ ト（ 内 田 聖 良 ＋ 清 水 都 花 ）
「 凡 人 ユ ニ ッ ト の ぼ ん お ど り ～ 結 婚 っ て な に ？
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～ in秋 田 」
３ 月 18日 〜 ５ 月 ７ 日

【中期計画評価指標】 （ ２ ） 産 学 官 連 携 事 業 を 推 (２ )産 学 官 連 携 事 業 と し て 、 教 員 が 中 心 と な り 学 生
・産学官連携事業数２０件以上 進 す る 。（ 2 5 年 度 か ら 実 と と も に 以 下 10件 の 事 業 を 行 っ た 。

施 中 ） ・「 ガ ラ ス 工 芸 普 及 啓 発 事 業 」 （ ４ 月 １ 日 〜 ３ Ⅳ 73
【 年 度 計 画 評 価 指 数 】 月 31日 ）
・ 産 学 官 連 携 事 業 数 ３ 件 小 牟 禮 教 授 、 小 杉 教 授

以 上 委 託 者 ： 秋 田 市
新 屋 表 町 地 区 へ の ガ ラ ス 工 房 を 中 心 と し た ま ち
づ く り 拠 点 施 設 の 整 備 。

・「 大 森 山 動 物 園 ア ー ト ギ ャ ラ リ ー 事 業 」（ ６ 月
２ 日 〜 ３ 月 31日 ）
五 十 嵐 教 授 、 藤 教 授 、 べ 准 教 授 ほ か
委 託 者 ： 秋 田 市
大 森 山 動 物 園 内 を ギ ャ ラ リ ー と 位 置 づ け 、 動 物
を モ チ ー フ に 制 作 し た ア ー ト 作 品 の 設 置 ・ 展
示 。

・「 産 業 デ ザ イ ン 人 材 育 成 業 務 」（ ６ 月 １ 日 〜 ３
月 31日 ）
五 十 嵐 教 授
委 託 者 ： 秋 田 県
産 業 デ ザ イ ン 人 材 の 育 成 に 向 け た 商 品 開 発 セ ミ
ナ ー 等 を 実 施 。

・「 秋 田 駅 観 光 拠 点 等 整 備 に 伴 う デ ザ イ ン 監 修 業
務 」（ ６ 月 7日 〜 ３ 月 17日 ）
小 杉 准 教 授
委 託 者 ： 東 日 本 旅 客 鉄 道 株 式 会 社 秋 田 支 社

・「 秋 田 市 プ ロ モ ー シ ョ ン ビ デ オ コ ン テ ス ト 201 6
の ポ ス タ ー お よ び チ ラ シ デ ザ イ ン の 制 作 」
（ ６ 月 ７ 日 〜 ６ 月 17日 ） 水 田 准 教 授
委 託 者 ： 秋 田 市

・「 2 0 1 7 F I Sフ リ ー ス タ イ ル ス キ ー ワ ー ル ド カ ッ
プ 秋 田 た ざ わ 湖 大 会 に お け る ポ ス タ ー の デ ザ イ
ン 制 作 」
（ ８ 月 18日 〜 ２ 月 20日 ） 今 中 教 授 、 水 田 准 教 授
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ほ か
委 託 者 ： FI Sフ リ ー ス タ イ ル ス キ ー ワ ー ル ド カ
ッ プ 秋 田 た ざ わ 湖 大 会 組 織 委 員 会

・「 秋 田 市 役 所 新 庁 舎 お 祝 い フ ォ ト コ ー ナ ー パ ネ
ル デ ザ イ ン 募 集 （ 再 制 作 ）」（ ８ 月 19日 〜 11月 3
0日 ）
社 会 貢 献 セ ン タ ー
委 託 者 ： 秋 田 市

・「 あ き た サ イ エ ン ス ク ラ ブ 科 学 講 座 開 催 業 務 委
託 事 業 」（ ７ 月 11日 〜 12月 22日 ）
べ 准 教 授
委 託 者 ： 秋 田 県

・「 1 6 − 1 7シ ー ズ ン た ざ わ 湖 ス キ ー 場 ポ ス タ ー ・
パ ン フ レ ッ ト の 表 紙 デ ザ イ ン 」
（ ９ 月 16日 〜 ９ 月 30日 ） 島 屋 教 授 、 今 中 教 授 ほ
か
委 託 者 ： 田 沢 湖 高 原 リ フ ト 株 式 会 社

・「 秋 田 商 工 会 議 所 創 立 1 1 0周 年 記 念 ロ ゴ マ ー ク
制 作 」（ ３ 月 15日 〜 ３ 月 29日 ）
孔 准 教 授 、 べ 准 教 授
委 託 者 ： 秋 田 商 工 会 議 所
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中期目標
小項目

（２）知的財産の管理

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(２ ) 意 匠 権 等 、 知 的 財 産 の 管 理 ・ 大 学 の 知 財 管 理 の 基 本 方 ・ 大 学 の 知 財 管 理 の 基 本 方 針 策 定 に 向 け 、 知 的 財 産
に つ い て 、 検 討 委 員 会 を 設 置 す 針 を 策 定 し 、 実 施 計 画 を 委 員 会 に お い て 検 討 を 開 始 し た 。 Ⅱ 73
る 。【 短 期 】 立 案 す る 。 -2

また、「知的財産の管理」に関す
る学生や市民向けのセミナーを開講 （ ３ ）「 知 的 財 産 の 管 理 」 （ ３ ） 知 的 財 産 に 関 す る セ ミ ナ ー に つ い て 、 年 ２ 件
し、美術・デザイン分野における意 に 関 す る 市 民 等 へ の セ ミ 開 催 し 、 意 識 啓 発 を 行 っ た 。（ 71の 再 掲 ）
匠権の意義を広く社会に啓蒙する。 ナ ー を 開 講 す る 。 （ 市 民 対 象 １ 件 ） Ⅲ 74
【中期】 （ 27年 度 か ら 実 施 中 ） ・ [市 民 対 象 ] 知 的 財 産 セ ミ ナ ー 「 商 標 権 っ て な

ん だ ろ う ？ 」 (2月 17日 )（ 13名 参 加 ）
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中期目標
小項目

（３）地域連携の推進

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(３) 「地域連携事業」として、以下 （ ４ ） ア ト リ エ も も さ だ 、 （ ４ ） ア ト リ エ も も さ だ 、 サ テ ラ イ ト セ ン タ ー 等 を
の項目を実施する。【中期】 サ テ ラ イ ト セ ン タ ー 等 の 活 用 し た 展 覧 会 と し て 、以 下 の 展 覧 会 を 開 催 し た 。

活 用 に 加 え 、 地 域 と 連 携 【 ア ト リ エ も も さ だ 】 Ⅳ 75
ア 地域コミュニティによる企画への し た 展 覧 会 を 企 画 開 催 す ・ こ し ゃ っ こ サ ー ク ル グ ル ー プ 展 「 人 」 （ 4/8～

参加・協力、アトリエももさだ、サ る 。 4/15）
テライトセンターを活用した教員の ・ 渡 辺 昭 治 米 寿 展 （ 8/18～ 8/20）
作品展などを通じて、大学・地元企 ・ 第 ２ ７ 回 日 本 基 礎 造 形 学 会 作 品 展（ 8/30～ 9/3）
業・自治体との連携を推進し、かつ ・ 秋 田 の ガ ラ ス ･プ ロ ジ ェ ク ト 吹 き ガ ラ ス 講 座 第
その質的向上を図る。 ２ 期 生 作 品 展 （ 9/6～ 9/18）

・ 雨 ニ モ 負 ケ ズ 展 （ 9/24～ 9/25）
・ 美 短 １ ５ 期 同 窓 展 （ 9/29～ 10/2）
・ 第 １ ８ 回 ア ト リ エ も も さ だ 絵 画 コ ン ク ー ル

（ 9/24～ 10/9）
・ ち ぎ り 絵 「 ケ エ 子 の 足 あ と 」（ 10/28～ 10/30）
・ 現 代 芸 術 演 習 成 果 展 （ 11/29～ 12/11）
・ メ デ ィ ア ア ー ト 基 礎 演 習 課 題 成 果 展 （ 11/29～

12/11）
・ 秋 田 の ガ ラ ス ･プ ロ ジ ェ ク ト 吹 き ガ ラ ス 講 座 第

３ 期 生 作 品 展 （ 3/26～ 4/2）

【 サ テ ラ イ ト セ ン タ ー 】
・ Poly P la n e t C o m p a n y -お も ち ゃ で 遊 ぶ -（ 4/1～

5/9）（ 入 場 者 1,124人 ）
・ 秋 田 公 立 美 術 大 学 収 蔵 作 品 展 （ 5/14～ 6/6）（ 入

場 者 184人 ）
・ 子 ど も ア ト リ エ 紹 介 展 （ 6/ 1 1～ 6 / 3 0）（ 入 場 者

98人 ）
・ 秋 田 公 立 美 術 大 学 「 摩 擦 」 ２ 年 Ａ 組 有 志 展

（ 7/17～ 7/24）（ 入 場 者 206人 ）
・ 展 覧 会「 変 容 す る 秋 田 で 、景 観 を デ ザ イ ン す る 」

（ 8/2～ 8/30）（ 入 場 者 354人 ）
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・ 秋 田 公 立 美 術 大 学 イ ベ ン ト ･講 座 紹 介 コ ー ナ ー
（ 9/3～ 9/30）（ 入 場 者 136人 ）

・ パ ッ ケ ー ジ デ ザ イ ン と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
（ 10/5～ 10/12）（ 入 場 者 49人 ）

・ 第 １ ８ 回 ア ト リ エ も も さ だ 絵 画 コ ン ク ー ル 巡 回
展 （ 10/15～ 10/24）（ 入 場 者 146人 ）

・「 絵 馬 な ら べ 」 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン デ ザ イ ン 演
習 ２ Ａ 展 ＆ 彌 高 神 社 絵 馬 コ レ ク シ ョ ン 展

（ 11/1～ 11/15）（ 入 場 者 258人 ）
・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン デ ザ イ ン 専 攻 生 と 京 都 の デ

ザ イ ナ ー 達 の 仕 事 ･展 2016（ 11/16～ 11/30）（ 入
場 者 293人 ）

・ 秋 田 公 立 美 術 大 学 も の づ く り デ ザ イ ン 専 攻 ４ 年
和 え て つ く る 専 攻 課 題「 秋 田 の 風 土 か ら 考 え る 」
（ 11/23～ 11/29）（ 入 場 者 143人 ）

・ 子 ど も ア ト リ エ 紹 介 展 （ 1 2 / 1 2～ 1 / 1 6）（ 入 場
者 153人 ）

・ 子 ど も ア ト リ エ 道 具 紹 介 展 （ 1/ 2 3～ 1 / 3 0）（ 入
場 者 43人 ）

・ 秋 田 公 立 美 術 大 学 収 蔵 作 品 （ ポ ス タ ー ） 展
（ 2/6～ 2/24）（ 入 場 者 167人 ）

・ 秋 田 公 立 美 術 大 学 収 蔵 作 品 展（ 2/26～ 3/10）（ 入
場 者 141人 ）

・ 第 ４ 回 湧 水 地 点 （ も の づ く り デ ザ イ ン 専 攻 教 員
･助 手 に よ る 展 覧 会 ）（ 3/1 4～ 3/ 2 6）（ 入 場 者 33
5人 ）

・ デ ッ サ ン ス ク ー ル 参 考 作 品 展（ 3/14～ 3/31）（ 入
場 者 54人 ）

入 場 者 計 3,884人

【 Ｂ Ｉ Ｙ Ｏ Ｎ Ｇ Ｐ Ｏ Ｉ Ｎ Ｔ 】
・ 飯 山 由 貴 ワ ー ク シ ョ ッ プ ＋ リ サ ー チ プ ロ ジ ェ ク

ト 「 あ り の ま ま ご と 」（ 5/28～ 7/3）
・ 岩 井 優 展 覧 会 「『 習 慣 の と り こ 』 を つ く る 」

（ 7/18～ 8/28）
・ 岩 井 優 展 覧 会 「 習 慣 の と り こ ～ 見 つ め 、 再 生 、

指 し ゃ ぶ り 」（ 8/26～ 9/25）
・ 教 員 展 「 色 え ん ぴ つ の は じ め さ ん 」（ も の づ く

り デ ザ イ ン 専 攻 安 藤 助 教 ）（ 1/7～ 2/5）
・ 教 員 展 「 PA S T＋ N O W『 皆 川 嘉 博 展 源 流 － 縄 文 ･
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美 の 継 承 － 』 成 果 展 」（ ア ー ツ ＆ ル ー ツ 皆 川 准
教 授 ）（ 2/14～ 3/12）

・ 展 覧 会 「 凡 人 ユ ニ ッ ト の ぼ ん お ど り 結 婚 っ て
な に ？ 」（ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン デ ザ イ ン 専 攻 内
田 助 手 ）（ 3/20～ 5/7）

【 秋 田 公 立 美 術 大 学 プ レ ハ ブ 棟 】
・ 資 料 展 「 美 専 ☆ リ タ ー ン ズ 」（ 美 術 教 育 セ ン タ

ー 井 上 准 教 授 ）（ 3/15～ 4/10）

【 秋 田 市 立 赤 れ ん が 郷 土 館 】
・ 秋 田 公 立 美 術 大 学 退 任 記 念 展 「 椅 子 と 記 憶 と 感

動 事 典 」（ ３ 名 の 退 任 教 授 の 活 動 の 記 録 ）
（ 1/21～ 4/16）

（ ５ ） 公 共 団 体 や 民 間 企 業 （ ５ ） 公 共 団 体 や 民 間 企 業 か ら の 受 託 事 業 と し て 、
か ら の 教 育 研 究 に 資 す る 以 下 の 10件 の 事 業 を 行 っ た 。
受 託 事 業 を 積 極 的 に 受 け ① ガ ラ ス 工 芸 普 及 啓 発 事 業（ 委 託 料 14,369,0 00円 ） Ⅳ 76
入 れ る 。 事 業 期 間 ： 28.4.01～ 29.3.31

（ 25年 度 か ら 実 施 中 ） 担 当 教 員 ： 小 牟 禮 尊 人 教 授
【 年 度 計 画 評 価 指 数 】 委 託 者 ： 秋 田 市 (企 画 調 整 課 )
・ 受 託 事 業 受 入 件 数 ３ 件 ② 大 森 山 動 物 園 ア ー ト ギ ャ ラ リ ー 事 業 （ 委 託 料

以 上 2,484,000円 ）
事 業 期 間 ： 28.6.02～ 29.3.31
担 当 教 員 ： 五 十 嵐 潤 教 授 、 藤 浩 志 教 授 、 ベ ･ジ
ン ソ ク 准 教 授 、 小 杉 栄 次 郎 准 教 授 、 山 内 貴 博 准
教 授
委 託 者 ： 秋 田 市 (大 森 山 動 物 園 )

③ 産 業 デ ザ イ ン 人 材 育 成 業 務（ 委 託 料 898,128円 ）
事 業 期 間 ： 28.6.1～ 29.3.3 1
担 当 教 員 ： 五 十 嵐 潤 教 授
委 託 者 ： 秋 田 県 （ 産 業 労 働 部 ）

④ 秋 田 駅 観 光 拠 点 等 整 備 に 伴 う デ ザ イ ン 監 修 業 務
（ 委 託 料 1,080,0 00円 ）
事 業 期 間 ： 28.6.７ ～ 29.3.17
担 当 教 員 ： 小 杉 栄 次 郎 准 教 授
委 託 者 ： 東 日 本 旅 客 鉄 道 株 式 会 社 秋 田 支 社

⑤ 秋 田 市 プ ロ モ ー シ ョ ン ビ デ オ コ ン テ ス ト 2016の
ポ ス タ ー お よ び チ ラ シ デ ザ イ ン の 作 成 （ 委 託 料
30,000円 ）
事 業 期 間 ： 28.6.７ ～ 28.6.17
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担 当 教 員 ： 水 田 圭 准 教 授
委 託 者 ： 秋 田 市 （ 広 報 広 聴 課 ）

⑥ 20 1 7 F I Sフ リ ー ス タ イ ル ス キ ー ワ ー ル ド カ ッ プ
秋 田 た ざ わ 湖 大 会 に お け る ポ ス タ ー の デ ザ イ ン
制 作 （ 委 託 料 147,549円 ）
事 業 期 間 ： 28.8.18～ 29.2.20
担 当 教 員 ： 島 屋 純 晴 教 授 、 今 中 隆 介 教 授 、 水 田
圭 准 教 授 、 山 内 貴 博 准 教 授
委 託 者 ： FISﾌ ﾘｰｽ ﾀ ｲ ﾙ ｽ ｷ ｰ ﾜ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ ｶ ｯ ﾌ ﾟ秋 田 た ざ わ 湖
大 会 組 織 委 員 会

⑦ 秋 田 市 役 所 新 庁 舎 お 祝 い フ ォ ト コ ー ナ ー パ ネ ル
デ ザ イ ン 募 集 （ 再 制 作 ）（ 委 託 料 144,335円 ）
事 業 期 間 ： 28.8.19～ 28.11.3 0
担 当 教 員 ： 社 会 貢 献 セ ン タ ー 五 十 嵐 潤 教 授
委 託 者 ： 秋 田 市 （ 市 民 生 活 部 市 民 課 ）

⑧ あ き た サ イ エ ン ス ク ラ ブ 科 学 講 座 開 催 業 務 （ 委
託 料 197,014円 ）
事 業 期 間 ： 28.7.11～ 28.12.2 2
担 当 教 員 ： べ ･ジ ン ソ ク 准 教 授 秋 田 県 (企 画 振
興 部 学 術 振 興 課 )

⑨ 2016-20 17シ ー ズ ン た ざ わ 湖 ス キ ー 場 ポ ス タ ー ･
パ ン フ レ ッ ト の 表 紙 デ ザ イ ン (委 託 料 1 5 0 , 0 0 0
円 ）
事 業 期 間 ： 28.9.16～ 28.9.30
担 当 教 員 ： 島 屋 純 晴 教 授 、 今 中 隆 介 教 授 、 水 田
圭 准 教 授 、 山 内 貴 博 准 教 授
委 託 者 ： 田 沢 湖 高 原 リ フ ト 株 式 会 社

⑩ 秋 田 商 工 会 議 所 創 立 １ １ ０ 周 年 記 念 ロ ゴ マ ー ク
制 作 （ 委 託 料 100,000円 ）
事 業 期 間 :29.3.1 5～ 29.3.2 9
担 当 教 員 ： 孔 鎭 烈 准 教 授 、 べ ･ジ ン ソ ク 准 教 授
委 託 者 ： 秋 田 商 工 会 議 所

イ 都市の空洞化等によって現在活用 （ ６ ） 現 在 活 用 さ れ て い な (６ ） 空 き 家 レ ジ デ ン ス 化 プ ロ ジ ェ ク ト と し て 、 新
されていない建造物や空間を、美術 い 建 造 物 や 空 間 を 、 美 術 屋 地 域 の 次 の 空 き 家 を 利 用 し て 以 下 の 活 動 を 行 っ
によって再生、または有効活用する に よ っ て 再 生 し 、 地 域 と た 。 Ⅳ 77
ことに取り組む。 連 携 し な が ら 有 効 活 用 す ・ ア ラ ヤ イ チ ノ

る こ と に 取 り 組 む 。 昨 年 度 の 芸 術 表 現 企 画 事 業 に お い て 、 一 部 修 繕
（ 27年 度 か ら 実 施 中 ） を 行 い 、 ア ー テ ィ ス ト イ ン レ ジ デ ン ス や 展 示 ス

ペ ー ス と し て 活 用 に 取 り 組 ん で き た が 、 空 き 家
レ ジ デ ン ス 化 プ ロ ジ ェ ク ト に お い て 、 運 用 に 係
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る 実 証 施 設 と し て 活 用 し て い く 上 で 、 改 修 の 必
要 性 が 明 瞭 化 し 新 た に 工 事 を 実 施 し た 。

・ ア ラ ヤ ニ ノ
地 域 の 課 題 と な っ て い る 空 き 家 を 芸 術 的 側 面 か
ら 有 効 活 用 を 図 る こ と を 目 的 に 、 学 内 サ ー ク ル
「 空 き 家 研 究 会 」 を 中 心 に 空 き 家 の リ サ ー チ や
利 活 用 法 の 研 究 を 行 っ て い る 。 そ の 中 か ら 、 印
刷 会 社 が 倉 庫 お よ び 工 場 と し て 活 用 し て い た 物
件 を 見 つ け 、 本 学 が 賃 貸 借 契 約 を 締 結 し 、 そ の
後 、 建 物 お よ び 設 備 改 修 工 事 を 行 っ た 。

ウ 授業の運営法、スキルの取得法等 （ ７ ） ア ー ト マ ネ ジ メ ン ト （ ７ ） AKI BI p l u s事 業 で は 、 秋 田 市 、 男 鹿 市 、 五 城
を、美術以外の組織経営に適応する の 研 究 ・ シ ン ポ ジ ウ ム 開 目 町 、 角 館 地 区 を 芸 術 価 値 創 造 拠 点 と し て 、 展 覧
ような汎用性の高いワークショップ 催 等 を 通 し 、 美 術 以 外 の 会 や 講 座 な ど を 開 催 す る と と も に 、 ワ ー ク シ ョ ッ Ⅳ 78
として開発し、公開・提供・提案し 領 域 で の 組 織 運 営 に も 適 プ 手 法 の 開 発 ・ 公 開 ・ 提 供 ・ 提 案 な ど 様 々 な マ ネ
ていく。 応 で き る マ ネ ジ メ ン ト 手 ジ メ ン ト 手 法 を 実 践 し た 。 ま た 、 大 森 山 動 物 園 と

法 に つ い て 検 証 を 行 う 。 の 「 Art s&Z o oプ ロ ジ ェ ク ト 」 や 外 部 団 体 と の 受 託
事 業 の 実 施 を 通 し て 、 市 民 ・ 教 員 ・ 学 生 ・ 利 害 関
係 者 等 が 弾 力 的 に 参 加 す る プ ロ ジ ェ ク ト 方 式 の 組
織 運 営 と マ ネ ジ メ ン ト を 行 い 、 そ の 手 法 に つ い て
検 証 し た 。
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中期目標
小項目

（４）他大学との連携

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(４) 「他大学との連携事業」として、 （ ８ ） 大 学 コ ン ソ ー シ ア ム （ ８ ）
大学コンソーシアムあきたへの加入 あ き た や 県 内 国 公 立 4大 学 ・ 4大 学 連 携 協 力 事 業 と し て 、 文 部 科 学 省 研 究 振
に伴う市民公開講座の実施、県内の 連 携 を 通 し 、 他 大 学 と 連 興 局 長 小 松 弥 生 氏 の 基 調 講 演 お よ び 、 秋 田 大 Ⅲ 79
大学との研究協力や学生交流、全国 携 交 流 を 行 う 。（ 2 5 年 度 学 、 秋 田 県 立 大 学 、 国 際 教 養 大 学 、 本 学 の ４
の美術系大学との連携などを行う。 か ら 実 施 中 ） 学 長 と 小 松 弥 生 氏 に よ る シ ン ポ ジ ウ ム を 11月 7
【長期】 日 に 行 っ た 。

・ 20 1 6年 度 大 学 コ ン ソ ー シ ア ム あ き た 共 同 研 究
と し て 「 秋 田 県 の 地 域 活 性 化 に お け る 、 観 光
資 源 と し て の 芸 術 （ 地 域 民 俗 芸 能 ・ ア ー ト ・
デ ザ イ ン 文 学 等 ） の 活 用 並 び に 、 秋 田 総 合 ブ
ラ ン ド の 構 築 に 向 け た 調 査 研 究 」 が 採 択 さ れ
た た め 、 他 大 学 と 連 携 し 実 施 し た 。（ 島 屋 純
晴 教 授 、 今 中 隆 介 教 授 、 長 沢 桂 一 准 教 授 、 大
谷 有 花 准 教 授 、 高 橋 秀 晴 秋 田 県 立 大 学 教 授 、
林 芙 俊 秋 田 県 立 大 学 助 教 ）
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中期目標
小項目

（５）学校教育への支援

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(５) 「高大連携事業」として、高校 （ ９ ） 大 学 コ ン ソ ー シ ア ム （ ９ ） 大 学 コ ン ソ ー シ ア ム あ き た に よ る 高 大 連 携 授
生が大学の授業を体験する高大連携 あ き た に よ る 高 大 連 携 授 業 の 開 講 等 を 以 下 の と お り 行 っ た 。（ ９ の 再 掲 ）
授業の開講、高校の美術教員による 業 の 開 講 、 高 校 の 美 術 教 平 成 28年 度 高 大 連 携 授 業 Ⅲ 80
美術系大学進学実技講習会に対する 員 に よ る 美 術 系 大 学 進 学 ○ 前 期 ：「 美 術 館 へ の 招 待 」
開講支援を行う。 実 技 講 習 会 に 対 す る 開 講 （ ６ 月 25日 ～ ７ 月 ２ 日 ）
【２５年度】 支 援 を 引 き 続 き 行 う 。 第 １ 講 「 美 術 館 か ら 広 が る 世 界 」 志 邨 匠 子 教 授

（ 25年 度 か ら 実 施 中 ） 第 ２ 講 「 美 術 館 を つ く る 」 志 邨 匠 子 教 授
第 ３ 講 「 美 術 館 へ 行 こ う 」 藤 浩 志 教 授
第 ４ 講 「 作 品 を 鑑 賞 し よ う 」 藤 浩 志 教 授

○ 後 期 ：「 ア ー ト ＆ デ ザ イ ン の 冒 険 と 役 割 」
（ 10月 15日 ～ 10月 22日 ）
第 １ 講 「 ア ー ト に お け る ア ニ メ ー シ ョ ン ・ 絵 画
か ら ア ニ メ ー シ ョ ン へ の 展 開 」 小 田 英 之 教 授
第 ２ 講 「 ア ー ト は 何 を ど の よ う に 表 現 し よ う と
し て い る の か 」 岩 井 成 昭 教 授
第 ３ 講 「 デ ザ イ ン は ど ん な 役 割 を も っ て い る の
か （ １ ）」 孔 鎮 烈 准 教 授
第 ４ 講 「 デ ザ イ ン は ど ん な 役 割 を も っ て い る の
か （ ２ ）」 松 本 研 一 教 授
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中期目標
小項目

（６）生涯学習への支援

(６) 「生涯学習支援企画」として、 （ 1 0） 子 ど も ア ト リ エ 、 社 (10)子 ど も ア ト リ エ 、社 会 人 向 け デ ッ サ ン ス ク ー ル 、
以下の項目を実施する。 会 人 向 け デ ッ サ ン ス ク ー ア ー ト ス ク ー ル 、 デ ッ サ ン 講 習 会 、 公 開 講 座 を 次

ル 、 ア ー ト ス ク ー ル 、 デ の と お り 開 講 し た 。 Ⅲ 81
ア こどもアートスクール、社会人 ッ サ ン 講 習 会 、 公 開 講 座 ○ 子 ど も ア ト リ エ

アートスクール、デッサンスクー を 引 き 続 き 開 講 す る 。 ○ 子 ど も ア ト リ エ
ル等を開講する。【２５年度】 （ 25年 度 か ら 実 施 中 ） ・ 小 学 3年 生 ～ 6年 生 対 象

・ 4月 ～ 2月 の 期 間 に 全 20回 の 授 業 を 開 催
・ 生 徒 数 16人 、 無 料 体 験 者 6人

○ デ ッ サ ン ス ク ー ル (参 加 者 70人 )
<初 心 者 講 座 >
… 対 象 ： 高 校 生 以 上 の 初 心 者 /全 3回 開 催
第 1回 7月 17日 、 24日 (参 加 者 7人 )
第 2回 10月 16日 、 23日 (参 加 者 8人 )
第 3回 1月 22日 、 29日 (参 加 者 6人 )

<基 礎 講 座 >
… 対 象 ： 高 校 生 以 上 の デ ッ サ ン 経 験 者 /全 3回

開 催
第 1回 8月 21日 、 28日 、 9月 4日 (参 加 者 8人 )
第 2回 11月 13日 、 20日 、 12月 11日 (参 加 者 7人 )
第 3回 2月 12日 、 19日 、 3月 5日 (参 加 者 2人 )

<応 用 講 座 Ａ >
… 対 象 ： 一 般 の デ ッ サ ン 経 験 者 /全 3回 開 催
第 1回 7月 17日 、 24日 、 8月 21日 、 28日 、 9月 4

日 、 11日 (参 加 者 5人 )
第 2回 10月 1 6日 、 23日 、 11月 1 3日 、 20日 、 12

月 11日 、 18日 (参 加 者 3人 )
第 3回 1月 22日 、 29日 、 2月 12日 、 19日 、 3月 5

日 、 12日 (参 加 者 3人 )
<応 用 講 座 Ｂ >
… 対 象 ： 高 校 生 の デ ッ サ ン 経 験 者 /全 6回 開 催
第 1回 7月 17日 、 24日 、 8月 21日 (参 加 者 3人 )
第 2回 8月 28日 、9月 4日 、9月 11日 (参 加 者 3人 )
第 3回 10月 16日 、 23日 、 11月 13日 (参 加 者 4人 )
第 4回 11月 20日 、 12月 11日 、 18日 (参 加 者 2人 )
第 5回 1月 22日 、 29日 、 2月 12日 (参 加 者 6人 )
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第 6回 2月 19日 、 3月 5日 、 12日 (参 加 者 3人 )
○ ア ー ト ス ク ー ル
・「 夏 休 み ！ 陶 芸 体 験 -う つ わ を 作 ろ う ! ! -」 (陶

芸 )(小 学 生 )(49名 参 加 )
・「 身 近 な 道 具 で 染 色 体 県 」 (染 色 ) (小 学 生 ) ( 2 3

名 参 加 )
・「 か ん た ん ！ お 皿 に 絵 付 け 体 験 」 (陶 芸 )( 3歳 ～

小 学 生 )(28名 参 加 )
・「 ス ピ ン ド ル で オ リ ジ ナ ル 毛 糸 を つ く ろ う 」

(織 )(3歳 ～ 大 人 )(10名 参 加 )
・「 エ コ バ ッ グ を 染 め よ う !ス テ ン シ ル で 自 由 に

色 つ け 」 (染 色 )(3歳 ～ 小 学 生 )(4名 参 加 )
○ デ ッ サ ン 講 習 会

デ ッ サ ン 講 習 会 7月 31日 (参 加 者 45人 )
色 彩 講 習 会 8月 1日 (参 加 者 14人 )

○ 公 開 講 座
・ 5/2 5（ 水 ） 菅 原 香 織 助 教 美 大 サ テ ラ イ ト セ ン

タ ー
「 杉 に 恋 し て 秋 田 に 出 逢 う ～ 秋 田 杉 恋 プ ロ ジ ェ
ク ト の 紹 介 ～ 」 16人 参 加

・ 6/1 7（ 金 ） 尾 澤 勇 准 教 授 ア ト リ エ も も さ だ 木
材 工 芸 室
「 工 芸 文 化 と 手 仕 事 の 教 育 に つ い て 」 8人 参
加

・ 6/2 5（ 土 ） 島 屋 純 晴 教 授 美 大 サ テ ラ イ ト セ ン
タ ー
「 美 術 ・ デ ザ イ ン を 活 用 し た 賑 わ い の 創 出 研 究
よ り 」 5人 参 加

・ 7 / 8（ 金 ） 岩 井 成 昭 教 授 秋 田 公 立 美 術 大 学
大 講 義 室
「 劇 映 画 の 説 話 的 手 法 ～ 映 画 を さ ら に 楽 し む た
め に ～ 」 24人 参 加

・ 8/2 1（ 日 ） 小 牟 禮 尊 人 教 授 ア ト リ エ も も さ だ
木 材 工 芸 室

「 親 子 で 作 ろ う ガ ラ ス ア ー ト タ イ ル 」 13 4人
（ 親 子 61組 ） 参 加

・ 9/ 4（ 日 ）、 9/ 1 6（ 金 ）、 9/2 4（ 土 ） 皆 川 嘉 博
准 教 授 秋 田 公 立 美 術 大 学 彫 塑 実 習 室
「 世 界 に 一 つ だ け の オ リ ジ ナ ル 縄 文 土 器 ・ 土 偶
を 造 ろ う ！ ！ 」 4人 参 加
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・ 10/ 1（ 土 ） 安 藤 康 裕 准 教 授 ア ト リ エ も も さ だ
木 材 工 芸 室

「 銀 の ペ ン ダ ン ト 制 作 」 9人 参 加
・ 1 0 / 1 2（ 水 ） 孔 鎭 烈 准 教 授 美 大 サ テ ラ イ ト

セ ン タ ー
「 秋 田 の お 土 産 パ ッ ケ ー ジ デ ザ イ ン 」 8人 参
加

・ 1 1 / 1 2（ 水 ） 坂 本 憲 信 准 教 授 美 大 サ テ ラ イ ト
セ ン タ ー
「 ア イ デ ア を 伝 え る た め の ス ケ ッ チ ト レ ー ニ ン
グ 」 9人 参 加

・ 12/ 2（ 金 ） 山 内 貴 博 准 教 授 美 大 サ テ ラ イ ト セ
ン タ ー
「 街 の 魅 力 を 演 出 す る 景 観 デ ザ イ ン の 役 」 13
人 参 加

・ 1/2 8（ 土 ） 藤 浩 志 教 授 美 大 サ テ ラ イ ト セ ン タ
ー
「 ち ょ っ と ア ー ト な プ ロ ジ ェ ク ト を つ く る 」
8人 参 加

イ 美術の社会教育を啓蒙するため、 （ 11）公 募 展 企 画 に つ い て 、 （ 11） 公 募 展 企 画 に つ い て 、 平 成 30年 度 か ら の 実 施
本学主催による美術登竜門の企画を 引 き 続 き 調 査 を 行 い 、 基 に 向 け 、 実 施 内 容 や ス ケ ジ ュ ー ル な ど 具 体 的 な 検 Ⅲ 82
行う。【長期】 本 計 画 を 立 案 す る 。 討 を 行 っ た 。
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中期目標大項目：第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標（５ 国際交流に関する目標）
中期目標中項目：学生や教員のグローバルな視点を育成するため、海外の大学等との交流を積極的に推進する。

中期目標
小項目

（１）海外の大学との国際交流協定を締結する。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

世界の美術が多様化・多元化する中 ５ 国 際 交 流 に 関 す る 目 標 ５ 国 際 交 流 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た め の 措 置
で、学生や教員のグローバルな視点を を 達 成 す る た め の 措 置 （ １ ） 海 外 の 大 学 、 研 究 機 関 と の 人 的 な 交 流 と し て
育成するため、本学の基本理念の実現 （ １ ） 海 外 の 大 学 、 研 究 機 以 下 の こ と を 行 っ た 。 Ⅳ 83
に資する海外の大学等との交流を積極 関 と の 人 的 な 交 流 を 行 う 。 ア 英 文 の 大 学 案 内 リ ー フ レ ッ ト を 作 成 し た 。
的に推進する。 【 年 度 計 画 評 価 指 数 】 イ 国 際 交 流 事 業 と し て 、 台 南 応 用 科 技 大 学 の 美

・ 人 的 な 交 流 ２ 件 以 上 術 学 部 学 部 長 を 始 め と し た ３ 名 の 教 員 が 本 学 を
(１) 海外の大学との交流協定の締結 訪 問 し た ほ か 、 国 際 交 流 委 員 が ハ ワ イ 大 学 マ ノ

を行い、教職員や学生間の交流を図 ア 校 、 ウ ル サ ン 大 学 、 ペ ク ソ ク 大 学 、 タ ン グ ク
る。【長期】 大 学 、 エ ミ リ ー ・ カ ー 美 術 大 学 、 サ イ モ ン ・ フ

レ ー ザ ー 大 学 、 ブ リ テ ィ ッ シ ュ ・ コ ロ ン ビ ア 大
【中期計画評価指標】 学 を 視 察 し 、 今 後 の 交 流 等 に つ い て 意 見 交 換 を
交流提携大学数：３校以上 行 っ た 。
海外における作品発表等：３件以上 ※ 海 外 の 大 学 等 と の 人 的 な 交 流 件 数 ８ 件

ウ 国 際 交 流 事 業 と し て 、 バ ル セ ロ ナ 建 築 セ ン タ
ー 代 表 ミ ゲ ル ・ ロ ル ダ ン 氏 と 、 小 塙 芳 秀 氏 に よ
る 特 別 講 義 、 音 楽 ユ ニ ッ ト 「 Ky」 に よ る 講 演 、
中 国 美 術 学 院 教 授 の 助 川 剛 氏 に よ る 特 別 講 義 を
開 催 し 、 国 際 交 流 委 員 、 お よ び 教 員 、 学 生 、 一
般 の 方 々 と 交 流 を 行 っ た 。 ま た 、 イ ン デ ペ ン デ
ン ト ・ キ ュ レ ー タ ー の 原 万 希 子 氏 を 招 へ い し 、
約 ２ 週 間 に わ た り 、 第 12回 ・ 13回 国 際 交 流 委 員
会 に 参 加 し 提 言 を い た だ い た ほ か 、 博 物 館 展 示
論 の 授 業 で 講 義 、 各 専 攻 の 講 評 等 に 参 加 し て い
た だ い た 。

エ 学 生 の 留 学 等 支 援 事 業 と し て 、 夏 期 短 期 留 学
等 で 助 成 金 を 受 け た 学 生 お よ び 本 学 学 生 も 参 加
し た ア ー ト キ ャ ン プ （ チ ェ コ ） の 報 告 会 、 関 連
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シ ン ポ ジ ウ ム を 開 催 し た 。
オ ハ ワ イ 大 学 と の 教 員 交 流 を 行 う に あ た り 、 教

員 の 参 加 意 識 に つ い て ア ン ケ ー ト を 実 施 し た 。
（ ２ ） 海 外 の 大 学 、 研 究 機 （ ２ ） 海 外 の 大 学 、 研 究 機 関 と の 大 学 間 協 定 締 結 を

関 と の 大 学 間 協 定 締 結 を 目 的 と し た 調 査 、検 討 と し て 以 下 の こ と を 行 っ た 。
目 的 と し た 調 査 、 検 討 を Ⅳ 84
行 う 。 ア 台 南 応 用 科 技 大 学 の 教 員 ３ 名 が 本 学 を 訪 問 、

視 察 し ， 大 学 間 ・ 学 部 間 交 流 に つ い て の 話 し 合
い を 行 っ た 。次 年 度 、本 学 の 学 長 お よ び 教 員 が 、
協 定 締 結 に 向 け て 台 南 応 用 科 技 大 学 の 学 長 お よ
び 教 員 と 面 会 す る こ と が 決 定 し ， 具 体 的 な プ ロ
グ ラ ム を 検 討 す る 。

イ 国 際 交 流 委 員 が ハ ワ イ 大 学 を 訪 問 し 、 平 成 26
年 度 本 学 で 特 別 講 義 を 行 っ た ジ ョ ン ･シ ョ ス タ
ッ ク 氏 を は じ め と す る 教 員 等 と 面 会 し た 。 具 体
的 な 協 定 締 結 に 向 け 、 現 地 調 査 と 交 流 の た め 話
し 合 い を 行 い 、 次 年 度 、 ハ ワ イ 大 学 と 本 学 の 教
員 が 交 流 を 行 う こ と を 決 定 し 、 調 整 を 続 け る 。

ウ 国 際 交 流 委 員 が 、 韓 国 の 美 術 系 大 学 お よ び 美
術 学 部 を 保 有 す る 大 学 を 視 察 し 、 協 定 締 結 に む
け て の 話 し 合 い を 行 っ た 。 そ の う ち 、 ペ ク ソ ク
大 学 か ら 、 次 年 度 ５ 月 頃 に 作 品 交 流 の 提 案 が あ
り 、 日 程 調 整 、 お よ び 作 品 の 選 出 に つ い て 検 討
す る こ と と な っ た 。 ウ ル サ ン 大 学 、 タ ン グ ク 大
学 も 、 今 後 、 提 携 を 視 野 に 入 れ た 作 品 ・ 教 員 交
流 に 向 け て 交 流 を 続 け る こ と と な っ た 。

エ 国 際 交 流 委 員 が 、 カ ナ ダ の エ ミ リ ー ・ カ ー 美
術 大 学 、 サ イ モ ン ・ フ レ ー ザ ー 大 学 、 ブ リ テ ィ
ッ シ ュ ・ コ ロ ン ビ ア 大 学 を 視 察 し 、 話 し 合 い を
行 っ た 。 サ イ モ ン ・ フ レ ー ザ ー 大 学 と は 、 次 年
度 の 教 員 交 流 に 向 け 具 体 的 な 話 し 合 い を 行 っ た
結 果 、 日 程 調 整 を 行 う こ と が 決 定 し た 。 他 ２ 大
学 に つ い て も 、 引 き 続 き 協 定 を 目 指 し た 交 流 を
行 う こ と と な っ た 。 ３ 大 学 が 立 地 す る バ ン ク ー
バ ー 市 に お い て 、 美 術 ・ 文 化 面 で の 環 境 を 確 認
す る 目 的 で 、 美 術 館 、 博 物 館 お よ び 市 内 ギ ャ ラ
リ ー 等 を 調 査 ・ 視 察 し た 。

※ 協 定 締 結 候 補 数 ４ 校 （ 他 ４ 校 と は 引 き 続 き 交
流 を 続 け る ）
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（ ３ ） 国 際 交 流 セ ン タ ー 設 （ ３ ） 平 成 29年 度 の 国 際 交 流 セ ン タ ー 設 置 に 向 け 、
置 の た め 、 活 動 方 針 の 策 中 期 ５ か 年 計 画 を 制 定 し た 。 ま た 、 セ ン タ ー が 担 Ⅲ 85
定 、 組 織 体 制 等 に つ い て う 業 務 お よ び 予 算 、 組 織 体 制 等 に つ い て 検 討 す る
検 討 す る 。 と と も に 、 必 要 な 規 程 を 整 備 し た 。
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中期目標
小項目

（２）学生の海外留学のための派遣制度や海外からの受入体制の整備を進める。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(２) 学生の海外留学制度や海外から （ ４ ） 学 生 の 海 外 留 学 や 海 （ ４ ） 学 生 の 海 外 留 学 や 海 外 か ら の 留 学 生 向 け の プ
の留学生向けのプログラムを準備す 外 か ら の 留 学 生 受 け 入 れ ロ グ ラ ム 整 備 に 向 け 、 以 下 の こ と を 行 っ た 。
るなど受入体制を整備する。 の た め の プ ロ グ ラ ム を 整 ア 学 生 に 向 け た ア ン ケ ー ト を 実 施 す る 際 、 国 際 Ⅲ 86

【長期】 備 す る 。 交 流 や 外 国 語 授 業 に つ い て の 意 識 調 査 の 項 目 を
作 成 し た 。

（ ５ ） 学 生 の 短 期 留 学 の 実 （ ５ ） 学 生 の 短 期 留 学 の 実 現 に 向 け た 体 制 づ く り と
現 に 向 け て 体 制 づ く り に し て 以 下 の こ と に 取 り 組 ん だ 。
取 り 組 む 。 ア 遊 工 房 ア ー ト ス ペ ー ス を 仲 介 と し て 、 チ ェ コ Ⅲ 87

で 行 わ れ た 国 際 ア ー ト キ ャ ン プ （ ７ 月 中 ３ 週 間
開 催 ） に 本 学 学 生 を 参 加 さ せ た 。 内 容 に つ い て
は 12月 に 報 告 会 を 行 い 、 今 後 秋 田 で の ア ー ト キ
ャ ン プ の 可 能 性 に つ い て シ ン ポ ジ ウ ム を 開 催 し
た 。

イ 台 南 応 用 科 技 大 学 の 教 員 が 本 学 を 訪 問 し た
際 、 オ ー プ ン キ ャ ン パ ス に ご 案 内 し て 本 学 の 授
業 内 容 を 視 察 し て い た だ き 、 今 後 の 学 生 の 交 流
に つ い て 検 討 を 行 っ た 。

ウ バ ル セ ロ ナ 建 築 セ ン タ ー 代 表 の ミ ゲ ル ・ ロ ル
ダ ン 氏 と 講 師 の 小 塙 芳 秀 氏 が 本 学 で 講 演 を 行 っ
た 際 、バ ル セ ロ ナ 建 築 セ ン タ ー で 行 わ れ て い る 、
日 本 人 向 け の ３ 週 間 の プ ロ グ ラ ム に つ い て 細 部
に わ た り 説 明 を 受 け 、 次 年 度 以 降 の 本 学 学 生 の
参 加 を 前 提 と し た プ ロ グ ラ ム の 検 討 を 行 っ た 。

エ 本 学 の 学 生 13名 （ 夏 期 12名 、 後 期 １ 名 ） が 、
長 期 休 業 中 に 短 期 留 学 、 あ る い は 海 外 の ワ ー ク
シ ョ ッ プ に 参 加 し 、 そ の 渡 航 費 の 一 部 を 補 助 し
た 。
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中期目標
小項目

（３）教員の海外での研究活動を支援する。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(３) 教員の海外での作品発表や研究 （ ６ ） 教 員 の 海 外 で の 研 究 （ ６ ） 教 員 の 海 外 で の 研 究 活 動 、 作 品 発 表 等 を 支 援
活動を支援し、海外の大学教員や学 活 動 、 作 品 発 表 等 を 支 援 し 、 海 外 の 教 員 等 を 受 け 入 れ る た め に 、 以 下 の こ
生の作品発表や活動を積極的に受け し 、 海 外 の 大 学 教 員 や 学 と を 行 っ た 。 Ⅲ 88
入れる。【長期】 生 、 ア ー テ ィ ス ト 等 の 研 ア 国 際 交 流 委 員 が ハ ワ イ 大 学 を 訪 問 し 、 次 年 度

究 活 動 、 作 品 発 表 等 を 受 の 教 員 交 換 授 業 の 開 催 に つ い て 具 体 的 な 検 討 を
け 入 れ る た め の 体 制 づ く 行 っ た 。 ま た 、 山 本 准 教 授 が 同 ハ ワ イ 大 学 で 作
り に 取 り 組 む 。 品 の 展 示 を 行 っ た 。

イ 短 期 留 学 等 を お こ な っ た 学 生 の 報 告 会 と 同 日
開 催 さ れ た「 秋 田 国 際 ア ー ト キ ャ ン プ の 可 能 性 」
シ ン ポ ジ ウ ム （ 前 述 ） で は 、 秋 田 で 海 外 の 学 生
や ア ー テ ィ ス ト を 受 け 入 れ 、 短 期 間 滞 在 し 共 同
で 作 品 を 作 る こ と を 目 的 と す る ア ー ト キ ャ ン プ
を 開 催 す る 可 能 性 に つ い て 意 見 を 交 換 し た 。

ウ 国 際 交 流 委 員 が 韓 国 を 訪 問 し た 際 、 訪 問 し た
３ 大 学 か ら 教 員 交 流 に は 好 意 的 な 感 想 を い た だ
き 、 ペ ク ソ ク 大 学 か ら は 作 品 交 流 の 提 案 が あ っ
た 。 次 年 度 以 降 の 開 催 に 向 け て 検 討 を 行 っ た 。

エ 国 際 交 流 委 員 が カ ナ ダ ・ バ ン ク ー バ ー 市 を 訪
問 し た 際 、 サ イ モ ン ・ フ レ ー ザ ー 大 学 の 教 員 か
ら 、 次 年 度 の 教 員 交 流 を 実 施 し た い と 申 し 出 が
あ っ た 。 同 じ く バ ン ク ー バ ー 人 類 学 博 物 館 の 館
長 夫 妻 も 来 秋 に 好 意 的 な 態 度 を 示 し て お り 、 ２
つ の 件 に 関 し て 、 次 年 度 ま た は そ れ 以 降 の 本 学
で の 教 員 ・ 研 究 者 交 流 に 向 け 検 討 し た 。
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中期目標大項目：第２ 業務運営の改善および効率化に関する目標（１ 運営体制の改善および効率化に関する目標）
中期目標中項目：（１）効果的・機動的な組織運営に関する目標

中期目標
小項目

法人全体としての方針の下で、効果的・機動的な組織運営を行うとともに、組織間での連携を強化する。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

ア 組織全体が情報を共有できる透明 第 ２ 業 務 運 営 の 改 善 お よ 第 ２ 業 務 運 営 の 改 善 お よ び 効 率 化 に 関 す る 目 標 を
性の高い意思決定システムを構築 び 効 率 化 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た め の 措 置
し、組織間の意思の疎通を円滑に行 達 成 す る た め の 措 置 １ 運 営 体 制 の 改 善 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た め の Ⅲ 89
う。【２５年度】 １ 運 営 体 制 の 改 善 に 関 す 措 置

る 目 標 を 達 成 す る た め の （ １ ） 効 果 的 ・ 機 動 的 な 組 織 運 営 に 関 す る 目 標 を 達
措 置 成 す る た め の 措 置

（ １ ） 効 果 的 ・ 機 動 的 な 組 ア 毎 月 理 事 会 （ 全 16回 ） を 開 催 し 、 理 事 間 の 学 内
織 運 営 に 関 す る 目 標 を 達 情 報 共 有 を 行 う と と も に 、 迅 速 な 意 思 決 定 を 行 っ
成 す る た め の 措 置 た

ア 毎 月 理 事 会 を 開 催 し 、
学 内 の 情 報 共 有 と ス ム ー
ズ で 迅 速 な 意 思 決 定 を 引
き 続 き 行 う 。
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ）

イ 理 事 会 、 経 営 審 議 会 、 イ 理 事 会 、 教 育 研 究 審 議 会 等 各 会 議 の 議 事 録 を 学
教 育 研 究 審 議 会 の 審 議 結 内 の 情 報 共 有 シ ス テ ム で 公 開 し た 。 Ⅲ 90
果 を 学 内 で 共 有 す る 。
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ）

イ 法人が適切な意思形成を行うため、ウ 目 的 に 沿 っ た 学 内 の 委 ・ 部 局 長 等 連 絡 会 、 専 攻 長 等 会 議 お よ び 学 部 共 有 会
理事会や各種委員会等、組織ごとの 員 会 を 組 織 し 、 円 滑 な 組 等 を 開 催 し 情 報 の 共 有 化 を 図 っ た 。
役割分担を明確にするとともに、理 織 運 営 を 図 る 。 ま た 、 部 Ⅲ 91
事長のリーダーシップの下、各組織 局 長 等 連 絡 会 や 専 攻 長 等 ○ 学 内 の 情 報 共 有 ・ 調 整 の た め の 会 議
が連携して組織運営を行うことがで 会 議 等 に お い て 情 報 の 共 部 局 長 等 連 絡 会 ： 学 長 、 各 委 員 会 の 長 、 事 務 局
きる体制を整備する。 有 化 を 図 る 。（ 2 5 年 度 か 長 、 各 課 長
【２５年度】 ら 実 施 中 ） 専 攻 長 等 会 議 ： 副 学 長 、 学 部 長 、 各 専 攻 長 、 美

術 教 育 セ ン タ ー 長
学 部 共 有 会 ： 教 員 お よ び 助 手
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中期目標大項目：第２ 業務運営の改善および効率化に関する目標（１ 運営体制の改善および効率化に関する目標）
中期目標中項目：（２）教職員の協働に関する目標

中期目標
小項目

効果的・機動的な組織運営を進めるため、教職員の一体的かつ効果的な連携を強化する。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

委員会など各種学内組織を、教員と （ ２ ） 教 職 員 の 協 働 に 関 す （ ２ ） 教 職 員 の 協 働 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た め の
事務職員が協働して運営するなど、一 る 目 標 を 達 成 す る た め の 措 置
体的かつ効果的な連携を進める。 措 置 教 員 お よ び 事 務 職 員 が 相 互 の 情 報 を 共 有 し な が Ⅲ 92
【２５年度】 学 内 委 員 会 を 教 員 と 事 ら 協 働 し て 学 内 委 員 会 を 運 営 す る た め 教 員 お よ び

務 職 員 が 構 成 委 員 と な り 、 事 務 職 員 を 構 成 員 と し て 配 置 し た 。
情 報 共 有 し な が ら 協 働 し
て 運 営 す る こ と に よ り 、
一 体 的 か つ 効 果 的 な 連 携
を 進 め る 。
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ）
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中期目標大項目：第２ 業務運営の改善および効率化に関する目標（２ 人事の適正化に関する目標）

中期目標
小項目

（１）大学運営や教育研究活動を機動的に行うため、柔軟で弾力的な人事制度を構築する。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

ア 中長期教職員採用計画を策定し、 ２ 人 事 の 適 正 化 に 関 す る ア 今 後 の プ ロ パ ー 職 員 の 採 用 に つ い て 検 討 し 、 公
適正な人事計画を行う。【長期】 目 標 を 達 成 す る た め の 措 募 に よ り ３ 名 （ 一 般 事 務 ２ 名 、 司 書 １ 名 ） を 採 用

置 し た 。 Ⅲ 93
（ １ ） 柔 軟 で 弾 力 的 な 人 事

制 度
ア プ ロ パ ー 職 員 の 中 長 期

採 用 計 画 を 改 め て 策 定 す
る 。

イ 公募制による教員採用方式を着実 イ 公 募 制 に よ る 教 員 採 用 イ 公 募 に よ る 教 員 採 用 を 実 施 し た 。（ １ ２ 名 採 用 、
に実施する。【長期】 方 式 を 確 実 に 実 施 す る 。 応 募 者 計 ７ ８ 名 ）

・ 専 任 教 員 （ ４ 名 採 用 ） Ⅲ 94
も の づ く り デ ザ イ ン 専 攻 ２ 名 （ 応 募 者 ７ 名 ）
景 観 デ ザ イ ン 専 攻 １ 名（ 応 募 者 １ １ 名 ）
ｺﾐｭﾆｹｰｼ ｮﾝ ﾃﾞ ｻﾞ ｲﾝ専 攻 １ 名（ 応 募 者 １ ４ 名 ）

・ 助 手 （ ８ 名 採 用 ）
大 学 院 プ ロ ダ ク ト マ ネ ジ メ ン ト １ 名
（ 応 募 者 １ ０ 名 ）
大 学 院 美 術 １ 名 （ 応 募 者 ９ 名 ）
大 学 院 グ ラ フ ィ ッ ク デ ザ イ ン １ 名（ 応 募 者 ２ 名 ）
大 学 院 芸 術 学 １ 名（ 応 募 者 ８ 名 ）
大 学 院 ﾌｨｼﾞ ｶﾙ ｺ ﾝ ﾋ ﾟ ｭ ｰ ﾃ ｨ ﾝ ｸ ﾞ ０ 名 （ 応 募 者 ２ 名 ）
合 格 者 な し
大 学 院 ア ー バ ン ・ ス タ デ ィ ー ズ １ 名 （ 応 募 者 ２
名 ）
大 学 院 情 報 デ ザ イ ン １ 名（ 応 募 者 ７ 名 ）
（ ※ 大 学 院 ﾌｨ ｼ ﾞ ｶ ﾙ ｺ ﾝ ﾋ ﾟ ｭ ｰ ﾃ ｨ ﾝ ｸ ﾞ合 格 者 ０ 名 の た
め 実 施 ）
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も の づ く り デ ザ イ ン 専 攻 １ 名（ 応 募 者 ２ 名 ）
教 育 学 等 ０ 名 （ 応 募 者 １ 名 ） 合 格 者 な し
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン デ ザ イ ン 専 攻 １ 名 （ 応 募 者
３ 名 ）

ウ 大 学 間 の 人 事 交 流 な ど 、 法 人 ウ 大 学 間 の 人 事 交 流 な ど 、 ウ 人 事 交 流 と し て 、 他 大 学 （ 秋 田 大 学 ） の 職 員 ２
と し て 柔 軟 で 弾 力 的 な 人 事 制 度 法 人 と し て 柔 軟 で 弾 力 的 名 を 期 間 を 定 め て 割 愛 採 用 し た 。 Ⅲ 95
を 研 究 し 、 構 築 す る 。【 長 期 】 な 人 事 制 度 を 研 究 す る 。
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中期目標
小項目

（２）組織の活性化を図るため、能力・意欲等が適切に評価され、教職員にインセンティブが働く人事評価制度を構築する。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

能力と意欲等が適切に評価され、教 （ ２ ） 人 事 評 価 制 度 の 構 築 （ ２ ） 人 事 評 価 制 度 の 構 築
職員にインセンティブが働くような人 事 務 職 員 に つ い て は 、 秋 事 務 職 員 に つ い て 、 秋 田 市 の 人 事 評 価 制 度 を 活
事評価制度を構築する。【２６年度】 田 市 の 人 事 評 価 制 度 を 活 用 し 、 自 己 評 価 と 所 属 長 に よ る 面 接 ・ 評 価 を 実 施 Ⅲ 96

用 す る 。 し た 。
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ）
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中期目標
小項目

（３）教員の評価については、「教育」「研究」「社会貢献」「学内運営」など多面的な観点による評価を取り入れる。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

教員の人事評価に関する評価指標と （ ３ ） 教 員 に 対 す る 多 面 的 （ ３ ） 教 員 に 対 す る 多 面 的 な 観 点 か ら の 評 価
して、「教育活動」「研究活動」「社会 な 観 点 か ら の 評 価 平 成 ２ ７ 年 度 に 制 度 構 築 し た 教 員 評 価 （ 自 己 評
貢献」「学内運営」など多面的な観点 秋 田 公 立 美 術 大 学 教 員 価 ） を 試 行 し た 。 Ⅲ 97
から評価を行う人事制度を構築する。 評 価 要 綱 に 従 い 、 教 員 評 （ ３ ９ の 再 掲 ）
【２６年度】 価 の 試 行 を 開 始 す る 。
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中期目標
小項目

（４）戦略的な能力開発により、組織に必要な能力を持った教職員の養成を行い、組織力を強化する。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

人材育成基本方針の策定とそれに基 （ ４ ） 教 職 員 へ の 研 修 制 度 （ ４ ） 教 職 員 へ の 研 修 制 度 の 構 築
づいた教職員の研修制度を構築し、研 の 構 築 ア 事 務 職 員 の 人 材 育 成 基 本 方 針 （ 研 修 実 施 計 画 ）
修を行うことで組織力の強化を図る。 ア 人 材 育 成 基 本 方 針 に 基 お よ び 教 員 の 人 材 育 成 基 本 方 針 に 基 づ き 、 下 記 の Ⅲ 98
【短期】 づ き 研 修 を 実 施 す る 。 研 修 会 に 参 加 し た 。

事 務 職 員 に つ い て は 、 ・ 学 内 研 修 ４ コ ー ス 105名 参 加
市 の 人 材 育 成 基 本 方 針 （ ハ ラ ス メ ン ト 防 止 研 修 は １ コ ー ス 換 算 ）
を 準 用 す る 。 ・ 秋 田 市 主 催 ９ コ ー ス 16名 参 加

（ 25年 度 か ら 実 施 中 ）
・ 公 立 大 学 協 会 主 催 ７ コ ー ス ７ 名 参 加
・ 他 大 学 お よ び 官 公 庁 主 催 ９ コ ー ス 14名 参 加
・ 公 益 団 体 等 主 催 19コ ー ス 23名 参 加
○ 学 内 研 修

６ 月 30日 ハ ラ ス メ ン ト 防 止 研 修 （ 相 談 員 ・ 調
査 員 等 ） 40名 参 加
７ 月 ４ 日 ハ ラ ス メ ン ト 防 止 研 修 （ 学 生 向 け ）
21名 参 加
８ 月 １ 日 平 成 29年 度 予 算 に 関 す る 説 明 会
12月 1 5日 ､１ 月 13日 教 員 向 け コ ン プ ラ イ ア ン
ス 研 修 （ 予 算 執 行 に 係 る 研 修 、 不 正 行 為 防 止 研
修 ） 教 員 44名 参 加

○ 秋 田 市 主 催
６ 月 30日 新 規 採 用 職 員 研 修 （ 中 期 ） 総 務 課
１ 名
７ 月 28日 ～ 2 9日 基 本 研 修 ｢課 長 補 佐 メ ン タ ル
ヘ ル ス 研 修 ｣ 総 務 課 １ 名 、 企 画 課 １ 名
９ 月 ２ 日 ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ セ ミ ナ ー ｢事 業 の
見 直 し ・ ス ク ラ ッ プ 研 修 ｣ 総 務 課 １ 名
10月 12日 消 費 税 制 度 研 修 総 務 課 １ 名
10月 18日 ～ 19日 異 業 種 交 流 研 修 学 生 課 １ 名
11月 ９ 日 、 14日 ～ 15日 管 理 職 向 け 情 報 セ キ ュ
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リ テ ィ 研 修 管 理 者 セ ミ ナ ー 総 務 課 ３ 名 、 学 生
課 ２ 名 、 企 画 課 ２ 名
11月 15日 管 理 職 向 け 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 研 修 ト
ッ プ セ ミ ナ ー 事 務 局 長
12月 ２ 日 臨 時 職 員 お よ び 嘱 託 職 員 の コ ン プ ラ
イ ア ン ス 研 修 総 務 課 １ 名 、 附 属 図 書 館 １ 名
12月 12日 臨 時 職 員 お よ び 嘱 託 職 員 の 接 遇 研 修
総 務 課 １ 名 、 附 属 図 書 館 １ 名

○ 公 立 大 学 協 会 主 催
５ 月 27日 公 立 大 学 協 会 教 務 事 務 セ ミ ナ ー 学 生
課 １ 名
６ 月 ６ 日 公 立 大 学 協 会 研 修 会 ・ 実 態 調 査 表 作
成 説 明 会 総 務 課 １ 名
６ 月 28日 公 立 大 学 協 会 教 務 事 務 セ ミ ナ ー 学
生 課 １ 名
７ 月 13日 ～ 15日 公 立 大 学 職 員 セ ミ ナ ー 総 務
課 １ 名
９ 月 ７ 日 ～ ９ 日 公 立 大 学 法 人 会 計 セ ミ ナ ー
総 務 課 １ 名
９ 月 20日 ～ 21日 公 立 大 学 職 員 研 修 協 議 会 学
生 課 １ 名
11月 18日 財 務 会 計 責 任 者 研 修 協 議 会 総 務 課
１ 名

○ 他 大 学 お よ び 官 公 庁 主 催
６ 月 20日 大 学 入 学 者 選 抜 ・ 今 日 無 関 係 事 項 連
絡 協 議 会 学 生 課 １ 名
８ 月 １ 日 文 科 省 「 教 師 力 向 上 フ ォ ー ラ ム 」
教 員 １ 名 、 学 生 課 １ 名
８ 月 17日 ～ 19日 全 国 高 等 学 校 美 術 、 工 芸 教 育
研 究 大 会 教 員 ２ 名
８ 月 23日 ～ 25日 教 職 課 程 運 営 に 係 る 先 進 大 学
視 察 等 教 員 １ 名 、 学 生 課 ２ 名
９ 月 15日 ～ 16日 事 務 職 員 フ ォ ロ ー ア ッ プ 研 修
企 画 課 １ 名
９ 月 17日 大 学 等 教 員 セ ミ ナ ー 「 大 学 の 中 の セ
ク シ ャ ル マ イ ノ リ テ ィ 学 生 の 理 解 と 支 援 の た め
に 」 教 員 １ 名
10月 19日 信 書 便 制 度 説 明 会 総 務 課 １ 名
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1 2月 ９ 日 教 職 課 程 認 定 等 に 関 す る 事 務 担 当 者
説 明 会 学 生 課 １ 名
12月 22日 大 学 設 置 等 に 関 す る 事 務 担 当 者 説 明
会 学 生 課 １ 名 、 企 画 課 １ 名

○ 公 益 団 体 等 主 催
５ 月 13日 東 北 地 区 学 生 指 導 研 究 会 総 会 ・ 東

北 地 区 学 生 指 導 担 当 部 課 長 研 究 会 学 生 課 １ 名
６ 月 26日 第 11回 道 徳 教 育 合 同 研 修 会 教 員 １
名
７ 月 ５ 日 科 学 研 究 費 助 成 事 業 実 務 担 当 者 向 け
研 修 会 企 画 課 １ 名
７ 月 14日 ～ 15日 全 国 大 学 保 健 管 理 研 究 集 会 東
北 地 方 研 究 集 会 学 生 課 １ 名
７ 月 20日 交 渉 力 強 化 研 修 企 画 課 １ 名
７ 月 21日 パ ワ ハ ラ 防 止 の た め の ア ン ガ ー マ ネ
ジ メ ン ト セ ミ ナ ー 総 務 課 １ 名
８ 月 １ 日 キ ャ ン パ ス ハ ラ ス メ ン ト 防 止 セ ミ ナ
ー 教 員 １ 名
８ 月 23日 大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 入 試 担 当 者 連
絡 協 議 会 学 生 課 １ 名 、 教 員 ２ 名
８ 月 24日 ～ 26日 障 害 学 生 支 援 実 務 者 育 成 研 修
会 学 生 課 １ 名
８ 月 30日 体 制 整 備 支 援 セ ミ ナ ー 学 生 課 ２ 名
10月 ５ 日 ～ ６ 日 全 国 大 学 保 健 管 理 研 究 集 会
学 生 課 １ 名
10月 ７ 日 学 生 教 育 研 究 災 害 傷 害 保 険 説 明 会
学 生 課 １ 名
10月 25日 Ｉ Ｃ Ｔ ソ リ ュ ー シ ョ ン フ ェ ア ・ セ ミ
ナ ー 受 講 総 務 課 １ 名
10月 28日 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｃ ネ ッ ト ワ ー ク 担 当 職 員 研
修 会 教 員 １ 名
11月 11日 上 級 救 命 講 習 助 手 １ 名
11月 22日 戦 略 的 創 造 研 究 推 進 事 業 契 約 実 務 担
当 者 向 け 研 修 会 総 務 課 １ 名 、 企 画 課 １ 名
２ 月 ３ 日 日 本 学 生 支 援 機 構 奨 学 業 務 連 絡 協 議
会 学 生 課 １ 名
２ 月 21日 道 徳 学 会 関 係 ・ 研 修 会 教 員 １ 名
２ 月 28日 平 成 28年 度 思 春 期 問 題 研 修 会 学 生
課 １ 名
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（ １ ９ の 再 掲 ）
・ 各 教 員 が 自 ら の 授 業 を よ り 良 く す る た め の ヒ ン

ト を 得 る こ と に よ り 資 質 向 上 を 図 る た め 、 授 業
参 観 を 実 施 す る と と も に 、 授 業 参 観 ア ン ケ ー ト
を 実 施 し た 。 授 業 参 観 公 開 科 目 は 12 3科 目 。 授
業 参 観 し た 教 員 は 延 べ 13人 。
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中期目標大項目：第２ 業務運営の改善および効率化に関する目標（３ 事務等の効率化に関する目標）

中期目標
小項目

（１）効率的かつ効果的な事務処理を行うため、事務処理の簡素化、外部委託の活用を含め、事務組織および業務等について不断の見直しを行
う。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

ア 事務組織全体について、事務処理 ３ 事 務 等 の 効 率 化 に 関 す ３ 事 務 等 の 効 率 化 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た め の
のマニュアル化、簡素化等を進め、 る 目 標 を 達 成 す る た め の 措 置
効率的な事務を行うとともに、継続 措 置 （ １ ） 事 務 処 理 の 効 率 化 の 推 進 Ⅲ 99
的な見直しを行う。【中期】 （ １ ） 事 務 処 理 の 効 率 化 の ア 取 扱 要 領 、 基 準 な ど の マ ニ ュ ア ル 整 備 や 見 直 し

推 進 を 適 宜 行 っ た ほ か 、 大 学 院 の 設 置 な ど 組 織 改 編 に
ア 規 程 、 要 綱 の ほ か 、 取 伴 う 規 程 等 の 制 定 ・ 改 正 等 を 行 っ た 。

扱 要 領 、 基 準 な ど の 事 務
処 理 の マ ニ ュ ア ル の 整 備
や 見 直 し を 引 き 続 き 行 う 。
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ）

イ 外部委託が適切な業務については、イ 各 課 の 業 務 に つ い て 、 イ 業 務 の 外 部 委 託 に つ い て 検 討 し 、 社 会 貢 献 セ ン
外部委託を進めるとともに委託内容 外 部 委 託 の 可 否 の 調 査 を タ ー を 平 成 30年 度 に 外 部 法 人 化 し て 大 学 か ら 広 報
を定期的に見直し、費用対効果の向 行 う と と も に 、 既 存 の 委 や ア ー カ イ ブ 等 の 業 務 を 委 託 す る 方 針 と し た 。 ま Ⅲ 100
上を図る。【中期】 託 契 約 の 内 容 に つ い て 点 た 、 期 限 を 迎 え た 業 務 委 託 契 約 に つ い て は 、 仕 様

検 を 行 う 。 を 精 査 ・ 見 直 し の う え 、 入 札 に よ り 業 者 選 定 を
行 っ た 。
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中期目標
小項目

（２）事務職員の資質向上のための組織的な取組（スタッフ・ディベロップメント）を充実させる。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

ア 業務分担（班）ごとに必要とされ （ ２ ） 事 務 職 員 の 資 質 向 上 （ ２ ） 事 務 職 員 の 資 質 向 上 の た め の 組 織 的 な 取 組
る能力を明確化し、業務に応じた研 の た め の 組 織 的 な 取 組 ア 法 人 採 用 職 員 が 秋 田 市 が 実 施 す る 研 修 に 参 加 で
修プログラムの適用により、事務職 ア 市 か ら の 派 遣 職 員 に つ き る よ う 、 秋 田 市 と 改 め て 研 修 受 講 協 定 を 締 結 す Ⅲ 101
員の資質および専門能力を高める。 い て は 、 市 の 研 修 計 画 に る と と も に 、 学 内 研 修 の ほ か 秋 田 市 、 他 大 学 、 公
【中期】 基 づ き 引 き 続 き 研 修 を 実 立 大 学 協 会 、 公 益 団 体 等 が 主 催 す る 研 修 ・ 説 明 会

施 す る 。 プ ロ パ ー 職 員 に 等 に 職 員 が 積 極 的 に 参 加 し た 。
つ い て は 、 市 と の 研 修 受 （ ９ ８ の 一 部 再 掲 ）

講 協 定 に 基 づ く 研 修 や
関 係 機 関 が 実 施 す る 研 修 ・ 秋 田 市 主 催 ９ コ ー ス 16名 参 加
等 各 種 研 修 へ の 受 講 を 勧 ・ 公 立 大 学 協 会 主 催 ７ コ ー ス ７ 名 参 加
奨 し 、 能 力 向 上 を 図 る 。 ・ 他 大 学 お よ び 官 公 庁 主 催 ９ コ ー ス 14名 参 加

・ 公 益 団 体 等 主 催 19コ ー ス 23名 参 加
イ 大 学 経 営 に 必 要 な 情 報 を 収 集 イ 公 立 大 学 協 会 が 主 催 す イ 公 立 大 学 協 会 等 が 主 催 す る 研 修 会 等 に 参 加 し 、

す る と と も に 、そ の 共 有 を 行 う 。 る 研 修 会 等 に 参 加 し 、 大 情 報 収 集 お よ び 情 報 共 有 を 図 っ た 。
【 中 期 】 学 経 営 に 必 要 な 情 報 を 収 （ ９ ８ の 一 部 再 掲 ） Ⅲ 102

集 す る と と も に 、 学 内 で ・ 公 立 大 学 協 会 主 催 ７ コ ー ス ７ 名 参 加
共 有 す る 。 ・ 他 大 学 お よ び 官 公 庁 主 催 ９ コ ー ス 14名 参 加
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ） ・ 公 益 団 体 等 主 催 19コ ー ス 23名 参 加
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中期目標大項目：第３ 財務内容の改善に関する目標（１ 外部研究資金その他自己収入の確保に関する目標）

中期目標
小項目

財政基盤の強化を図るため、科学研究費補助金等の競争的資金の獲得や、寄附講座の開設、共同研究・受託研究への取組などを推進する。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(１) 科研費など外部競争的研究資金 第 ４ 財 務 内 容 の 改 善 に 関 第 ３ 財 務 内 容 の 改 善 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た め
について、事務局を中心に情報収集 す る 目 標 を 達 成 す る た め の 措 置
を行うとともに、研究資金獲得を推 の 措 置 １ 外 部 研 究 資 金 そ の 他 自 己 収 入 の 確 保 に 関 す る 目 Ⅲ 103
進する。【中期】 １ 外 部 研 究 資 金 そ の 他 自 標 を 達 成 す る た め の 措 置

己 収 入 の 確 保 に 関 す る 目 (１ ） 科 研 費 な ど 外 部 競 争 的 研 究 資 金 に つ い て 、 事
標 を 達 成 す る た め の 措 置 務 局 を 中 心 に 情 報 収 集 を 行 う と と も に 教 員 に 積 極
（ １ ） 科 研 費 な ど 外 部 競 的 に 情 報 提 供 を 行 い 、 研 究 資 金 獲 得 を 推 進 し た 。
争 的 研 究 資 金 に つ い て 、
事 務 局 を 中 心 に 情 報 収 集 （ 59） の 再 掲
を 行 い 、 教 員 へ 積 極 的 に ○ 研 究 支 援 セ ミ ナ ー
情 報 提 供 を 行 い 、 研 究 資 ・「 高 大 接 続 改 革 に つ い て 」 ～ 高 等 学 校 教 育 ・ 大
金 獲 得 を 推 進 す る 。 学 教 育 ・ 大 学 入 学 者 選 抜 の 一 体 的 改 革 の 必 要 性
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ） ・ 方 向 性 に つ い て ～ 参 加 者 25人 7月 1 2日

(主 催 ： 科 研 費 Ｗ Ｇ 、 外 部 講 師 ： 筑 波 大 学 五
十 殿 利 治 教 授 )

○ 学 外 の 競 争 的 研 究 資 金 に 関 す る 調 査 を 行 い 、 ポ
ー タ ル 掲 示 板 、 学 内 ノ ー ツ 掲 示 板 、 イ ン フ ォ メ
ー シ ョ ン (教 員 連 絡 用 事 務 室 ） 等 で 周 知 を 行 っ
た 。

Ａ ＋ Ｂ ＋ Ｃ ＝ ２ １ ,１ ５ ４ ,９ ６ ５ 円

Ａ 科 研 費 歳 入 （ 直 接 分 ） ４ ,４ ２ ０ ,０ ０ ０ 円
・ H26年 度 科 研 費 基 盤 研 究 C： (独 )日 本 学 術 振 興 会

天 貝 義 教 教 授 520,000円
(直 接 経 費 ： 400,000円 、 間 接 経 費 ： 120,000円 )
志 邨 匠 子 教 授 390,000円
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(直 接 経 費 ： 300,000円 、 間 接 経 費 ： 90,000円 )
池 亀 直 子 准 教 授 1,430,0 00円
(直 接 経 費 ： 1,1 0 0 , 0 0 0円 、 間 接 経 費 ： 330 , 0 0 0
円 )

・ H27年 度 科 研 費 基 盤 研 究 C： (独 )日 本 学 術 振 興 会
野 村 松 信 教 授 390,000円
(直 接 経 費 ： 300,000円 、 間 接 経 費 ： 90,000円 )
毛 内 嘉 威 教 授 390,000円
(直 接 経 費 ： 300,000円 、 間 接 経 費 ： 90,000円 )

・ H28年 度 科 研 費 基 盤 研 究 C： (独 )日 本 学 術 振 興 会
安 藤 郁 子 助 教 1,300,0 00円
(直 接 経 費 ： 1, 0 0 0 , 0 0 0円 、 間 接 経 費 ： 300 , 0 0 0
円 )

Ｂ 科 研 費 歳 入 (協 同 研 究 分 ) １ ,１ ３ １ ,０ ０ ０ 円
・ H27年 度 科 研 費 基 盤 研 究 B： (独 )日 本 学 術 振 興 会

志 邨 匠 子 教 授 325,000円
(直 接 経 費 ： 250,000円 、 間 接 経 費 ： 75,000円 )
五 十 嵐 潤 教 授 156,000円
(直 接 経 費 ： 120,000円 、 間 接 経 費 ： 36,000円 )

・ H27年 度 科 研 費 基 盤 研 究 A： (独 )日 本 学 術 振 興 会
天 貝 義 教 教 授 195,000円
(直 接 経 費 ： 150,000円 、 間 接 経 費 ： 45,000円 )

・ Ｊ Ｓ Ｔ
菅 原 香 織 助 教 455,000円

（ 直 接 経 費 ： 350, 000円 、 間 接 経 費 ： 105 ,000円 ）

Ｃ H27年 度 大 学 を 活 用 し た 文 化 芸 術 推 進 事 業（ 採
択 1件 ）： 文 化 庁
岩 井 成 昭 教 授 １ ５ ,６ ０ ３ ,９ ６ ５ 円
「 ロ ー カ ル メ デ ィ ア と 協 働 す る ア ー ト マ ネ ジ メ
ン ト 人 材 育 成 事 業 」

(２) 社会貢献センターにおいて、企 （ ２ ） 社 会 貢 献 セ ン タ ー に （ ２ ） 社 会 貢 献 セ ン タ ー に お い て 、 企 業 や 官 公 庁 の
業や官公庁とのコーディネートを行 お い て 、 企 業 や 官 公 庁 の 要 望 と 大 学 で 可 能 な こ と の コ ー デ ィ ネ ー ト を 行
い、受託研究事業や共同研究事業、 要 望 と 大 学 で 可 能 な こ と い 、 受 託 研 究 事 業 や 共 同 研 究 事 業 な ど を 推 進 す る Ⅳ 104
寄附講座の開設などを推進すること の コ ー デ ィ ネ ー ト を 行 い 、 こ と に よ っ て 、 自 己 収 入 を 確 保 し 、 財 政 基 盤 の 強
によって、自己収入を確保し、財政 受 託 研 究 事 業 等 を 推 進 す 化 を 図 っ た 。
基盤の強化を図る。【中期】 る こ と に よ っ て 、 自 己 収 （ 10件 事 業 費 合 計 19,600,0 26円 ）

入 を 確 保 し 、 財 政 基 盤 の ・「 ガ ラ ス 工 芸 普 及 啓 発 事 業 」 委 託 者 ： 秋 田 市
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強 化 を 図 る 。 事 業 費 14,369, 00 0円
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ） ・「 大 森 山 動 物 園 ア ー ト ギ ャ ラ リ ー 事 業 」

委 託 者 ： 秋 田 市
事 業 費 2,484,0 00円

・「 産 業 デ ザ イ ン 人 材 育 成 業 務 」
委 託 者 ： 秋 田 県
事 業 費 898,128円

・「 秋 田 駅 観 光 拠 点 等 整 備 に 伴 う デ ザ イ ン 監 修 業
務 」
委 託 者 ： 東 日 本 旅 客 鉄 道 株 式 会 社 秋 田 支 社
事 業 費 1,080,0 00円

・「 秋 田 市 プ ロ モ ー シ ョ ン ビ デ オ コ ン テ ス ト 201 6
の ポ ス タ ー お よ び チ ラ シ デ ザ イ ン の 作 成 」
委 託 者 ： 秋 田 市
事 業 費 30,000円

・「 2 0 1 7 F I Sフ リ ー ス タ イ ル ス キ ー ワ ー ル ド カ ッ
プ 秋 田 た ざ わ 湖 大 会 に お け る ポ ス タ ー の デ ザ イ
ン 制 作 」
委 託 者 ： FI Sフ リ ー ス タ イ ル ス キ ー ワ ー ル ド カ
ッ プ 秋 田 た ざ わ 湖 大 会 組 織 委 員 会
事 業 費 147,549円

・「 秋 田 市 役 所 新 庁 舎 お 祝 い フ ォ ト コ ー ナ ー パ ネ
ル デ ザ イ ン 募 集 （ 再 制 作 ）」
委 託 者 ： 秋 田 市
事 業 費 144,335円

・「 あ き た サ イ エ ン ス ク ラ ブ 科 学 講 座 開 催 業 務 委
託 事 業 」
委 託 者 ： 秋 田 市
事 業 費 197,014円

・「 1 6 - 1 7シ ー ズ ン た ざ わ 湖 ス キ ー 場 ポ ス タ ー ・
パ ン フ レ ッ ト の 表 紙 デ ザ イ ン 」
委 託 者 ： 田 沢 湖 高 原 リ フ ト 株 式 会 社
事 業 費 150,000円

・「 秋 田 商 工 会 議 所 創 立 110周 年 ロ ゴ マ ー ク 」
委 託 者 ： 秋 田 商 工 会 議 所
事 業 費 100,000円
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中期目標大項目：第３ 財務内容の改善に関する目標（２ 経費の効率化に関する目標）

中期目標
小項目

効率的に大学を運営するため、教育研究水準の維持向上に配慮しながら、組織運営の効率化と人員配置の適正化を図る。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

（１）管理的経費においては、事業の ２ 経 費 の 効 率 化 に 関 す る ２ 経 費 の 効 率 化 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た め の 措
見直しや外部委託による経費の削減 目 標 を 達 成 す る た め の 措 置
を継続的に行う。【中期】 置 （ １ ） 清 掃 業 務 委 託 に つ い て 、 3カ 年 契 約 の 更 新 の Ⅲ 105

（ １ ） 管 理 的 経 費 に お い て 時 期 で あ っ た こ と か ら 、 清 掃 頻 度 等 仕 様 を 見 直 し
は 、 事 業 の 見 直 し や 外 部 業 務 委 託 料 を 抑 制 し た 。（ H2 8～ H 3 0 2 6 , 7 8 2 , 4 8 8
委 託 に よ る 経 費 の 削 減 を 円 （ プ レ ハ ブ 棟 、 大 学 院 棟 を 除 く 。） H2 5～ H 2 7
継 続 的 に 行 う 。 38,454,7 30円 ）

（２）物品や備品の調達における、一 （ ２ ） イ ン タ ー ネ ッ ト の 活 （ ２ ） イ ン タ ー ネ ッ ト を 活 用 し た 価 格 的 に 有 利 な 業
括契約、共同購入およびインターネ 用 に よ り 、 効 率 的 な 物 品 者 と の 取 引 に よ り 経 費 の 削 減 を 図 っ た 。 ま た 、 電
ットの活用などにより、効率的な調 購 入 を 行 う 。 話 や フ ァ ク ス に よ る 取 引 よ り も 物 品 購 入 に か か る Ⅲ 106
達を図る。【中期】 （ 25年 度 か ら 実 施 中 ） 時 間 、 手 間 の 短 縮 が 図 ら れ 、 業 務 の 効 率 化 に つ な

が っ た 。イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 取 引 業 者 数 は 23社 。
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中期目標大項目：第３ 財務内容の改善に関する目標（３ 資産の運用管理に関する目標）

中期目標
小項目

資産の状況把握に努め、資金については安全な運用を行うとともに、その他の資産については効果的な活用を図る。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(１) 資金については、国債等の低リ ３ 資 産 の 運 用 管 理 に 関 す ３ 資 産 の 運 用 管 理 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た め の
スク金融商品の利用などによる安全 る 目 標 を 達 成 す る た め の 措 置
な運用を図る。【中期】 措 置 （ １ ） 27年 度 に 行 わ れ た 秋 田 市 監 査 委 員 に よ る 地 方 Ⅲ 107

（ １ ） 資 金 に つ い て は 、 低 自 治 法 第 199条 第 7項 の 規 定 に 基 づ く 出 資 団 体 監 査
リ ス ク 金 融 商 品 の 利 用 な に お い て 、 改 善 要 望 事 項 と し て 「 ペ イ オ フ 対 策 」
ど に よ る 安 全 な 運 用 を 図 に つ い て の 検 討 が 求 め ら れ た こ と や 、 日 本 銀 行 の
る 。 「 マ イ ナ ス 金 利 付 き 量 的 ・ 質 的 金 融 緩 和 」 が 導 入

さ れ た こ と か ら 、 １ 千 万 円 を 超 え る 普 通 預 金 お よ
び 定 期 預 金 へ の 預 け 入 れ は 、 メ リ ッ ト が わ ず か で
あ る 一 方 で 、 そ れ を 上 回 る リ ス ク が あ る た め 、 リ
ス ク 回 避 を 目 的 と し て 、 全 額 保 護 の 対 象 と な る 決
済 用 普 通 預 金（ 無 利 息 ）へ 切 り 替 え た 。こ の た め 、
28年 度 に お い て は 、 安 全 性 を 最 優 先 と し て 積 極 的
な 運 用 を 行 わ な か っ た が 、 今 後 、 取 り 巻 く 経 済 社
会 情 勢 の 状 況 に 応 じ 柔 軟 に 対 応 し て い く 。

(２) その他の資産については、施設 （ ２ ） そ の 他 の 資 産 に つ い （ ２ ） そ の 他 の 資 産 に つ い て は 、 社 会 貢 献 セ ン タ ー
の有償貸付や美術作品の貸与など、 て は 、 施 設 の 有 償 貸 付 な （ ア ト リ エ も も さ だ ）、 体 育 館 、 駐 車 場 の 有 償 貸 Ⅲ 108
有効活用を積極的に進める。【中期】 ど 、 有 効 活 用 を 進 め る 。 付 な ど 、 有 効 活 用 を 進 め た 。
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中期目標大項目：第４ 自己点検・評価および情報の提供に関する目標（１ 評価の充実に関する目標）

中期目標 自己点検・評価の実施体制を整備し、その結果を大学運営の改善に有効に反映させる。また、点検・評価の項目、方法、体制等について不断の
小項目 見直しを行う。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

自己評価委員会を設置し、点検・評 第 ５ 自 己 点 検 ・ 評 価 お よ 第 ４ 自 己 点 検 ・ 評 価 お よ び 情 報 の 提 供 に 関 す る 目
価の項目、方法、体制等について不断 び 情 報 の 提 供 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た め の 措 置
の見直しを行うために、長期的評価と 標 を 達 成 す る た め の 措 置 １ 評 価 の 充 実 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た め の 措 置 Ⅲ 109
年度ごとの評価を行う。 １ 評 価 の 充 実 に 関 す る 目 秋 田 市 が 策 定 し た 評 価 方 針 に 基 づ き 、 自 己 評 価

【長期】 標 を 達 成 す る た め の 措 置 委 員 会 に お い て 、 年 度 計 画 の 自 己 評 価 を 行 っ た 。
自 己 評 価 委 員 会 に お い

て 、 秋 田 市 が 策 定 し た 評
価 方 針 に 基 づ き 、 年 度 計
画 の 自 己 評 価 を 行 う 。
（ 25年 度 分 か ら 実 施 中 ）
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中期目標大項目：第４ 自己点検・評価および情報の提供に関する目標（２ 情報公開等の推進に関する目標）

中期目標 社会に対する説明責任を果たすため、法人の業務運営等に関する情報を積極的に公開するとともに、広く社会に対し大学の教育研究活動につい
小項目 て情報発信する。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(１) 法人としての説明責任を果たす ２ 情 報 公 開 等 の 推 進 に 関 ２ 情 報 公 開 等 の 推 進 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た め
ため、中期計画、財務諸表、自己点 す る 目 標 を 達 成 す る た め の 措 置
検・評価および外部機関評価の結果 の 措 置 （ １ ） 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ に お い て 、 中 期 計 画 、 年 度 Ⅲ 110
や法人規則などの情報を積極的に公 （ １ ） 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ に 計 画 、財 務 諸 表 、法 人 規 則 な ど の 情 報 を 公 開 し た 。
開する。【中期】 お い て 、 年 度 計 画 、 財 務

諸 表 、 法 人 規 則 な ど の 情
報 を 公 開 し て い く 。
（ 年 度 計 画 、 規 則 は 2 5年
度 か ら 実 施 。 財 務 諸 表 は 2
6年 度 か ら 実 施 ）

(２) 大学の教育研究活動の状況につ （ ２ ） 大 学 の 教 育 研 究 活 動 （ ２ ） 研 究 紀 要 第 ４ 号 を 発 行 し 、 機 関 リ ポ ジ ト リ 導
いては、ホームページや大学情報誌、 の 状 況 に つ い て 、 紀 要 や 入 準 備 を 行 っ た 。 ま た 、 学 報 第 ３ 号 を 発 行 し た 。
公開講座等の各種広報手段を活用 学 報 等 の 記 録 冊 子 の 作 成 、 Ⅲ 111
し、積極的に情報発信する。 ホ ー ム ペ ー ジ の 活 用 な ど
【中期】 に よ り 、 積 極 的 に 情 報 発

信 す る 。
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ）

(３) 教員等の教育研究成果を、刊行 （ ３ ） 後 援 会 の 会 報 誌 「 エ （ ３ ） 後 援 会 の 会 報 誌 「 エ オ ス ニ ュ ー ス 」 の 制 作 支
物等により社会に発信する。【中期】 オ ス ニ ュ ー ス 」 の 制 作 支 援 を し 、 ３ 月 上 旬 に 発 行 し た 。

援 を 行 う 。 Ⅲ 112
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ）

(４) 教員や学生の教育研究成果物を （ ４ ） 教 員 や 学 生 の 展 覧 会 (４ ） 教 員 や 学 生 の 本 学 主 催 の 作 品 展 示 等 に つ い て
積極的に展示する。【中期】 な ど 教 育 ・ 研 究 成 果 を 反 以 下 の と お り 行 っ た 。

映 し た 芸 術 関 連 事 業 を 実 ○ 教 員 Ⅳ 113
施 す る 。（ 2 5 年 度 か ら 実 ・「 Po l y P l a n e t C o m p a n y -お も ち ゃ で あ そ ぶ -」
施 中 ） 藤 浩 志 教 授
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サ テ ラ イ ト セ ン タ ー （ 3月 4日 ～ 5月 9日 ）
・ 飯 山 由 貴 ワ ー ク シ ョ ッ プ ＋ リ サ ー チ プ ロ ジ ェ

ク ト 「 あ り の ま ま ご と 」 展
BIYONG PO IN T（ ５ 月 28日 ～ ７ 月 ３ 日 ）

・ 岩 井 優 成 果 展 覧 会 「 習 慣 の と り こ － 見 つ め 、
再 生 、 指 し ゃ ぶ り 」
BIYONG PO IN T（ ８ 月 26日 〜 ９ 月 25日 ）

・「 色 え ん ぴ つ の は じ め さ ん 」 展 （ １ 月 ７ 日 ～ ２
月 ５ 日 ） BIYONG PO IN T

・「 パ ッ ケ ー ジ デ ザ イ ン と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」
孔 准 教 授
サ テ ラ イ ト セ ン タ ー （ 10月 15日 ～ 10月 24日 ）

・「 P A S T＋ N O W「 皆 川 嘉 博 展 源 流 -縄 文 ・ 美 の 継
承 -」 成 果 展
BIYONG PO IN T（ ２ 月 14日 〜 ３ 月 12日 ）

・「 第 4回 「 湧 水 地 点 」 te n t h r e e」 サ テ ラ イ ト
セ ン タ ー

・「 凡 人 ユ ニ ッ ト の ぼ ん お ど り ～ 結 婚 っ て な に ？
～ in秋 田 」
BIYONG PO IN T（ ３ 月 18日 （ 土 ） 〜 ５ 月 ７ 日 ）

○ 学 内 に お け る 先 鋭 的 、 複 合 的 な 研 究 の 総 合 的 な
成 果 と し て 以 下 の 書 籍 を 刊 行 し た 。

（ ６ ２ の 再 掲 ）
・ AKI BIp l l u s事 業 「 辺 境 芸 術 最 前 線 生 き 残 る

た め の ア ー ト マ ネ ジ メ ン ト 」
・ 退 任 記 念 事 業 「 美 大 の き き め 感 性 で 地 域 は

変 わ る 」

○ 学 生
・「 こ し ゃ っ こ サ ー ク ル グ ル ー プ 展 人 」 ア ト リ

エ も も さ だ （ ４ 月 ８ 日 ～ ４ 月 15日 ）
・「 摩 擦 2年 A組 有 志 展 」 サ テ ラ イ ト セ ン タ ー （ 7

月 17日 ～ 7月 24日 ）
・「 雨 ニ モ 負 ケ ズ 展 」 ア ト リ エ も も さ だ （ 9月 2 4

日 ～ 9月 25日 ）
・「 絵 馬 並 べ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン デ ザ イ ン 演 習

2A展 ＆ 彌 高 神 社 絵 馬 コ レ ク シ ョ ン 展 」
サ テ ラ イ ト セ ン タ ー （ 11月 1日 ～ 11月 15日 ）

・「 も の づ く り デ ザ イ ン 専 攻 四 年 和 え て つ く る
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専 攻 課 題 「 秋 田 の 風 土 か ら 考 え る 」
サ テ ラ イ ト セ ン タ ー デ ッ サ ン ル ー ム （ 11月 23日
～ 11月 29日 ）

・「 現 代 芸 術 演 習 成 果 展 」 ア ト リ エ も も さ だ
（ 11月 29日 ～ 12月 11日 ）

・ ４ 年 次 生 に よ る 「 卒 業 研 究 作 品 展 Re Map」
秋 田 県 立 美 術 館 県 民 ギ ャ ラ リ ー ・ 秋 田 に ぎ わ い
交 流 館 Ａ Ｕ
（ ２ 月 16日 か ら 20日 ま で ）

・ ３ 年 次 生 に よ る 「 三 年 生 作 品 展 」
ビ ジ ュ ア ル ア ー ツ 専 攻 Ｖ Ａ Ｓ Ｔ 明 徳 館 ビ
ル ２ 階 カ レ ッ ジ プ ラ ザ
（ ２ 月 23日 ～ 26日 ま で ）
手 × ６ ８ （ て が け る ろ く じ ゅ う は ち ） 秋 田 県
立 美 術 館 県 民 ギ ャ ラ リ ー
（ ２ 月 24日 か ら 27日 ま で ）
景 観 デ ザ イ ン 展 ア ラ ヤ ニ ノ
（ ４ 月 10日 か ら 28日 ま で ）

※ 卒 業 研 究 作 品 展 に お い て は 、 学 長 賞 の 他 に 特
別 賞 と し て 秋 田 市 長 賞 、 秋 田 魁 新 報 社 賞 、 Ａ
Ｂ Ｓ 秋 田 放 送 賞 、 Ａ Ｋ Ｔ 秋 田 テ レ ビ 賞 、 Ａ Ａ
Ｂ 秋 田 朝 日 放 送 賞 、 Ｃ Ｎ Ａ 秋 田 ケ ー ブ ル テ レ
ビ 賞 を 新 設 し た 。 ま た 奨 励 賞 と し て 、 学 長 奨
励 賞 を 新 設 し た 。

（ ５ ） 本 学 主 催 の 展 覧 会 等 （ ５ ）本 学 主 催 の 展 覧 会 等 に つ い て「 AKIBI PEA KS」
を Ｐ Ｄ Ｆ フ ァ イ ル 等 に ま と し て ま と め 、 そ の リ ー フ レ ッ ト や ポ ス タ ー を 県
と め 、 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ 内 の 関 係 機 関 へ 送 付 し た ほ か 、 メ デ ィ ア に 対 し て Ⅲ 114
で 公 開 す る と 同 時 に 、 ア 周 知 し た 。
ー カ イ ブ 作 成 の 準 備 を 行
う 。

（ ６ ） 専 攻 ご と の 学 生 の 教 （ ６ ）３ 年 次 生 に よ る「 ３ 年 生 作 品 展 」を 開 催 し た 。
育 内 容 や 特 色 を 学 外 に 紹 来 場 者 へ の ア ン ケ ー ト で は 、 学 生 の 作 品 の 出 来 栄
介 す る 事 業 を 行 う 。 え を 評 価 す る 声 が 大 多 数 で あ っ た 。 Ⅲ 115

・ Ｖ Ａ Ｓ Ｔ 明 徳 館 ビ ル ２ 階 カ レ ッ ジ プ ラ ザ
ビ ジ ュ ア ル ア ー ツ 専 攻（ ２ 月 23日 か ら 26日 ま で 、
来 場 者 数 268名 ）

・ 手 × ６ ８ （ て が け る ろ く じ ゅ う は ち ） 秋 田 県
立 美 術 館 県 民 ギ ャ ラ リ ー
ア ー ツ ＆ ル ー ツ 専 攻 、も の づ く り デ ザ イ ン 専 攻 、
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コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン デ ザ イ ン 専 攻
（ ２ 月 24日 か ら 27日 ま で 、 来 場 者 数 747名 ）

・ 景 観 デ ザ イ ン 展 ア ラ ヤ ニ ノ
景 観 デ ザ イ ン 専 攻 （ ４ 月 10日 か ら 28日 ま で 、 来
場 者 数 305名 ）

（ ７ ） 紀 要 の 作 成 を 行 い 、 （ ７ ） 秋 田 公 立 美 術 大 学 研 究 紀 要 2016 第 ４ 号 」
公 開 す る 。 ま た 、 本 学 に を ３ 月 28日 付 け で 発 行 し 、 ホ ー ム ペ ー ジ で 公 開 し
お け る 研 究 紀 要 の 位 置 づ た 。 ま た 、 研 究 紀 要 へ の 査 読 制 度 の 導 入 に つ い て Ⅲ 116
け 、あ り 方 を 再 検 討 す る 。 検 討 し た 結 果 を 、 次 期 委 員 会 に 引 き 継 ぐ こ と と し

た 。
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中期目標大項目：第５ その他業務運営に関する重要事項に関する目標（１ 施設・設備の整備および活用に関する目標）

中期目標 （１）良好な教育研究環境を保つため、施設・設備の適正な維持管理を実施する。
小項目 （２）施設・設備の効果的な活用を図るとともに、地域への貢献活動の一環として、教育研究に支障のない範囲で大学施設の地域開放を行う。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

ア 定期的に施設・設備の使用状況を 第 ６ そ の 他 業 務 運 営 に 関 ア 長 期 修 繕 計 画 に 基 づ き 、 自 動 火 災 報 知 器 設 備 更
調査し、効率的な活用を図る。 す る 重 要 事 項 に 関 す る 目 新 、 放 送 設 備 更 新 、 中 央 監 視 シ ス テ ム 更 新 、 講 義
【長期】 標 を 達 成 す る た め の 措 置 棟 他 灯 具 LE D化 、 厚 生 棟 厨 房 機 器 類 の 更 新 等 を 実 Ⅲ 117

１ 施 設 ・ 設 備 の 整 備 お よ 施 し た 。
び 活 用 に 関 す る 目 標 を 達 長 期 修 繕 計 画 に 基 づ き 29年 度 予 算 の 要 求 を 行 い 11
成 す る た め の 措 置 5,300千 円 を 確 保 し た 。

（ １ ） 施 設 ・ 設 備 の 適 正 な （ ３ ５ 再 掲 ）
維 持 管 理 と 効 果 的 な 活 用

ア 長 期 修 繕 計 画 に 基 づ き 、
修 繕 を 実 施 す る 。

イ 省エネルギー化、ＣＯ２削減に対 イ 省 エ ネ ル ギ ー 化 、 Ｃ Ｏ ² イ 省 エ ネ ル ギ ー 化 、 Ｃ Ｏ ²削 減 を 推 進 す る た め 、
応した設備の更新を行う。 削 減 に 対 応 し た 設 備 の 更 老 朽 化 し た 講 義 棟 他 の 灯 具 を Ｌ Ｅ Ｄ 灯 具 に 更 新 し Ⅲ 118

【長期】 新 を 行 う 。 た 。（ ３ ５ 再 掲 ）
ウ 安全衛生教育を体系化し、教職員 ウ 工 作 等 の 使 用 に お け る ウ 工 作 機 械 等 の 使 用 に お け る 安 全 管 理 マ ニ ュ ア ル

に対して訓練を実施する。 安 全 管 理 マ ニ ュ ア ル に つ に つ い て 、 教 職 員 ・ 学 生 に 周 知 し た 。 Ⅲ 119
【長期】 い て 、 教 職 員 と 学 生 へ 周

知 す る 。
エ 多様なリスクに適応したマニュア エ 平 成 2 6年 度 に 策 定 し た エ 引 き 続 き 平 成 ２ ６ 年 度 に 策 定 し た マ ニ ュ ア ル に

ルを作成する。【長期】 マ ニ ュ ア ル に 基 づ き リ ス 基 づ き リ ス ク 管 理 を 行 っ た 。 Ⅲ 120
ク 管 理 を 行 う 。

オ 情報セキュリティーに対する意識 オ 情 報 セ キ ュ リ テ ィ ー に オ 学 生 に 対 し て 「 情 報 リ テ ラ シ ー 」 教 育 で セ キ ュ
を高めるため、情報機器の利用に関 関 す る 最 新 情 報 を 学 内 情 リ テ ィ 教 育 を 行 っ た ほ か 、 教 職 員 に 対 し て は 、 ノ
するポリシーを策定し、教職員に対 報 シ ス テ ム で 周 知 し 、 情 ー ツ の 掲 示 板 等 を 使 用 し 、 セ キ ュ リ テ ィ と 情 報 機 Ⅲ 121
し研修等を行う。【長期】 報 機 器 の 利 用 に お け る 注 器 の 使 用 方 法 に つ い て 周 知 し た 。 ま た 、 コ ン ピ ュ

意 喚 起 を 促 す 。 ー タ ウ ィ ル ス に つ い て は 、 学 内 の メ ー ル 、 ポ ー タ
ル シ ス テ ム を 利 用 し 、 注 意 喚 起 と 学 内 の 情 報 共 有
を 行 っ た 。
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中期目標大項目：第５ その他業務運営に関する重要事項に関する目標（２ 大学支援組織等との連携に関する目標）

中期目標
小項目

学外からの支援を充実させるため、卒業生による同窓会、保護者による後援会、地元企業等による支援組織との連携を図る。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

（１）学生・大学への学外からの支援 ２ 大 学 支 援 組 織 等 と の 連 ２ 大 学 支 援 組 織 等 と の 連 携 に 関 す る 目 標 を 達 成 す
を充実させるため、卒業生による同 携 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た め の 措 置
窓会や保護者による後援会との連携 る た め の 措 置 （ １ ） 同 窓 会 と 効 果 的 に 連 携 す る た め 、 同 窓 会 役 Ⅲ 122
を強化し、情報共有や学生・卒業生 （ １ ） 卒 業 生 に よ る 同 窓 会 員 と 事 務 局 と の 情 報 交 換 会 議 を 開 催 し た 。（ ３ 月
に対するサポートを協働して行う。 と 効 果 的 に 連 携 で き る 体 ７ 日 ）
【中期】 制 ・ 仕 組 み を 構 築 す る 。

（ 25年 度 か ら 実 施 中 ）
（２）地元企業等との連携のための支 （ ２ ） 大 学 支 援 組 織 「 あ き （ ２ ）「 あ き び ネ ッ ト 」 会 員 と 大 学 役 員 ・ 教 職 員 と

援組織を設置し、学生の就職に関す び ネ ッ ト 」 を 活 用 し 、 産 の 情 報 交 換 会 を 6月 21日 、 意 見 交 換 会 を 1月 16日 に
る情報交換や、ワークショップ型授 学 連 携 の 推 進 、 就 職 対 策 開 催 し た 。 Ⅲ 123
業、インターンシップへの協力など、 の 充 実 を 図 る 。 ・ 学 生 向 け 講 演 会 を 開 催 し た 。
大学の活動全般に対する学外支援の （ 26年 度 か ら 実 施 中 ） （ 7月 2 5日 開 催 「 車 社 会 人 の 一 員 と し て 」
充実を図る。【中期】 講 師 ： 諸 橋 利 之 「 秋 田 モ ー タ ー ス ク ー ル （ 秋 田

公 立 美 術 大 学 ）」）
・ あ き び ネ ッ ト 奨 学 金 制 度 に よ り 、 奨 学 生 と し て

7団 体 を 決 定 し た 。
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中期目標大項目：第５ その他業務運営に関する重要事項に関する目標（３ 安全管理に関する目標）

中期目標 学内の安全と衛生の確保のため、事故等の発生予防に努めるとともに、災害や事故発生に迅速かつ適切に対応するための危機管理体制を整備す
小項目 る。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

（２）事故、災害、感染症等緊急時に （ １ ） 事 故 、 災 害 、 感 染 症 （ １ ） 事 故 、 災 害 、 感 染 症 等 緊 急 時 に 対 応 す る 危 機
対応する危機管理マニュアルを作成 等 緊 急 時 に 対 応 す る 危 機 管 理 マ ニ ュ ア ル に つ い て 、 学 内 電 子 掲 示 板 へ 掲 載
し、教職員と学生への周知と意識啓 管 理 マ ニ ュ ア ル に つ い て 、 す る こ と に よ り 教 職 員 等 へ 周 知 し た 。 さ ら に 、 学 Ⅲ 124
発を行う。【２５年度】 教 職 員 と 学 生 へ 周 知 す る 生 お よ び 教 職 員 に よ る 避 難 訓 練 を 実 施（ 11月 14日 ）

（ 2 5年 度 作 成 、 2 6年 度 周 し 、 災 害 時 の 対 応 に つ い て 確 認 し た 。
知 済 ）
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中期目標大項目：第５ その他業務運営に関する重要事項に関する目標（４ 人権擁護・法令遵守に関する目標）

中期目標 健全な教育研究環境を確保するため、ハラスメントの防止等人権擁護や法令遵守について、教職員の意識啓発を図るとともに、相談体制やチェ
小項目 ック体制を整備する。

自己
自己評価と異な

中期計画 年度計画 業務実績（計画の進捗状況）
評価

る評価委員会の

評価とその理由

(１) ハラスメントの防止を図るため、４ 人 権 擁 護 ・ 法 令 遵 守 に ４ 人 権 擁 護 ・ 法 令 遵 守 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る
研修等による学生・教職員への啓発 関 す る 目 標 を 達 成 す る た た め の 措 置
活動を継続的に実施する。 め の 措 置 （ １ ） 相 談 員 ・ 調 査 員 向 け 、 全 教 職 員 向 け 、 新 入 Ⅲ 125
【２５年度】 （ １ ） ハ ラ ス メ ン ト 防 止 対 生 向 け の ハ ラ ス メ ン ト 防 止 に 関 す る 学 内 研 修 を

策 委 員 会 で 学 生 お よ び 教 実 施 し た 。 ま た 、 学 外 団 体 が 主 催 す る 研 修 に 参
職 員 へ ハ ラ ス メ ン ト 防 止 加 し た 。
に 関 す る 研 修 を 引 き 続 き 学 内 研 修 の 実 施
実 施 す る 。（ 2 5 年 度 か ら ・ 相 談 員 、 調 査 員 対 象 （ 6/30、 12人 ）
実 施 中 ） ・ 教 職 員 対 象 （ 第 １ 回 6/30、 9人 、 第 ２ 回 7/4、

19人 ）
・ 学 生 対 象 （ 7/4、 21人 ）

計 4回 、 延 べ 61人 参 加
学 外 研 修 へ の 参 加
・ 相 談 担 当 者 セ ミ ナ ー （ 7/2 1 職 員 １ 名 、 8/1 教

員 １ 名 ）
(２) プライバシーの保護に配慮した （ ２ ） 相 談 室 の 活 用 等 に よ （ ２ ） 相 談 員 ・ 調 査 員 の 配 置 お よ び 相 談 窓 口 を 設

相談窓口の設置や研修を受けた相談 り 、 プ ラ イ バ シ ー の 保 護 置 。 相 談 室 に お い て 、 プ ラ イ バ シ ー の 保 護 に 配
員の配置により、ハラスメントに関 に 配 慮 し た 相 談 を 行 う 。 慮 し た 相 談 を 行 え る 環 境 と し た 。 ま た 、 相 談 後 Ⅲ 126

して相談しやすい環境を確保すると （ 25年 度 か ら 実 施 中 ） は 臨 床 心 理 士 が 経 過 観 察 を 行 う ア フ タ ー ケ ア を
ともに、相談後のフォロー体制を整 実 施 し た 。
備する。【２５年度】
（３）適切な会計処理を行うため、経 （ ３ ） 経 理 事 務 マ ニ ュ ア ル （ ３ ） 経 理 事 務 マ ニ ュ ア ル に 基 づ き 、 契 約 事 務 の

理の透明化を図るとともに、経理の に 基 づ き 、 契 約 事 務 を 行 担 当 者 と 出 納 事 務 の 担 当 者 を 明 確 に 分 離 し た 。
チェック体制の整備やガイドライン う 職 員 と 出 納 事 務 を 行 う ま た 、 管 理 職 用 の チ ェ ッ ク 表 に よ り 決 裁 時 に 確 Ⅲ 127
を策定する。【２５年度】 職 員 と を 明 確 に 分 離 し 、 認 漏 れ が 生 じ な い よ う に し た 。

相 互 牽 制 機 能 を 引 き 続 き
維 持 す る 。 ま た 、 管 理 職
用 の 経 理 事 務 チ ェ ッ ク 表
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に 基 づ き 、 決 裁 時 に 確 認
漏 れ が 生 じ な い よ う に す
る 。
（ 25年 度 か ら 実 施 中 ）


